














巫女華伝




恋し君と永遠とわの契り








岐川　新





[image: ]

角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　目次








序章　蠢しゆん動どう

一章　花発さいて風雨多し

二章　矢の行方ゆくえ

三章　暗中模も索さく

四章　踏ふみだす一歩

五章　夢を結ぶ

終章　雨降って


あとがき









































　八雲立つ　花はな妻づま籠こもる　我が宿に

　八重やへ九ここの重へに　立ち渡わたれ

　常とはにめぐりて　な移りそ







[image: 序章　蠢動]




　うららかな陽気の昼下がり、まもなくやってくる長雨の季節を前にして人々は忙いそがしくたち働いていた。

　そんな里の様子を、真ま逆ぎやくの冷ややかさでもって見下ろす二対のまなざしがあった。

「──で、この里のどっかにあるってのか？　その『出水いずみの秘薬』とやらが」

　低く粗そ野やな響ひびきが確かく認にん半分、疑い半分といった調子で問うのに、是ぜ、と答えが返る。聞いたことくらいはあるだろう、と続いた言葉に、男は眼下の風景を見つめたまま目を眇すがめた。

「不老不死の秘薬があるらしい、ってのは耳にしたことはあるが……んなもんは、眉まゆ唾つばモノの言い伝えだと思ってたぜ」

　その口ぶりは、ある、と聞かされた今でも到とう底てい信じているとは言いがたいものだった。

　男は、はっ、と息を吐はくと、荒あらっぽい仕草で頭をかいた。

「だが、あるってんなら、いただくまでだ」

　それより、と脅おどしつけるように声を低め、並び立つ人ひと影かげに鋭するどく視線を投げる。

「たしかなんだろうな？　そいつとひき替かえに大倭やまとと繫つなぎを作るって話は」

　騙かたりならただではおかない、と険しい眼光が告げるのを意に介かいした様子もなく、人影は肩かたを竦すくめた。

　信じられないのなら他所よそへ持っていくまでだ、とうそぶく相手に、男は鼻に皺しわをよせるようにして舌打ちした。

「わーったよ」と唸うなるように吐き捨て、踵きびすを返す。

「──問題は、どこにあるのかわかんねえもんをどうやって手にいれるか、だ」

　荒々しい動作の割に小枝を踏ふむ音ひとつたてず歩きだした男の背に、くすくすと笑い含ぶくみの声がかかる。

「『いい案がある』だと？」

　投げかけられた言葉を繰くり返すように口の中で転がしながら、男は胡う乱ろんげに視線を巡めぐらせた。
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　地面から突つきでた岩に腰こしかけ、瑠る璃りは矯ためつ眇めつしながら手を動かしていた。

　四苦八苦しながらなんとか形になったそれに、ふぅっと息をつく。こんなものだろうか、と目の高さまで持ちあげた時、

「ルーリ、なにしてるの？」

「！」

　突とつ然ぜん、背後から抱だきこまれ、瑠璃は肩を跳はねさせた。

「──あっ」

　拍ひよう子しに手の中から零こぼれたそれが、ぱさり、と膝ひざの上へおちた。瑠璃が拾いあげるより先に、「ごめん！」と大きな手がすくいとる。

「大だい丈じよう夫ぶだった!?──って、これ……」

「あのっ、それは」

　たしかめるように持ちあげられたそれをまじまじと見つめる気配に、瑠璃は慌あわてて手を伸のばす。しかし、ひょいと届かない位置へ遠ざけられる。

「花はな環わ？　じゃないよね？」

　花は使ってないし、と顔のすぐ横で小首を傾かしげるのがわかる。

　近すぎる距きよ離りと図はからずも見られることになったそれに、瑠璃は赤くなっていく顔を俯うつむかせた。

「瑠璃？」

「……とりあえず、離はなれてください」

　どうしたのかとのぞきこんでくる顔を遠ざけるように手で押しやりながら、そっぽをむく。掌てのひらに伝わる熱と視界の端はしで陽光にきらめく淡あわい髪かみが、ひどく胸を騒さわがせた。

「んー、瑠璃が教えてくれたらね」

　楽しげに喉のどを震ふるわせながら、こちらを抱きこんだままだった片かた腕うでが一層強くからみつく。ついでのように押しあてたままだった手に、ちゅっと唇くちびるが触ふれた。

「っ、なにを──」

　掌に感じた感かん触しよくに、かっと身体からだ中が熱くなる。

　反射的に振ふり払はらおうとした瑠璃より早く、キュッ、という鋭い鳴き声とともに胸むな元もとから飛びだしてきた影かげがあった。すばやく肩へと駆かけあがり、尻尾しつぽを高くあげて威い嚇かくの体勢をとったのはモモンガのソラだ。

　近づくな！　と全身で表すソラに、

「またか」

　苦く笑しよう混じりの吐と息いきとともに、のぞきこんでいた顔がすこし遠ざかる。

「ほんと、いつもいいところを邪じや魔ましてくれるなぁ、このかわいい護衛は」

　ちょん、と小さな体を指で突つついたあと、彼──紫し苑おんは背後から抱きついた格好のまま、手の中のものを軽く揺ゆらした。

「で、これは？」

　キキッ、と怒おこったように声をあげ、今にも飛びかかろうとするソラを片手でなだめながら、瑠璃は諦あきらめの息を零した。

「──大倭の宮きゆう廷ていでは、五月さつきの節せちには菖蒲あやめで作った鬘かずらを身につけて厄やく払ばらいをすると、耳にしたことがあって」

「あぁ、そんなこともするね」

「それが、どういうものかわからなかったから……」

　いかにも今思いだしましたというようなあいづちに、こんな気まぐれを起こさなければよかった、とつくづく思いながら、先を濁にごす。

　だが、勘かんのいい彼はそれだけで悟さとってしまったようだった。

「もしかして、それでこれを作ってくれたの？　オレのために？」

「……」

　驚おどろいたような声に、どこか嬉き々きとした色が混ざる。

　素す直なおに頷うなずくのも癪しやくで、瑠璃は再び顔を背そむけた。けれど、じんわりと赤くなった耳は、隠かくしようがない。

　瑠璃が作っていたのは、菖蒲やヨモギなどの薬草を編みこんだ、花環ならぬ草くさ環だった。

　菖蒲は剣けんに似た葉の形とその香こう気きから邪じやを祓はらうとされる。ヨモギなどの薬草もまた然しかりだ。

　瑠璃に言わせれば、薬草自体に病や怪け我がを癒いやす効果があるのであって、身につけたところで厄払いになるとは思えない。ただ、そうしたものに無病息災の願いを託たくす気持ちもわからないではない。

　都からきた皇み子こである紫苑には、当然その習慣があるだろう。

　だったら、と菖蒲や香かおりのある薬草を中心にして鬘もどきを作ってみたのだが……。

　──忘れてるってことは、興味も必要もなかったってことじゃない。

　ようは邪を祓う効果が得られればいいのだと、四苦八苦してこんなものを作らなくてもよかったのだ。

　その手の御ご利り益やくを信じていない自分が彼のために作った、ということに無む性しように気き恥はずかしさを覚えて、

「必要なかったみたいなので、捨ててください」

　瑠璃は素っ気なく告げて、紫苑の腕の中から逃にげるように立ちあがろうとした。

「なんで？」

　しかし、当の紫苑に阻はばまれて動けない。

「瑠璃からもらったものなら、そのあたりに咲さいてる花一本だって捨てるだなんてあり得ない。それがオレのためだっていうなら、なおさらでしょ」

「……だけど、そんなものに効果があるとは」

　自分で作っておいてなにを今さら、とひねくれている自覚はあったが、一度らしくないと思ってしまうとだめだった。

　そんな瑠璃に紫苑がくすりと笑う。

「効果のあるなしじゃないよ。大事なのは、瑠璃がオレのために……オレを想おもって作ってくれたってこと」

　でしょ？　と求められた同意に瑠璃がなにか言うより早く、彼はこちらの手をとると編まれたそれを手て渡わたしてきた。

「瑠璃がつけてくれる？」

「え……？」

　戸と惑まどう間にも腕を解ほどいた紫苑が前へと回りこんでくる。

「ね？」

　そう目の前で屈かがみこまれ、瑠璃は手元と彼の頭を交こう互ごに見やった。

　しばらく躊躇ためらったものの、いっこうに退ひく様子のない紫苑にそろそろと両腕を伸ばす。そっと紫苑の頭へと薬草で編んだ環をのせる。
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　拍子にふわりと柔やわらかな髪が手に触れ、弾はじかれたように腕をひいた。

　感触の残る両の手を握にぎりこむようにして胸元へひきよせる瑠璃とは反対に、紫苑が慎しん重ちように手を伸ばし頭上のそれに触れる。

　途と端たん、ぱっと咲き綻ほころぶように紫苑が破顔した。

「似合う？」

「……」

　作った本人が『上出来だ』と思えないものを、お世辞にも似合うとは言えない。それでも喜んでくれる彼に、嬉うれしいような、居たたまれないような、なんとも言えない面おも持もちで黙だまりこんだ瑠璃に苦笑が返った。

「そこは似合うって言ってよ」

　それに応こたえたのは瑠璃ではなく、彼女の肩かたにのったままのソラだった。

　うしろ足で立ちあがるようにしてひくひくと鼻をうごめかせたかと思うと、紫苑へと飛び移ったのだ。

「ソラ!?」

　今度はどうしたのかと驚いて手を伸ばすが、あっという間に紫苑の頭上へと駆けのぼっていってしまう。

「待った！　これはだめ──」

　目的を察した紫苑がすばしっこい体を捕とらえるより先に、ソラが薬草の環へととりつく。

　が、なにをする間もなく、くしゅっ、とかすかに鼻先を震わせた。人間たちが呆あつ気けにとられる間にも二度三度と繰くり返す。

「──今の、くしゃみ？」

「かな」

　瑠璃と紫苑は顔を見合わせると、どちらからともなく笑いを零こぼしていた。

「どうやら、薬草の匂においがお気に召めさなかったみたいだね」

　紫苑の言うとおりなのか、ソラがしきりに顔を擦こすりだす。

　紫苑は「いたずらしようとするからだよ」と膝ひざを伸のばしながら頭の上へと手をやると、小さな体を摑つかみあげた。

　つられるように岩の上から立ちあがった瑠璃の肩へ、はい、とソラを戻もどす。すみません、とあげた顔の前に、紫苑の笑え顔がおがいっぱいに広がった。

　──……え？

　驚く間もなく、頰ほおに柔らかな感触が押しあてられる。

「！」

　口づけられている──と意識するより早く、唇くちびるが離はなれる。その顔にはいたずらに成功した子どものような笑みが浮うかんでいた。

　紫苑がとんとんと頭上の草環を指さす。

「これの──瑠璃の気持ちに対するほんのお礼」

「な…っ」

　呆気にとられていた瑠璃の思考がようやく追いつく。同時に、思いだしたように鼓こ動どうが暴れだし、かあっと顔に熱が集まってくる。

　紫苑の目をまともに見られず、瑠璃は片手で頰を押さえてさっと面おもてを俯うつむけた。

　──気持ちのお礼って……！

　言葉にしない想いまですべて見み透すかされているようで、唇が触ふれた箇か所しよが焼けるように熱い。

　無意識のうちに握りこむようにして震ふるわせたもう片方の手を、そっと大きなぬくもりが包みこみ、瑠璃はびくりと肩を跳はねさせた。のったままだったソラが慌あわてたのが視界の端はしに映るが、かまっている余よ裕ゆうなどなかった。

「──怒ってる？」

　嫌いやだった？　と心持ちこちらをのぞきこむようにして聞いてくる紫苑を、赤くなっているだろう目元で睨にらむ。

　怒っている、わけではない。

　ただ、驚いて……どうしたらいいのかわからないだけだ。

　嫌だった、という気持ちは心のどこを探してもないから、恥はずかしさとあいまってなおさら動どう揺ようしてしまう。

　腹立たしいのは、そんな心のうちをも察しているに違ちがいないのにわざわざ聞いてくるところだ。

「……」

　瑠璃は首を縦にも横にも振ふることができず、ふいっと目をそらした。

「ごめんね？　あんまり嬉しかったから」

　悪いとは思っていない、けれどすこしだけ困ったような声こわ音ねで告げて、紫苑は「そろそろ戻ろうか」と握ったままの手をひいた。

　振り払はらうことも、逆らうことも、子どもっぽく思え、渋しぶ々しぶあとについて歩きだす。

　先をいく背中を、瑠璃はそろりと見上げた。

　──この人といると、どんどん自分が自分じゃなくなっていく気がする。

　前はもっと、感情を表にださずにいられた。胸に留とどめておけた。

　なにがあっても冷静でいられた。すくなくとも、そうあろうと努めることができていた。

　なのに、紫苑と出会ってからどんどん感情の制せい御ぎよが難しくなっていく。そして、それを嫌だとは思っていない自分がいた。

「浮うわついてる場合じゃ、ないのに」

　口の中で小さく呟つぶやいて、瑠璃は繫つないだ手へ視線をおとした。

　彼が出水へ戻ってきた時、この手をとると決めた時からわかっていた。

　この先に待つ道は、決して平へい坦たんなものではない、と。

　こうしてのどかな時が──どきどきと騒さわぐ胸は別として──すごせるのも、今だけだ。

　これから先も共にあるためには越こえなくてはならない重い現実が、二人の前には厳然と横たわっていた。
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　季節が春から夏へ移り変わろうかというころ、出いず水みの国くにへと再びやってきた大倭の皇み子この存在は、橘たちばなの里に一足早い嵐あらしを運んでくることになった。

　一族の首長である真ま朱そおの屋や敷しきでは、里の主だった男たちが集まり、連日声高に意見がとり交かわされていた。

「そもそも、あの皇子はなにをしにきたのだ？　あれだけの騒ぎを起こしておいて、のうのうと舞まい戻ってくるとは盗人ぬすつと猛たけ々だけしい！」

　もとより、最初に紫苑が橘の里を訪おとずれた目的も知らない者が大半だ。

　真の目的である『出水の秘薬』とされるトキジクノカクノコノミを探しにきたことはもちろん、建前であった「朝ちよう廷ていに剣けんを献けん上じようさせるための使者」というのも、真朱が話を聞くこと自体のらりくらりとかわしていたため、彼らの耳には届いていない。

　ただ、皇子が送りこまれてきたことや珊さん瑚ごの起こした騒そう動どうによって、朝廷へ完全に服従するよう求めてきたのだろう、と察していたにすぎない。

　厄やつ介かい者たちが里を去り、やれやれ、と胸をなでおろしていたところへ舞い戻ってきたのだから、前回以上にぴりぴりした空気になるのも当然のことだった。

「自分を巫女みこの婿むこに、などと言っているらしいが、まことか？」

「巫女の婿など、体ていのいいのっとりではないか！　だから、こんなことになる前に、翡ひ翠すいどのと番つがわせてしまえばよかったのだッ」

「だからといって、今さら追い返してすむ問題ではない」

　紫苑が出水へ戻ってきたのは、『出水の秘薬』を今度こそ手にいれるため──という名目になってはいるが、『秘薬』の効能を失わせずに大おお王きみのもとまで運ぶ方法が不明な以上、それは叶かなわない。

　紫苑自身もわかっている。

　わかっていて、『秘薬』の湧わきでる泉を手にいれるためには国くにの造みやつこの娘むすめである瑠璃を手にいれるしかない、と自分の目的のために都合よく名目を利用したのだ。

　だから、男たちの言うことも間違ってはいない。とはいえ──

「──これじゃ、話しあいというより、ただの鬱うつ憤ぷんのぶつけあいね」

　壁かべ越ごしに室内の様子をうかがっていた瑠璃は、潜ひそめていた息をそっと吐はきだした。

　出水の男たち、とりわけここに集まっているような年のいった者ほど、大倭のことを快く思っていない。長年刷りこまれた、中なかノの国くには自分たちの国だったという矜きよう持じが、彼らに服従することを許さないのだ。

　本人紫苑曰いわく、『掃はいて捨てるほどいる』皇子の一人だとしても、長おさの娘である瑠璃と婚こん姻いんを結ぶことになればそのまま出水をのっとられるのではないか、と危き惧ぐしている。

　だが、表向きは大倭朝ちよう廷ていに従う姿勢を見せている以上、皇子に婚姻を望まれたら無視するわけにもいかない。

　そんな、胸のうちに巣くう恐おそれややり場のない憤ふん懣まんが、連日ここで渦うず巻まいていた。さっさと婚姻を結ばせればよかった、というのはその最たるものだ。

「翡翠兄さまとのことがなかったとしても、言うことは変わらないのに」

　結局は大倭に対する反発でしかない。

　この議論に一体なんの意味があるのか、と重い息が再度口を突ついてでた時、

「──私が、どうした」

　突とつ然ぜん背後からかかった声に、瑠璃は大きく肩かたを揺ゆらした。急いで首を巡めぐらせた先にあった従兄いとこの姿に、頰ほおをこわばらせる。

「翡翠、兄さま」

「こんなところでなにをしている？」

「どうして……」

　中にいたのではなかったのか、と内心動揺していると、声にださないそれに気づいたのだろう、翡翠がふんと鼻を鳴らした。

「生産性のない繰くり言には、いいかげんうんざりだ」

　常日ごろ、次期首長として真朱に従っている翡翠のものとは思えない言葉に、思わず顔を凝ぎよう視しする。──と、その背後にあった別の人ひと影かげが目に映った。

「！　紫……皇子さま」

　翡翠の影に溶とけこむようにして、紫苑の姿がある。さらにいえば琥こ珀はくの姿もだ。

　なぜここに彼らまで……という驚おどろきに、とっさに言葉がでてこない。

　そんな瑠璃に応こたえたのは、こんな時にも絶やさない笑え顔がおの紫苑だった。

「やあ。翡翠どのに、話があるって連れてこられたんだ」

「翡翠兄さまに？」

　この場に翡翠といる以上はそうなのだろうが、ことの意外さに従兄へと視線を戻もどす。

　今の話の流れからするに、父の指示ではなく、翡翠の独断であると考えて間違いないだろう。

「翡翠兄さま……？」

　この場に紫苑を連れてきてなにをするつもりなのかと、にわかに不安が首をもたげる。

　瞳ひとみを揺らした瑠璃に、翡翠はひとつ息をついた。

「繰り言にはうんざりだと言っただろう」

「では──」

　従兄の言葉に、逆に息を吞のむ。

　翡翠はなんらかの形で決着をつけるために、ここへ紫苑を連れてきたのだ。

「ちょうどいい。おまえもきなさい」

　関係のないことではない、と翡翠は顎あごをしゃくって、今も意味のない話しあいを続ける場へと歩きだす。

　それ以上問いかけることも、かといって従うことも躊躇ためらわれ、立ちつくした瑠璃の肩を、ぽん、と叩たたいた手があった。紫苑だ。

「いこう」

「ですが、翡翠兄さまがなにをするつもりなのか……」

　おまけにこんな殺気だった場に当の本人が現れたら、どうなるのか。常なら働く見み栄えや理性がない分、不ふ穏おんな予感しかしない。

「大だい丈じよう夫ぶ。なるようになるさ」

　二の足を踏ふむ瑠璃を、柔やわらかな笑顔が促うながす。

　なにを根こん拠きよに、と思うのに、いつもどおりの彼を見ていると、なんとなくそんな気になってくるのはなぜなのだろう。

「……はい」

　小さく顎をひいた瑠璃に、紫苑もまた頷うなずきを返すと悠ゆう然ぜんとした足どりで翡翠のあとに続く。

　一方で彼に無言で従う琥珀からは、射い貫ぬかんばかりの鋭するどい一いち瞥べつがくれられた。彼からしてみたら、瑠璃は紫苑が都から逐おわれることになった原因としか思えないのだろう。

　あてられた敵意に、緩ゆるみかけていた気がひき締しまる。

　瑠璃は固く唇くちびるを結ぶと、三人の背を追って足を踏みだした。

　どのみちここを越えなくては、先はないのだ。恐れて立ち止まっていては、進めないどころか、流されるだけだ。

「失礼します。遅おそくなり、申しわけございません」

　先頭に立った翡翠が、議論という名の怒ど鳴なりあいに割ってはいるように戸口から声をかける。

「翡翠、今までどこに──」

　咎とがめるようにあがった父の声が、不自然に途と切ぎれる。戸口のむこうの空気がざわりと波打ったのがわかった。

「──待て、そのうしろにいるのは」

「皇子です」

　真朱の言葉に先んじるように告げられたそれに、一いつ瞬しゆん場が水を打ったように静まりかえった。直後、

「なにを考えておるッ、翡翠！」

　尖とがった怒ど声せいを皮切りにして、室内が喧けん噪そうで溢あふれた。「皇み子こだと!?」という叫さけびがいくつもこだまするのに混じって、床ゆか板いたを蹴け立たてる音が聞こえてくる。

　危惧したとおりの剣けん吞のんな雰ふん囲い気きに、瑠璃は頰をこわばらせた。

　ここで激情に任せて紫苑へ剣をむけでもしたら、彼らの言う「婚姻によるのっとり」どころの騒さわぎではない。国自体を揺るがす問題に発展しかねない。

　いざとなったら紫苑の前に飛びだす心づもりで、瑠璃は足に力をこめた。

「一体どういうつもりだ!?」

「どういうもこういうもありません。私は橘のことを、ひいては出水国のことを考えているだけです」

　だが、一いつ触しよく即そく発はつの空気を、冷ややかにも聞こえる冷静な翡翠の声が打った。

「このまま我々が膝ひざをつきあわせていても、得るものがありません」

「それ、は……」

　翡翠の遠えん慮りよのない指し摘てきに、幾いく人にんかがぐっと言葉につまる。

「──ならば、おまえには考えがあるというのか」

　むすりとした真朱の言に、翡翠が首しゆ肯こうしたのが瑠璃の位置からでもわかった。

「ひとつ、ご提案が」

「提案……それに皇子が関係あるのか」

「そのためにお連れしました」

　翡翠にしては挑ちよう戦せん的な物言いに、それだけ彼が「生産性のない繰り言」に飽あいていることが伝わってくる。

　考える気配のあと、「わかった」と唸うなるような了りよう承しようが返った。

「そこまで言うのならば、聞こう」

　はいるがいい、という許可に、翡翠がこちらを一瞥した。

　それを受け、室内へと足を踏みいれた彼に、紫苑、琥珀が倣ならう。その面おも持もちは対照的で、前者には気負った風もないが、後者は全身に緊きん張ちよう感かんをみなぎらせている。

　瑠璃も顔のこわばりを解けないまま、最後に続いた。

　途と端たん、重い空気がのしかかってくる。刺さすような視線とともに、「巫女みこまで……」という囁ささやきがそこここであがる。

　瑠璃は面おもてを伏ふせたくなるのをこらえ、戸口のすぐ脇わきに控ひかえた。

　本来、女の身で話しあいの場にいることはあり得ない。ですぎた真ま似ねは極力避さけた方がいい。

　翡翠たちはといえば、両脇に男たちが居並ぶ中、真朱の前まで歩を進めると翡翠と紫苑が並ぶ形で座し、そのうしろに控える形で琥珀が腰こしをおとした。

「──して、提案とはなんだ」

　余計な口は一いつ切さい挟はさまず切りだした真朱に、男たちの視線が翡翠へと集中する。

　なにが起こるのか聞かされていない瑠璃もまた、身をのりだすようにして従兄いとこを見つめた。

「その前に、ひとつ確かく認にんしたいことが──皇子」

　瞬時に殺気だった視線が今度は紫苑へと集まる。

　壁かべ際ぎわにいる自分ですら痛いほどの気配の中、しかし唐とう突とつに矛ほこ先さきをむけられた紫苑はいたって気安く呼びかけに応じた。

「なに？」

「此こ度たびの訪問の理由は、瑠璃への……出水への婚こん姻いんの申しこみ、ということでよろしいか？」

「ああ」

　間かん髪はつをいれず首肯した紫苑に、場が不穏にざわめく。本来の目的を知る琥珀だけが物言いたげに身み動じろいだのが、うしろから見ていた瑠璃にはわかった。

　改めて紫苑が認めた事実に、周囲とは別の意味で胸がざわめく。

　──紫苑さまとの、婚姻。

　本当に望んでいてくれるのだと温かな気持ちが湧わきあがる一方で、男たちの発する剣吞な空気が急激にそれを冷やしていく。

　彼を、大倭の皇子を想おもうことの困難さは重々承知していた。一度は芽を摘つもうとした想いでもあるのだ。

　けれども、敵意しかないこの場に身を置けば、認識の浅さをひしひしと思い知る。

　そんな瑠璃の胸のうちや周囲をよそに、翡翠は淀よどむことなく言葉を継ついだ。

「国くにの造みやつこの婿むこに、と？」

　ずばり、と切りこまれた核かく心しんに、集まった人々が固かた唾ずを吞む。

　国造の婿。

　つまりは跡あと継つぎの、ゆくゆくは国造の座を狙ねらっているのかという問いかけに、紫苑は考えるようにすこし首を傾かしげた。

「瑠璃と一いつ緒しよになりたいだけで、そこにこだわりはしないよ。彼女が一人ひとり娘むすめだから『婿に』と言ったまでだ」

　別に婿という形態にこだわるわけではない、と首を横に振ふった彼に、翡翠以外の橘の男たちは虚きよを衝つかれたような顔になる。

「なんなら翡翠どのが跡を継げばいい」

　ただし瑠璃はもらうけどね？

　そう、どこか挑戦的に笑えみを歪ゆがめて、紫苑がちらりとこちらを見返った。ふいに交わったまなざしに、どきりとする。

　しかし、周囲はそんな二人などすでに目にはいっていないようだった。予想外の皇子の答えに、困こん惑わくを隠かくせないでいる。

「つまりは、巫女と番つがうことができればいい、ということか？」

「跡継ぎは翡翠どのでいい、と？」

　それで大倭と繫つながりができるなら悪くはない……という空気が生まれる横で、

「八百やお津つ国くにの命みことの巫女と照てる日ひの大おお神かみの皇子が番うなど、言語道断！」

「口先だけならなんとでも言える。どんな企たくらみがあるか知れたものではない」

　出水に大倭の血を混ぜるなどとんでもない、と断固とした拒きよ絶ぜつを示す一派がいるなど、反応はさまざまだ。

　だが、だれ一人として瑠璃に意見を求める者はいない。

　女は男に従うもの──それは国を支える巫女であろうが変わりはないのだ。

　にもかかわらず、この場に自分までも連れだして紫苑の意志を確認した翡翠は、なにをするつもりなのだろうか。

「──翡翠」

　そうした中、腕うでを組んでむっつりと眼前の二人を睨にらみ据すえていた真朱が口を開いた。

「提案とやらを申せ」

　有う無むを言わせぬ声の重みに、自然と場が静まる。

　翡翠がすっと居住まいを正した。

「このとおり、皇子は瑠璃との婚姻を望まれている」

　そして、とゆっくり集まった人々へ顔を巡めぐらせた。

「皆みなの意見は割れている。どちらかが譲ゆずらぬかぎり、皇子に対する答えはでないでしょう」

　しかし、どちらも意見を譲るつもりがないのは、瑠璃の目にもあきらかだった。

「ならば、ここは──」

「そういう翡翠どのは？」

　ひとつ呼吸を置いて続けられるはずだった言葉が、静かに割りこんだ問いに遮さえぎられる。

「──なに？」

　思いがけないそれに、翡翠の声が尖る。今の問いかけの主をたしかめるように、彼はおもむろに隣となりを見やった。

「そういう翡翠どのの意見は？」

　出で端ばなをくじかれた翡翠の不興もどこ吹ふく風、なんでもないことのように繰くり返したのは紫苑だった。

「オレと瑠璃が結婚してもかまわないわけ？」

「……」

　紫苑の無ぶ遠えん慮りよな追つい及きゆうに、どんな表情をしているのか翡翠の身体からだがかすかに揺ゆらぐ。

　瑠璃もまたこくりと息を吞のんだ。

　──そうだ。翡翠兄さまは、どう思ってるんだろう。

　いずれ翡翠と夫婦めおとになることを、自分はあたりまえのこととして受け止めてきた。

　だが、彼はどうだったのだろうか。

　今のままでは答えはでない、というのは跡継ぎ候補としての……政まつりごとに携たずさわる者としての判断だ。だとしたら、翡翠自身は今回のことをどう受け止めているのだろう。

「──かまわない、わけがない」

　低くおちた声が静せい寂じやくを揺らす。

「！　翡翠、」

「とでも言えば、あなたは手をひくのか」

　思わず口を突ついた呼びかけはしかし、一転ひどく冷ややかな色をまとった続きにかき消される。

「まさか」

　喉のどで笑った紫苑に、翡翠は小さく鼻を鳴らして前へとむき直った。

　そのやりとりに瑠璃は呆あつ気けにとられるしかなかった。

　──え？　結局、どうなの？

　一いつ瞬しゆん、翡翠の胸のうちが見えたような気がした──のは、『気』でしかなかったのだろうか？　普ふ段だんどおりの背中は、もはやなにも語ろうとはしなかった。

　横やりのはいった場を仕切り直すように、翡翠がひとつ咳せき払ばらいをする。

「今のことからもわかるように、このまま我々が話しあったところで答えがでるとは思えません」

「あ、ああ」

　毒気を抜ぬかれたように頷うなずいた真朱に、翡翠がまっすぐに声を放った。

「ならば、神のご意思を問うべきかと」

「神の、ご意思だと？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをよせた父が、思いだしたようにこちらに目を留める。なにを言いだすのかと啞あ然ぜんとした男たちもまた、つられるように戸口の方を見返った。

　しかし、なにも聞かされずに連れてこられた瑠璃が答えを持っているはずもない。こわばる表情を返すばかりだ。

「具体的には？」

　彼らの視線を断たち切ったのは、紫苑だった。

　皆がはっとしたように翡翠へ目を戻もどす。

「誓約うけいを」

　翡翠の答えもまた、短かった。

「……誓約？」

　耳に届いた言葉を、瑠璃はたしかめるように口の中で転がした。

　誓約とは簡単に言ってしまえば占うらないだ。ある条件を設定し、その成否などによって、物事の吉きつ凶きようや願いが叶かなうか否いなかを判ずる。

　たとえば、なにごとかをしようとしている者が「これが成功するならこの矢はあたる、失敗に終わるならこの矢はあたらない」とあらかじめ宣言し、的を射る。その矢の行方ゆくえで結果を占うのだ。

　つまり翡翠は、瑠璃の婚こん姻いんについて占いによって神に問おうというのだ。

「神の意を、問う」

　滲しみこんだそれが、ひりっと胸を灼やく。

　誓約の末、どんな結果になったとしてもそれが神の意向であり、絶対だ。だれもが納なつ得とくするしかない。──たとえ自分の意に染まない結果だったとしても、覆くつがえすことはできない。

　男たちにも徐じよ々じよにその意味が浸しん透とうしてきたのだろう。あちらこちらで「誓約か」「なるほど」と声があがる。

「神に仕える巫女みこの婚姻に関することです。これ以上ふさわしい方法はないかと」

　後押しするように言葉を重ねた翡翠に、うむ、と真朱が重々しく頷いた。

「誓約によって、皇み子この申し出を受けるか否か──いや、皇子と翡翠、どちらが瑠璃の夫となるかを決める、か」

　吟ぎん味みするよう顎あごをなでながら呟つぶやいて、うかがうように紫苑へ目をやる。

「皇子はいかがか？」

「かまわない」

　一応といった体ていで賛否を確かく認にんした真朱に、彼はあっさりと同意した。

　本当にわかっているのか危き惧ぐするような気軽さだったが、真朱や翡翠が口を開くより早く、「ただ」と続けた。

「人任せにする気にはなれないな」

「とおっしゃると……自らの手で誓約をおこないたい、と？」

「ああ。それは翡翠どのも同じだろう？」

「──たしかに」

　考えるような間を置いて、矛ほこ先さきをむけられた翡翠が賛同を示した。

「ならば、双そう方ほう誓約をおこなうことに異論はない、と？」

「ないよ」

「ありません」

　真朱の問いかけに、紫苑と翡翠がともに頷く。

　それを受け、真朱がこれまたたしかめるようにぐるりと居並ぶ者たちを見み渡わたした。

「皆も異論はないか」

　応、と口々に唱える男たちからも反対はあがらない。

「では、此こ度たびの件については誓約をおこない、神の意を問うものとする！」

　真朱によって高らかに宣言される。

　当事者である瑠璃は、それをただ見ていることしかできなかった。

「──ところで」

　一方で、宣言の余よ韻いんが消えるか消えないかのうちに、そうと決まればとばかりに声をあげたのは、こちらも当事者の一人である紫苑だった。

「誓約をおこなうとして、なにをどうするつもり？　オレも翡翠どのも自分で八百津国命に問いたい、って考えてる以上、勝負の形をとることになると思うけど」

　あいかわらずの気負いのなさで小首を傾かしげる。

　呈ていされた次なる問題に、真朱ともども満足げだった男たちは互たがいに顔を見合わせた。

「それがあったか」

「勝負となれば……剣けんの腕うで前まえか？」

　剣、の響ひびきに紫苑が声の主の方を見返った。

「オレはかまわないけど、いいの？　悪いけど、勝負にはならない」

　誓約っていうのは、どちらになってもおかしくない公平な条件下でおこなうものでしょ？

　自分の方が技量が上だと告げるも同然の彼の言葉に、翡翠を、というより、自分たちを見下されたと感じたのだろう。さっと男たちが気色ばんだ。

「な…っ、莫ば迦かにしているのか!?」

「事実だからね」

　あくまでも本当のことを言っているだけだ、という紫苑に、なおさら空気が険悪なものになる。

「ならばその腕、この場でたしかめてやる！」と一人が剣を握にぎって立ちあがりかけたところで、

「やめんかッ」

　真朱の一いつ喝かつが飛んだ。

「悔くやしいが皇子の言うことももっともだ。それは先の騒そう動どうの折、皆みなも目にしたはずだ」

「たしかに、私程度の腕ではやる前から結果は見えています」

　真朱だけでなく、当の翡翠も認めたことで、男は渋しぶ々しぶあげかけた腰こしをおろす。

「──琥珀、おまえもだ」

　そのやりとりの中、静かにおちた声に、はらはらしながら男の方を見ていた瑠璃が視線を動かせば、いつのまにか琥珀が剣を手に片かた膝ひざ立ちをしていた。もし今ことがおさまらなかったら、男が紫苑に仕し掛かけるより先に琥珀が動いていただろう。

　はっ、とこちらも不承不承剣から手を放した琥珀に、瑠璃は知らずつめていた息を吐はきだした。

　と、肩かた越ごしに琥珀を諫いさめた紫苑と目があう。

　途と端たん、ふわりと微笑ほほえんだ彼に、瑠璃は慌あわてて面おもてを伏ふせた。そうでもしないと、不意打ちのそれに見る見る染まっていく顔を隠かくせそうもなかったのだ。

　──こんな時にまで……。

　彼だって翡翠からなにも聞かされていなかったはずだ。にもかかわらず、どこまでも平常どおりの紫苑に、一人やきもきしている自分が悔しくなってくる。

　それでいてあの笑え顔がおを見ると不思議と大だい丈じよう夫ぶと思えるのだから、なおさら悔しい。

　瑠璃は伏せた面の下で、ふうっと長く息を吐いた。

　おちつけ、と言い聞かせる。

　この場において自分にできることは、すべてを目におさめ、受け止めることだけだ。自分の知らないところですべてが決まっているよりは、よほどいい。

　……が、そんな殊しゆ勝しような気持ちも、次の時には吹ふき飛ぶことになった。

　拭ぬぐいきれない険悪さが漂ただよう中、父がひとつ息をついた気配がした。

「──弓にしよう」

　耳に届いたそれに、瑠璃は弾はじかれたようにまだ熱の残る顔をあげた。

「狩しゆ猟りようは古いにしえより男の仕事だ。ならば、夫となる者も弓で問えばよい」

「おおっ、それはよい」

　真朱の提案、というより決定に、この空気を作りだした元げん凶きようである男がぱんっと膝ひざを打った。うんうんと頷うなずく表情はいかにも満足げだ。

　ほかの者たちもなにかに思い至ったかのように得心顔になる。

「では、」

「待ってください！」

　そのまま決定してしまいそうな流れに、瑠璃は気づくと異議を唱えていた。

「それでは公平とは…っ」

「瑠璃！」

　最後まで告げる前に、真朱の怒ど声せいに叩たたかれる。

「黙だまっていろ、おまえが口をだすようなことではない！」

「しかし」

「くどい。それができぬというなら、今すぐこの場を去るがいい。──まったく、おまえらしくもない」

「……っ」

　荒あらい嘆たん息そく混じりに吐き捨てられた言葉に、瑠璃は唇くちびるを嚙かんだ。突つき刺ささる視線の数々が、非難を含ふくんでいるのがわかる。

　自分のことなのに、声をあげることも許されない。

　わかっていたことを、改めて痛感する。また同時に、紫苑という存在が今の世にあってどれほど得がたいものなのかを実感した。

「──長おさ」

　そんな瑠璃を肩越しにうかがった翡翠が、真朱に呼びかける。だが、

「かまわないよ、弓で」

　それに被かぶせるようにして、紫苑が勝負に同意を示した。

　瑠璃は、はっと彼のうしろ姿を凝ぎよう視しした。

　真朱はつと翡翠へ視線を走らせたが、なにごともなかったかのごとく紫苑へとむき直った。

「よろしいので？」

「なに？　剣でいいの？」

　どこか探さぐるような目つきで問われた紫苑が、からかうように唇を歪ゆがめたのが垣かい間ま見みえる。

　鼻白んだように顎をひいた真朱は、紫苑からも視線をはずすと再び室内を見回した。

「──では、誓約うけいは弓の勝負をもってとりおこなう」

　こうして瑠璃の結けつ婚こん相手は、紫苑と翡翠、どちらか勝負の勝者──すなわち、神の選んだ者ということに決定したのである。
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　対決は弓をもっておこない、より立派な獲え物ものを得た者を勝者とする。

　ただし、土と地ち勘かんのない皇み子こと精通した翡翠とでは条件に公平性を欠くため、皇子には狩かり場をたしかめるための猶ゆう予よを与あたえることとする。







　そこまで決められたところで、会合は解散となった。

「紫苑さま！」

　今はまだ客人としての立場上、真っ先に場をあとにした紫苑を追って、瑠璃は小走りに別べつ棟むねへと続く廊ろう下かを進んだ。

「瑠璃」

　響ひびいた声に、正せい殿でんとを仕切る板いた塀べいのむこうへ消えようとしていた紫苑が、琥珀ともども足を止めた。

「どうしたの、そんなに急いで」

「今からでも遅おそくありません。勝負の内容を変へん更こうすべきです」

　駆かけよるなり息せききって告げた瑠璃に、紫苑がぱちぱちっと瞬またたいた。

「えーと、どういうこと？」

　困ったようにこちらを見下ろした彼にさらに言い募つのろうとしたところで、「待った」と温かな手が肩かたを押さえた。

「とりあえず、あっちにいこう」

　詳くわしいことはそこで、と見張りに立つ男を目顔で示した紫苑が別棟へと促うながす。

「……はい」

　たしかに、まだ事情を知らない者の前で声こわ高だかに交かわすような内容でもない。

　おちつかせるようにぽんぽんと背中を叩いた手が、そのまま瑠璃を板塀のむこうへと誘いざなった。

　紫苑は堂へあがる階きざはしにこちらを腰こしかけさせると、自らもまたその隣となりへと腰をおろした。無言のままついてきた琥珀は、階の脇わきに控ひかえている。

「──で、さっきのはどういうこと？」

「言葉どおりです。今からでも、別の勝負にするべきです」

　のぞきこむようにして尋たずねてきた紫苑を、瑠璃は固い面おも持もちで見み据すえた。

「──なぜです。弓だと不都合なことでも？」

　そこへ口を挟はさんだのは琥珀だった。どこか脅おどしつけるような声音と鋭するどい眼光が、彼にとって今の状じよう況きようが──いや、そもそも紫苑が出こ水こにいること自体、本意ではないとありありと伝えてくる。

「琥珀……ここが気にいらないなら、おまえは都へ戻もどったってかまわないけど？」

　そんな従者を溜ため息いき混じりに諫いさめたあと、紫苑は小首を傾かしげた。

「ようは、弓以外の勝負にしろってこと？」

　瑠璃は「はい」とこわばりを解かないまま頷いた。

「紫苑さまは、剣けんでは勝負にならないとおっしゃいました」

「うん。悪いけど、事実だからね」

　問題はそこではない、と首を振ふる。

「公平を期すのであれば、弓も同じことです。弓は……狩りは、翡翠兄さまのもっとも得意とするところですから」

「ああ、そういう……」

　こちらの言わんとするところを察したのだろう。紫苑が幾いく度どか頷く。

　瑠璃はぎゅっと両の手の袖そで口ぐちを握にぎり締しめた。

「父は……それを知っていて、弓を選んだのです」

　紫苑が得意とする剣を譲ゆずったにもかかわらず、父はあえて翡翠の得意とするものを選んだのだ。しかも、その事実を黙だまったまま。

　結果、もし紫苑が負けてしまったら……という不安は胸をひりつかせる。だがそれ以上に、

「そんなの、卑ひ怯きようでしょう」

　その一言につきた。

「翡翠兄さまも翡翠兄さまです」

　そして、黙もくしたまま提案を受けた翡翠にもまた、瑠璃は裏切られたような気持ちを覚えていた。彼の厳しさは正しさだと思っていたから、なおさらだ。

「んー、彼は言おうとしてたと思うよ？」

「──え？」

「けどその前に、オレがかまわないって言ったんだ」

　ほら、あの時真朱どのに呼びかけてたじゃない？　と笑う紫苑に、瑠璃は小さく眉まゆ根ねをよせた。

　そんなこともあった気がする。が、はたして紫苑が言うような理由からだったのかはわからない。

「ほらほら、そんな顔しないの。かわいい顔が台無しだよ？」

　笑えみを苦く笑しように変えて、紫苑が眉み間けんへと触ふれてくる。

　よった皺しわを伸のばすように緩ゆるくなでられ、瑠璃は弾はじかれたように身を退ひいた。触れた指先の熱が移ったかのように、顔が熱くなってくる。

　今さらながらに近すぎる彼の顔にどぎまぎする。触れた熱もあいまって、ついつい目が彼の唇くちびるへと吸いよせられてしまうのだ。

　──っ、今はそんなこと思いだしてる場合じゃないでしょう！

　内心叱しつ咤たするが、走りだした鼓こ動どうは簡単には鎮しずまりそうもない。

　こんな時、いつも間にはいってくれるソラは、なぜか今日にかぎって定位置におさまってでてくる気配もなかった。

　急に赤くなった瑠璃に軽く目を瞠みはった紫苑だったが、なにかを察したようにくすりと笑うとゆっくりと上体を戻した。

「でも、そっか……だから瑠璃はあの時、声をあげてくれたんだね。オレが不利になると思ったから」

「……」

　火ほ照てった頰ほおをすこしでも隠かくそうと紫苑とは反対側へ顔を背そむけながら、瑠璃は無言のまま顎あごをひいた。

「ありがと。けど、大だい丈じよう夫ぶ。オレにだって弓の心得はあるよ」

「……ですが、剣ほどではありません」

　ぼそり、と余計な一言をつけ加えた琥珀に、瑠璃はやっぱり……と眉をさげて紫苑へと目を戻した。

「琥珀」

　一いつ瞬しゆん苦い顔になった紫苑はひとつ息をつくと、ぽん、と瑠璃の頭をなでた。

「大丈夫。負けると思ってたら、最初から受けたりしないよ」

「紫苑さま……」

　不安げに瞳ひとみを揺ゆらして見上げた紫苑の顔を、いつもどおりの笑みが彩いろどる。

「それに狩りの成功は、弓の得手不得手ももちろんだけど、獲物が見つけられるかどうかにかかってる」

　それこそ神意を問うものでしょう？

　自らの不利など気にした素そ振ぶりも見せず言い切られてしまえば、頷うなずくしかできなくなる。これ以上言葉を重ねることは、彼を信用していないのと同じだ。

　だとしたら、自分にできることはひとつしかない。

「紫苑さま」

「ん？」

「ご武運を。信じて、待ちます」

　面とむかって告げたそれに、紫苑は虚きよを衝つかれたように目を丸くしたあと、一層笑み崩くずれた。

「うん、待ってて。──けど、今のは当日もう一回言ってほしいな」

　ちょっと早すぎるよ、との指し摘てきに瑠璃は、それもそうだ、とようやく頰を緩ませた。
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「ああは言っていましたが、本当に大丈夫なのですか？」

　がさり、と下生えの灌かん木ぼくを踏ふみわけながら森を進んでいた紫苑は、上方へと視線を転じた。そこには同じように獲え物ものの痕こん跡せきを探して進む琥珀の姿がある。

　なにげなく問うふりをしながら、その実、耳へ意識を集中させているのがありありとわかる従者兼けん幼おさな馴な染じみに、紫苑は低く喉のどを鳴らした。

「大丈夫じゃない方が、おまえには都合がいいんじゃない？」

　皮肉混じりに返せば、垣かい間ま見みえる横顔がどこか苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたようなものになる。

　主あるじが出水の巫女みこと一いつ緒しよになるのは気乗りがしないが、勝負に負けるのも面白くないというところだろう。

　なかなか複雑だな、と他人ひと事ごとのように──実際他人事だが──思いながら、紫苑は屈かがみ気味になっていた腰を伸ばしてあたりを見回した。

　ここ数日、与あたえられた猶ゆう予よ期間を使って、当日の狩かり場となる山を琥珀とともに見て回っていた。

　たしかに瑠璃には『獲物が見つけられるかどうかにかかってる』と言ったが、土と地ち勘かんがあるのはそれだけで有利に働く。

　どんな地形をしているのか、どんな獲物がどのあたりを住すみ処かにしているのか。熟知しているのといないのとでは格段に違ちがう。それこそ、弓の腕うで前まえだけでは補えない、狩りにとって重要な事こと柄がらだ。

「まぁ、狩り場をたしかめる猶予を設けただけ、良心的かな」

「──誓約うけいという名目上、しかたなくなのでは？」

　琥珀の苦々しさを含ふくんだ声に、たしかに、とあいづちをうつ。

　なにしろ八百津国命の子孫であるということに、誇ほこりを持っている一族だ。勝負という形をとっていても誓約は誓約。公平という要件をあきらかに逸いつ脱だつするような真ま似ねは、彼らの矜きよう持じが許さなかったのかもしれない。

「思うところがないわけじゃ、ないけどね」

　数日山を歩き回ったところで、不利に変わりはない。

　しかし、それを打ち破るくらいでなければ、真朱を筆頭とする里の男たちは自分を認めようとはしないだろう。

「──ま、いざとなったら攫さらってくって手もあるし」

　ぼそりとうそぶいた時、肌はだをなでた感覚に紫苑はさっと周囲へ視線を走らせた。

「紫苑さま？」

　まとう雰ふん囲い気きが変わったのを感じとったのだろう。訝いぶかしげに問うた琥珀が、同じように注意深くあたりへ目を配った。

「いや……」

　うなじのあたりをひとなでする。

　たしかに視線を感じたが、姿は確かく認にんできなかった。

「このあたりに熊くまはでるっけ」

「熊、ですか？　冬とう眠みん前後ならまだしも、こんな人里近くまではおりてこないのでは？　大形の獣けものは猪いのししか鹿しかだと言っていましたが」

「──だね」

　熊や狼おおかみなどの肉にく食しよく獣じゆうなら人間を狙ねらうこともなきにしもあらずだが、可能性はかぎりなく低いだろう。

　──……あとは、よほど気配を消すのが上手うまいのか、土地勘があるのか。

　里の者が監かん視ししている、というのもない話ではない。が、どちらかといえばある意味懐なつかしい感覚──刺し客かくと同じ匂においがした。

「……」

　脳のう裏りをよぎった可能性に、紫苑はすっと目を細める。

　しばし無言で木々の間へ視線を走らせたあと、ひとつ頭かぶりを振ふると、固い顔つきでこちらを見る琥珀を促うながした。

「いこう」

「しかし、」

「相手がなんであれ、その気になったらでてくるさ。今は時が惜おしい」

　ただでさえ不利な状じよう況きようなのだ。すこしでもいい獲物にあたりをつけておきたい。

　もはや興味はない、とばかりに獲物の痕跡を探す作業に戻もどった紫苑に、琥珀の物言いたげな視線が刺ささる。だが、すぐに諦あきらめたような溜ため息いきとともに彼もまた続きに戻った。

　そんな琥珀を視界の端はしに認めつつ、紫苑はさきほど気配を感じたあたりへとちらりと目をやった。

「……なにごともなく、終わればいいけど」

　低く口の中で呟つぶやいたそれは、波乱の響ひびきを孕はらんでいた。
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　夜が明けて間もない里を、弓矢を背負った紫苑と翡翠が見届け人の男たちとともに出立していく。

　朝の勤めを終えた瑠璃は、巫女装しよう束ぞくのまま彼らの背を見送った。

　本当ならついていきたかった。

　けれど、もともと狩しゆ猟りようは男の仕事である上、出水国の行く末を左右する儀ぎ式しきとあって、当事者の一人とはいえ女性の身では同行は許されなかったのだ。

「紫苑さまは、大だい丈じよう夫ぶだって言っていた」

　けど……と続きそうになったのを、無む理り矢や理り吞のみくだす。

　負の感情を匂わせるような言葉を、声にのせたくない。言こと霊だま、というとおり、そこに魂たましいが宿って力を持ってしまうかもしれないからだ。

　らしくない、とわかっていても、そうせずにはいられなかった。

　紫苑を信じる、と決めた。

　だからといって、不安が払ふつ拭しよくされたわけではないのだ。

「出発する時にはきっと、言葉を交かわす暇ひまなんてないからね」と、こんな日の早朝だというのにあいもかわらず神しん殿でんの下で待っていた紫苑の笑え顔がおを思いだす。

「当日もう一回言ってくれる約束だったでしょ？」

　そう要求してきた彼は、どこまでもいつもどおりだった。

　以前なら図太さに呆あきれたかもしれないが、今ならあれが彼の強さだとわかる。どんな時でも普ふ段だんどおりふるまえる精神力と、こちらを不安にさせまいとする配はい慮りよが、あの笑顔なのだ。

「──信じて、待ちます」

　遠ざかっていく背へ、誓ちかいを風にのせる。

　見えなくなるまで見送って、瑠璃は両手で軽く頰ほおをはたいた。

「さて、と。戻らないと」

　この国にとって重要な日だからといって、勤めがなくなるわけではない。

　瑠璃はいつもどおり神の加護を求める人々の訪おとないを受ける準備をするべく、屋や敷しきへと踵きびすを返した。

　おそらく、なにをしていてもおちつかない。ならばこんな時だからこそ、自分も普段どおりを心がけるべきだろう。




「──そう、思ってたんだけど」

　訪おとずれる人がなければ、どうしようもない。

　一人祭さい壇だんの前に座り、瑠璃はすこしばかり途と方ほうに暮れながら呟いた。

　もしかしたら、本当にだれも用がないのかもしれない。困り事がないというのなら、それに越こしたことはない。が──

「気き兼がねされてる……？」

　だれ一人訪れないなど、めったにあることではない。それがたまたま今日だった、とはどう考えてもできすぎている。

　瑠璃は細く息を吐はくと立ちあがった。

　片付けて、外に控ひかえていたとりつぎ役の者に声をかけると部屋をあとにする。

　普段どおりを心がけたところで、自分以外の人々がそうでないのならこの場にいる意味はない。むしろ、することがない分、今ごろ紫苑たちはどうしているのかと余計なことを考えてしまう。

「薬草でも採りにいこう」

　身体からだでも動かしていた方が気がまぎれるに違いない。

　人がいないわけではないのに、まるで屋敷自体が息を潜ひそめているような、やけにひっそりとした空気に足早に自室へとむかう。

　逃にげこむように部屋へ足を踏ふみいれると、瑠璃は身につけていた装束を脱ぬいで身軽な格好へと着き替がえた。

　そこへ、勤めの間は部屋で寝ねかせていたソラが耳みみ聡ざとく目を覚ますと、自分の居場所はここだとばかりに懐ふところへと潜もぐりこんでくる。

　その馴な染じんだぬくもりに、瑠璃はほっと表情を緩ゆるめた。

「おまえはいつもどおりね」

　周囲の空気にあてられて浮うき足だっていた気持ちが、温かな重みとともにおちついてくる。

　瑠璃は気をとり直すと、籠かごを手に表へとむかった。

「すこしでかけてきます」

　家人に一言声をかければ、えっ、とあからさまに驚おどろかれる。その顔には、翡翠たちの戻りを待っていなくていいのか、とありありと浮かんでいた。

「今日は訪ねてくる人もいないようだから」

　けれど、あえて素知らぬふりで瑠璃は屋敷をでた。

　案の定、というべきか、里の外へとむかう道すがら、そこここに人々が集まっているのが目に留まる。

「誓約うけいはどうなるのかねぇ」

「巫女みこさまのお相手なんですもの。次期さまが勝つに決まってるわ」

「そうさね、神さまも大倭の皇み子こを選ぶような真ま似ねはなさるまい」

　ひそひそと交わされる会話が耳に届くが、皆みな自分に気づくとこちらが声をかける前にそそくさと立ち去ってしまう。それでいて遠巻きによこされる視線が、今日のことへの関心の高さを表していた。

　見られるのはいつものことといえばいつものことだが、そこに混じる物見高さに自然と足が速いものになる。

　そうして里を囲う木の柵さくを抜ぬけたところで、瑠璃は無意識につめていた息を吐きだした。

「外へでて正解だわ」

　里を覆おおうあの雰ふん囲い気きでは、とてもではないがおちつくことなどできない。

　さてなんの薬草を摘つもうか、と今さらのことを考えつつ、今日は人ひと影かげもまばらな畑の間を抜け、野の方へと足をむける。

　しかしながら、浮かんでくるのはやはり誓約に関することだった。

「……里の人たちは、やっぱり翡翠兄さまだと思っているのね」

　道すがら耳にはいってきたのは、大半が次期さま──翡翠を支持するものだった。

　里の女性たちの紫苑に対する評判はけして悪くはない。むしろ、だれにでも愛あい想そよく親切に接する彼は好印象を持たれていた。

　だが、それとこれとは話が別なのだろう。

　いくら人となりに好感が持てても、里の人々の中では紫苑はあくまで『大倭の皇子』なのだ。瑠璃が『巫女さま』なのと同じように。

　である以上、『大倭の皇子』が『出水の巫女』と番つがうなど、まして婿むこになるなど、彼らにとってはあり得ない、というより思いもよらないことだろう。

　だれもが選ばれるのは翡翠だと信じている。

　彼らとは裏腹に、瑠璃は紫苑を信じると決めた時から、翡翠のことは意識的に考えないようにしてきた。

　一度考えだしたら、迷ってしまう。

　人々に望まれないこの道をいくことは、はたして正しいことなのか。自分たちを含ふくめ、だれも幸せにしないのではないか。

　なにより翡翠に対する裏切りではないのか、と──。

　翡翠に守られ、踏み誤らぬよう導かれてきたとわかっているだけに、なおさらだ。

「巫女でもない、長おさの娘むすめでもない『自分』を持つことが、こんなにも難しいことだなんて」

　今まで自分なりに進んできたつもりだったけれど、『つもり』でしかなかったということだろう。所しよ詮せん、他人によって踏みしだかれた道の範はん囲いのうちでしかなかったのだ。

　改めてこの道が道なき道であることに気づいてしまったら、怖こわくて立ち竦すくんでしまいそうになる。

「なりゆきとはいえ、誓約をすることになったのは、悪くなかったのかな……」

　瑠璃自分の意見など端はなから聞く耳を持たないやり方に、やりきれない思いを抱いだいていた。いくら紫苑と手をとりあっていきたいのだと訴うつたえても、翡翠が勝ったらそれまでだ。

　だが逆を言えば──紫苑が誓約という名の勝負に勝利すれば、神に認められたのだと堂々と胸を張れる。

　ただの勝負ならいちゃもんをつけてなかったことにできても、誓約に基もとづく勝負なら人に覆くつがえすことはできないのだから。

「結局、自分ではなにも動けてないってことだけど」

　そう自じ嘲ちようした時、脳のう裏りにふとひとつの可能性がよぎった。

「……もしかして、翡翠兄さま、それを狙ねらって？」

　瑠璃の心のうちに芽生えたものを知っていて、いやそうでなくとも、国を負う者として今のうちに大倭と誼よしみを通じておくべきだと判断して、穏おん便びんな方法をとったのだろうか。

「ううん、だとしたら自分に有利な弓を選ぶなんてことは」

　しかし、否定しようとした瑠璃の耳の奥に、『彼は言おうとしてたと思うよ？』という紫苑の言葉が甦よみがえる。

「考えすぎ、よね？」

　口にだした言葉が、空々しく耳に届く。一度思いついてしまうと、いかにも正しいことのように感じてしまう。

「もしくは、兄さま自身が神の信を問いたかった……？」

　それも考えられないことではない。

「……」

　瑠璃はいつのまにか立ち止まって考えこんでいた自分に気づき、大きく頭かぶりを振ふった。

　これだから、意識しないようにしていたのだ。

　紫苑と翡翠、どちらかを選ぶしかないのだとしたら──

「わたしは紫苑さまを信じるだけ」

　翡翠に従っていたら楽だろう。迷うこともないに違ちがいない。

　多少身構えてしまう部分はあるが、尊敬できる相手だ。それなりにうまくやっていくことができるはずだ。

　けれど、自分が自分であれるのは、なにも背負わず楽に呼吸ができるのは、紫苑の傍そばだけだ。

　反対に、胸が苦しくなるほど心揺ゆさぶられるのも──恋こいしいと思うのも。

　と、なにかを感じたのか、もぞりと寝ぼけ眼まなこのままあわせから顔をのぞかせたモモンガに、瑠璃は軽く目を瞠みはったあとくすりと笑いを零こぼした。

「そうね、あとはソラといる時ね」

　小さな頭を指先でなで、そうだ、と思いつく。

「春先に蒔まいたアレの様子を見にいこう」

　ぐるりとあたりを見回して、あっちだったはず、と広がる畑の一画へと足をむけた。

　時折物品の交こう換かんのために里を訪おとずれる外の人から噂うわさを耳にして以降、気になっていた薬草があった。

　しかし、渡と来らいものでここ中ノ国に根付きはじめてから時が浅いらしく、なかなか手にいれることができずにいた。それを二年ほど前にようやく種を入手して、畑のすみっこを借りて去年から育てはじめたところだった。

　紫むらさき草そうや茜あかね草ぐさと同じく染せん料りようにもなるとのことだったが、まだ収しゆう穫かく量がすくなく、試ためせていない。薬草として少量手元に置くのがせいぜいだ。

　今年はなんとか収穫量を増やして、せめて薬として使える十分な量を確保したかった。条件さえあえば育てるのは難しくないらしいが──なにせ、原産地では野に生えている草だ──なにぶんはじめてのことだけに、どうしたらうまくいくのか手て探さぐりの状態だった。

「あれを使うと深い青色に染まって、綺き麗れいなんだけど」

　噂を持ってきた人の身につけていた衣ころもを思い浮かべ、そのあたりから有用性を説いて量産できないかと思案しつつ、瑠璃は薬草が植えてある箇か所しよへとむかった。

「──うん、順調にいってるみたい」

　種を蒔いた一画は、ここのところの陽気に誘さそわれてか青々と葉を茂しげらせていた。むしろ茂りすぎて若じやつ干かん窮きゆう屈くつそうだ。

「すこし間引いた方がいいかもしれない。雑草も抜いておかないと」

　ほかに手入れをする人もなく、すこし見ない間に雑草が生えてきている。このままにしておいたら、雑草の生命力に吞のまれてあっという間に野原と一体化してしまいそうだ。

「これくらいの勢いで増えてくれたら苦労はないんだけど」

　苦く笑しようしてしゃがみこんだ瑠璃は、まずは雑草を抜きはじめた。間違って薬草の方を抜いてしまわないよう注意を払はらう。

　こうして手元に集中している間は余計なことを考えずにすむのがありがたかった。

　どれくらいそうしていただろうか。

　そろそろ雑草取りが終わろうかというころ、ふいに懐ふところがうごめくのを感じる。

「ソラ？」

　どうしたのかと胸むな元もとへと目をおとした時、さっと視界が陰かげった。

「え……？」

　反射的に顔をあげる。

　そこにはいつのまにか、大きな人影がこちらを見下ろすようにして立っていた。

　瑠璃はめまいのような既き視し感かんを覚える。

　──これ、あの時の……。

　春の野で紫苑と出会った時と酷こく似じした状じよう況きように、息を吞む。だが──。

　──違う。

　束つかの間茫ぼう然ぜんとしたあと、すぐに表情をひき締しめる。

　逆光で影かげになっているからか、人影のまとう青が深い。

　このあたりでは見かけない衣の色に警けい戒かいを強くしながら、じりじりと後あと退ずさるようにしてさらに上を見上げた。

　そうして目に飛びこんできた光景に、瑠璃は目を見開いた。

　ひゅっと喉のどが鳴る。

「……黥いれずみ」

　うしろから差しこむ陽光が、顔の輪りん郭かくをわずかに浮うかびあがらせている。

　詳くわしい顔がん貌ぼうはわからない。が、その目元を飾かざるように刻まれた黒い黥ははっきりと映しだされていた。

　この存在は危険だと、本能がしきりに訴えかけてくる。

「──あんたが、ここの長の娘か」

　低くかすかにしわがれた、しかし若い男の声が、問うでもなく紡つむぐ。

　瑠璃は無言のままそろりと立ちあがった。

　本当ならすぐにでも背を返したい。けれど、男の発する野生動物めいた気配が、目をそらすことを躊躇ためらわせた。

　背をむけたが最後、襲おそいかかってくる──そう思わせるのだ。

　だが結果的には、脇わき目めも振らず一目散に逃にげるべきだったのだろう。

「はっ、こりゃ運がいいぜ。わざわざ里に出向く手間が省ける」

　あんたには一いつ緒しよにきてもらうぜ。

　愉たのしげな声が耳に届くと同時に、影が伸のびてくる。

　はっとして、瑠璃は弾はじかれたように踵きびすを返した。直後、首のあたりに鈍にぶい衝しよう撃げきが走った。

　がくり、と膝ひざが折れる。

　強い力に抱かかえるようにひっぱりあげられる、その苦しさと記き憶おくを最後に、意識は真っ黒に塗ぬりつぶされていった。
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　ヒュッ──

　灌かん木ぼくを縫ぬって放った矢に手て応ごたえがある。

　琥珀と目を見交みかわせば、頷うなずきとともに彼は灌木の方へとわけいっていった。

　紫苑はそれを見送りながら、息を吐はいて構えていた弓をおろした。

　手応えはあった。が、決して大物とは言えない。

　むこうはどうなったか、と西の方角へと視線を巡めぐらせた。




「これより、誓約うけいをはじめるものとする。我が娘むすめ瑠璃の夫に、翡翠がふさわしければ彼が、大倭の皇み子こがふさわしければ紫苑どのが、より大きく、より立派な獲え物ものを仕留めることだろう」




　真朱の神への宣せん誓せいを皮切りに、誓約はさほど大きくはない山を狩かり場として、東西にわけてはじめられた。

　つき従う者は各おの々おの一人ずつ。

　刻限は、夕刻。麓ふもとで待つ真朱が鐸たくを打ち鳴らす音が響ひびくまで、だ。

「紫苑さま」

　見えない相手の動向を探るように木々の奥へ目を眇すがめていた紫苑は、かけられた声に首を戻もどした。

　琥珀の手に倒たおしたばかりの獲物が握にぎられている。

「猪いのししか」

「ええ。狩りの獲物としてなら不足はありませんが……」

　喜びがたい顔つきをして手元を見下ろした琥珀に、たしかに、と紫苑はあいづちを返した。

「勝負の獲物としては、いまいちだね」

　猪は猪でも、まだ年若い個体だ。身体からだが小さい。

　琥珀の言うように普ふ段だんの狩りなら上々の出来だろうが、勝負となると残念ながら満足のいく成果とは言いがたい。事前の下見でこれより大きな獲物がいるのを確かく認にんしているためなおさらだった。

「一度戻りますか？」

「どうするかな」

　持って歩けない大きさではないが、移動の苦にならない、というほどでもない。別の獲物を追って奥へわけいるなら身軽な方がいいが、戻ればそれだけ時間をとられる。

　紫苑は木々の間から空を見上げた。

　太陽の位置からおおよその時を計り、ひとつ頷く。

「戻ろう。今ならまだ十分な時間がとれる」

　獲物を見つけて追っていたというわけでもない。このまま奥へ進むより、一度おりて別の場所へむかうのも手だ。

　そう判断して、紫苑たちはそれなりの時間をかけてのぼってきた山をおりはじめた。

　とはいえ、周囲へ意識を配るのも怠おこたらない。獲物のどんな些さ細さいな痕こん跡せきも見み逃のがさないよう、目を凝こらし、耳をすませる。

「──！」

　かさり……と耳がかすかな気配を拾ったのは、そんな折だった。

　即そく座ざに動きを止めた紫苑は、琥珀にむかって手をあげた。受けた合図に、ついてきていた足音が止まる。

　紫苑は音のした方へ目をやると、ゆっくりと身体のむきを変えた。

　──いる。

　なにかは、わからない。

　しかし、肌はだが自分たち以外の生き物の気配を感じとっていた。

　背負った矢や筒づつへと手を伸ばしながら、慎しん重ちように足を踏ふみだす。さらに二歩目を進めようとした紫苑は、ぴくりと眉まゆをあげた。

「っ──伏ふせろ！」

　叫さけぶなり、身を投げだすようにその場へ伏せる。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、今まで立っていた場所を、ひょうっと唸うなりをあげてなにかが飛び去っていく。

　ドスッ、と重い音に首を捻ひねれば、木の幹に深々と刺ささった矢が揺ゆれていた。

「──」

「紫苑さま…ッ」

　無言で目を細めた紫苑に、潜ひそめてはいるが抑おさえきれない焦しよう燥そうが滲にじんだ声がかかる。

「動くな」

　大だい丈じよう夫ぶだと告げる代わりに低く制して、背からすばやく矢をひき抜ぬく。不自由な体勢のまま弓につがえると、矢の飛んできた方角へと神経を集中する。

　しかし、何者かはこちらへとむかってくることなく、ざっと下草を踏みわけるような音とともに遠ざかっていった。

「……逃げた、か」

　矢を矢筒へ戻し、紫苑はよっと身を起こす。

「紫苑さま！　まだ、」

　別の手合いがいるかもしれない、と慌あわてる琥珀へ、大丈夫だと身み振ぶりで示して矢の刺さった木へと歩みよった。

　右手で矢や柄がらを握ると右足を木の幹にかけ、ぐっと力をこめる。矢は幹に深く食いこんでいたが、なんとかひき抜く。

「紫苑さま、お怪け我がは!?」

「ないよ。──それより、これ」

　獲物を放ほうりだし駆かけよってきた琥珀に、紫苑は抜いた矢じりを木こ漏もれ日にかざしてみせた。

　自身が狙ねらわれたにもかかわらず気にする素そ振ぶりもない主あるじとは逆に、険しい面おも持もちで示されたそれを見やった琥珀の眦まなじりが一層吊つりあがる。

「これは…っ」

「鉄、だね」

　きらり、と陽光を弾はじくそれは、鉄製の矢じりだった。

　矢じりにも、動物の骨を削けずったものから黒曜石を加工したものまで種類があるが、鉄製となるとまた特別だ。

　そもそも、鉄の入手そのものが簡単ではない。加工にも特別な技術がいる。

　それらを踏まえた上で、基本使い捨ての矢じりにまで鉄を利用するなど、気軽にできることではない。

「……ここの連中です」

　ぎりっと歯は軋ぎしりするような音とともに零こぼれた呟つぶやきに、紫苑は琥珀の方を見やった。

「出水の者たちの仕し業わざに違ちがいありません！　狩りにかこつけて、紫苑さまを亡なき者にしようと…っ」

「なんのために狩り場がわけられてると思ってる？」

　万が一にも互たがいを獲物と誤認して射かけないためだ。にもかかわらず弓矢でこちらを狙えば「事故だった」は通用しない。

　言い訳のしようのない状じよう況きようを自分たちで作っておいて、そんな真ま似ねをするとは考えづらい。

　そう暗に告げるが、もとより出水の人々に対して不信感の強い琥珀の熱を冷ますにはいたらなかった。

「そんなもの、こちらの口を封ふうじてしまえば大おお王きみにはなんとでも言い逃のがれができます」

　いや、むしろ紫苑さまの首を差しだして大王にとりいろうとしているのでは……とあらぬ疑いを抱いだきはじめた琥珀に、やれやれと息をつく。

「──まあ、ない話だとは一いち概がいには言い切れないけど」

　前回、大おお友ともの一族である珊瑚が皇子である紫苑の命を狙ったのだ。あの場にいた者なら、大王と自分の不和を利用しようとしてもおかしくはない。

　問題は、彼らがそこまでして大倭に擦すりよろうとするか、だが。

「……」

　紫苑は矢じりへと目をおとした。

　琥珀の戯ざれ言より気になるのは、以前山へはいった時にも感じた自分たちをつけ回していた気配のことだ。

　さきほど矢を射かけてくる一いつ瞬しゆん、同じ感覚匂いがあった。

　再び頭をもたげた可能性が、ざらりと神経をなでた。

　自分を狙っているだけならいい。だが、もしアレだった場合、はたしてこれだけで終わるだろうか？

「──戻ろう」

「！　ですがっ」

「なんだか嫌いやな予感がする」

「お待ちください！　あの者たちのもとへ戻るなどっ」

　もはや獲え物ものを探すでもなく、麓へむかって山やま肌はだをくだりはじめた紫苑の背に泡あわを食ったような制止がかかる。

「狩かりにかこつけて狙ったんなら、一いつ緒しよにいたら狙いようがないってことでしょ」

　揉もめている時が惜おしく適当に返したあと、ふと思いついたように肩かた越ごしに振ふりむく。「ソレ」と放りだされた獲物を指さした。

「忘れないようにね」

　物理的に邪じや魔まされないよう足止めの意味でも言い置く。

「紫苑さま！」

　意図に気づいた琥珀が非難がましい声を投げつけてくるが、そんな命でも背くという選せん択たく肢しはないらしい。

　幾いく分ぶん遅おくれて追ってくる気配を背中に感じながら、紫苑は麓ふもとで待つ真朱たちのもとへと足を急がせた。







「真朱どの」

「皇み子こ」

　早すぎる紫苑の戻もどりに、待つ間ほかの者たちと酒を酌くみ交かわしていた真朱が、驚おどろいたように腰こしを浮うかせた。

「どうなさい──」

　なにごとかと問いかけたのだろう彼は、しかしうしろから追いついてきた琥珀を見て納なつ得とくした顔つきになる。自分たちが当初予定していたように、いったん獲物を置きにきたのだと思ったのだろう。

　その態度に不自然な点は見受けられない。

　やはり自分を狙ったのは彼らではない、と判断した紫苑を横目に、猪いのししを担かついだ琥珀が眦を吊りあげた。

「白々しい…っ」

「──なに？」

　睨にらみとともに吐はき捨てられた科白せりふに、真朱が眉をあげた。

「紫苑さまを狙っておいてよくも、」

「琥珀」

　感情に任せて言い募つのろうとする琥珀をぴしゃりと遮さえぎる。

　普ふ段だんは一歩控ひかえるように従っている琥珀だが、その忠誠心の強さというかまっすぐさは融ゆう通ずうのきかなさに通じる。思いこんだらまわりが見えなくなるのだ。

「しかし！」

「もう珊瑚の一件を忘れたのか？」

　頭を冷やせ、と声を低めた紫苑に、琥珀はぐっと押し黙だまった。先の一件の折にも、こうして彼らを疑ってかかったことを思いだしたのだろう。

　納得したかどうかは別として口を閉とざした琥珀とは反対に、黙っていられなかったのは言いがかりを受けた真朱たちの方だった。

「誓約うけいの最さ中なかに、これはなにごとですかな」

　顰しかめ面つらで紫苑と琥珀を見やった真朱に、周囲の男たちも険しい顔だ。

　紫苑はそんな彼らの顔を順に見やったあと、真朱へと視線を戻した。

「翡翠どのを呼び戻してもらいたい」

「な…っ!?」

　前置きもなくずばりと切りこめば、なにを言っているのかとばかりに男たちがいっせいに目を剝むく。

「なにを、莫ば迦かなことを！」

「たかだかそんな猪一頭でもはや勝ったつもりか、大倭の皇子がッ」

　やがて憤ふん然ぜんと立ちあがり、口々に叫さけびだした彼らの前に、紫苑は握にぎったままだった一本の矢を突つきだした。

「その矢がどう──」

「狩りの最さい中ちゆう、オレにむかって飛んできた矢だよ」

　誓約を中止しろ、と言うにも等しいあり得ない要求に、男たち同様頭に血をのぼらせた真朱へ、淡たん々たんと事実を告げる。

　目の前の矢を押しのけんばかりだった彼は、虚きよを衝つかれたように動きを止めた。

「なに──？」

「オレを狙った矢だと言った」

　紫苑が繰くり返した言葉に、まじまじと矢を見つめた真朱がやがてかっと目を見開いた。

「我らが狙ったとでも言いたいのか!?」

　先の琥珀の態度と突きだされた矢が頭の中で結びついたのだろう。さきほど以上の剣けん幕まくで喰くってかかってくる。

「神の意を問う儀ぎ式しきで、そのような真似をするはずがなかろう！」

「だろうね」

　それに紫苑はあっさりと頷うなずいた。

「言いがかりは……」と続けかけていた真朱が、急にはしごを外されたように呆あつ気けにとられた表情を晒さらす。

　そんな彼に念を押すように、紫苑は再度ゆっくりと顎あごをひいた。

「あなた方の八百津国命を敬う気持ちは重々理解してるつもりだよ。そうである以上、儀式に横やりをいれるような真似をするはずがないってこともね」

「では、なぜ」

「オレが懸け念ねんしてるのは、もっと別のことだ」

「別のこと？」

「胸むな騒さわぎがするんだ。誓約は中止して、里へ戻った方がいい」

　紫苑の提案に、男たちが疑念とも困こん惑わくともつかない、なんとも言いがたい色を浮かべて顔を見合わせる。

　琥珀が出水側を疑ったように、彼らも思っているのだろう。また朝ちよう廷てい内の厄やつ介かいごとを持ちこむ気か、と。珊瑚の一件は彼らの記き憶おくにも新しい。

　だからといって、皇子が狙ねらわれたとあれば捨て置くのもまずい。

　そうした心情が手にとるようにわかった。

　無む為いに時がすぎていく間も、胸騒ぎはおさまらない。同じだけ増していくいらだちに、紫苑は舌打ちをこらえて口を開いた。

「オレが狙われたことはこの際どうでもいいよ」

　けど、考えてもみてくれ、と口調とは裏腹な鋭するどい視線で煮にえきらない男たちを睥へい睨げいする。

「オレたちが今日ここにいるのを知ってるってことは、橘の里が手て薄うすになってるのを知ってるも同然ってことだ」

「！　たしかに」

　里でなにかあっても主だった男たちがここに集つどっている以上、対処は後手に回らざるを得ない。

　指し摘てきしたそれにようやく合が点てんした真朱に、遅おそい、と腹のうちで断じながら、紫苑は表面上は冷静に言を継ついだ。

「思いすごしなら、それでいい。けど万が一を考えて、今日のところは翡翠どのを呼び戻して里へ──」

「長おさッ、あれを！」

　そこへ割ってはいった叫びに、はっと男が指さす方向へ首を巡めぐらす。その先に、こちらにむかって駆かけてくる人ひと影かげがあった。

　どくり、と鼓こ動どうが嫌いやな音をたてる。自然顔つきが険しいものになるのは、しかたのないことだっただろう。

　だれもがこわばった面おも持もちで人影──年若い男が駆けてくるのを待ち受けていた。

「──お、長…っ」

　ぜえはあと荒あらい呼吸でたどりついた青年が、膝ひざに両手をつきながら苦しげに顔をあげる。男たちをかきわけるようにして真朱が前へでた。

「どうした!?」

「み、巫女みこさまが……」

「！　瑠璃がどうしたってっ？」

『巫女』の響ひびきに、紫苑は他を押しのけて青年の肩かたを摑つかんでいた。

　その剣幕に一いつ瞬しゆん怯ひるんだように顎をひいた彼は、しかしすぐに大きく喉のどを上下させると口を開いた。

「巫女さまが、遠おちの手の者に攫さらわれました！」







[image: 三章　暗中模索]




　響いた叫びに、束つかの間その場が水を打ったように静まりかえった。

「攫われた？」

「遠に瑠璃が攫われた、だと!?」

　紫苑が零こぼした呟つぶやきに、剣けん吞のんさを宿した真朱の声が被かぶる。

「？　オチとは──？」

　心当たりがあるのかと振ふり返るが、真朱はもはやこちらのことなど気にも留めていなかった。

「急ぎ翡翠を呼び戻もどせ！　里へ戻る」

　大だい音おん声じようで発せられた命に、愕がく然ぜんとしていた男たちが我に返ったようにいっせいに動きだす。

「鐸たくを鳴らせ！」

「だれぞ、捜さがしにいけ！」

　騒そう然ぜんと声が飛び交かい、誓約終しゆう了りようの合図である鐸が乱暴に打ち鳴らされる。あわせて幾いく人にんかの男たちが山の方へと駆けだしていった。

　その間にも真朱は紫苑からひったくるようにして青年の身み柄がらをひきよせると、事情を問い質ただしはじめた。

「遠に攫われたとはどういうことだ、娘むすめは無事なのか！」

「じ、自分は使いに走らされただけで、詳くわしいことは…っ」

　責めるような形相の長に、青年は整わない息の中、「た、ただ」としどろもどろになりながら続ける。

「巫女さまは、畑のあたりにおられた、とのことで」

「よりにもよってこんな日に……遠の連中め、瑠璃に手をだすとは…っ」

　どうやら一人のところを狙われたらしい。

「それで？　遠なのは間ま違ちがいないのか？」

「そ、それも、間違いないらしい、としか……」

　横でやりとりを聞いていた紫苑は、これはだめだ、と募つのるいらだちを荒く息に変えた。

　本人の申しん告こくどおり、里に残った者たちが、足が速く体力のある若者を使い走りに選んだだけなのだろう。まるで話にならない。

　真朱も同じことを感じたのだろう。鋭い舌打ちが聞こえてくる。

「翡翠はまだか!?　いや、先に」

「──長！」

　翡翠を待たず里へと戻ろうとした彼の背に、山側から呼びかけがかかる。

　見れば、その翡翠が木々のむこうから姿を現したところだった。

「なにか、ありましたか？」

　問いの形をとりながらも、彼の険しい顔はなにごとかが起こったことを確信していた。

「おおっ、翡翠、戻ったか！」

「なにやら麓ふもとが騒さわがしかったので……」

　足早に歩みよってきながら、翡翠がちらっとこちらへ視線を投げかけてくる。

　どうやら、鐸の音がする前に、騒そう動どうの気配に気づいておりてきていたようだ。

「誓約うけいは中止だ。急ぎ里へ戻る。瑠璃が遠に攫われた」

「──ッ!?」

　矢や継つぎ早に告げた真朱に、翡翠が息を吞のむ。

「瑠璃が、攫われた？　どういうことです！」

「わからん」

　つめよる勢いで問うた翡翠に、真朱が苦々しげに首を振った。

「詳しいことは里に戻ってからだ。──いくぞ！」

　吠ほえるように号令をかけ真朱が足どりも荒く、里へとむかう。そのあとに撤てつ収しゆうもそこそこに慌あわただしく男たちが続いた。むろん、翡翠もだ。

「──紫苑さま」

　今となってはいないも同然といった体ていでだれ一人こちらを気にかけない中、密ひそやかにかかった声に紫苑は肩かた越ごしに振り返った。

「オレたちもいこう」

「一体、なにが起きて……」

　紫苑が矢を射かけられたことに端たんを発した騒ぎは、思わぬ方へと転がりをみせている。

　自分のことと瑠璃が攫われたことが無関係だとは思えない。真朱は『よりにもよってこんな日に』と言ったが、こんな日だからだろう。

　だとしたら、自分を狙ったのも遠とやらなのだろうか？

　そもそも、遠とは何者なのか。

「──わからない」

　真朱ではないが、考えるにも判断するにも情報がなさすぎる。

　たしかなのは、瑠璃が攫われた、という事実だけだ。

「……くそっ」

　紫苑は低く唸うなって、ぎりっと掌てのひらを握にぎりこんだ。

　前兆はあったのだ。自分はそれを感じとっていたはずだった。

　にもかかわらず、なぜ一言瑠璃に忠告しておかなかったのか。せめて一人にならないよう言っておけば……。

「これも幸せボケってやつかな」

　自じ嘲ちよう気味に呟いて、紫苑は先をいく翡翠たちに追いつくべく地を蹴けった。

　後こう悔かい先に立たず──悔くやんで立ち止まっていても、時は戻らない。ならば、進むしかないのだ。







「おまえたちの巫女の身柄は預かった。四日後、八やツつ谷だにへ『出水の秘薬』を持ってこい。こいつはそいつとひき替かえだ」

　意識がないらしい瑠璃を担かついだ男は、里の物見櫓やぐらにいた者にそう告げたあと、あっという間に御み山やまの方へ姿を消したという。追いかける暇ひまもなかったというから、相当な脚きやく力りよくだ。

　ただそれだけならどこの何者かも不明だが、物見櫓の上からでもその男の両の目元にいれられた黥いれずみははっきりと視し認にんできたという。

「──その黥が、遠とかいう連中の特とく徴ちようだってこと？」

「そうだ」

「そもそも、その遠って連中は何者なわけ？」

　頷うなずいた翡翠に、紫苑は真朱に尋たずねても得られなかった答えを求めた。

　そこを知らなくてはうつ手を考えるどころではない。

　紫苑はここへ戻ってきてからのことを思い返しながら、重そうな口の翡翠を促うながした。

　真朱たちを追って紫苑が里へ足を踏ふみいれた時、橘の里はひどく物々しい空気に包まれていた。

　昼間だというのに静まりかえり、女子どもの姿は見当たらない。残されていた男たちだけが槍やりや矛ほこなどを手に、里内外の警けい戒かいにあたっていた。

　そうして、実際にことの次し第だいを見聞きした者たちから詳しい話を聞いた男たちは、困こん惑わくをあらわにした。

「『出水の秘薬』だと……？」

「まさか、トキジクノカクノコノミのことか？」

　ある、とは伝えられるそれを、しかし知る者はない。

　一いち縷るの望みをかけて男たちは真朱と翡翠を見つめたが、彼らのいぶかしむ面おも持もちからは言い伝え以上のものを知っている様子は見受けられなかった。

　──ひき替え、っていうからにはひとまず無事なんだろうけど……。

　だからといって安あん堵どなど浮うかぶはずもない。

　逆に、見知らぬ男の手の中に瑠璃がいるということに、焦あせりとも怒いかりともつかないいらだちが渦うず巻まいていた。

　──おまけに、『出水の秘薬』だって？

　だれも気にかけないのをいいことに、男たちのうしろで一部始終を聞いていた紫苑は表情は変えないままに目つきを険しくした。

　なぜ、今『出水の秘薬』などという言葉がでてくるのか。

　偶ぐう然ぜん、と思うには少々できすぎている。

　──もしかしなくても、やっぱりアレが……？

　ひとつの面おも影かげを脳のう裏りに思い浮かべていると、ふとこちらを見返った翡翠と目があった。そのまま、ふいっと顎あごで示される。

　あちらへ、ということだろう。

　ちょうどいい、と頷く。こちらにも聞きたいことがある。

　誘さそいに乗る形でその場を抜ぬけだした紫苑は、自分たちへと宛あてがわれた客室へ戻もどり、こうして翡翠とむかいあうことになったのだ。

「──遠というのは、このあたり一帯を縄なわ張ばりとする、はぐれの一族だ」

　ようやく口を開いた翡翠の言葉に、紫苑は軽く眉まゆをあげた。

「はぐれ？　出水の民たみじゃないってこと？」

「やつらはどこの国にも属さない。むろん、大倭の朝ちよう廷ていにもだ」

　朝廷、の響ひびきにぴくりと表情が動く。見み咎とがめた翡翠から物問いたげな視線がよこされるが、無言で先を促した。

「……最近でこそそういう話は耳にしないが、食しよく糧りようを求めて里を襲おそうこともある厄やつ介かいな連中だ。古いにしえの風習を残していることもあって、出水にかぎらず近きん隣りんの国の間では蛮ばん族ぞくとして恐おそれられている」

「古い風習……それが、黥？」

　ああ、と首しゆ肯こうした翡翠に、なるほど、と名乗りをあげずとも相手の正体がわかったことに納なつ得とくする。

　ただ、解げせないこともある。

「はぐれ、ねえ……どこから流れてきた一族なの？　よくそんな連中に好き勝手させてるね」

「したくてさせているわけではない！」

　ばんっ、と掌で床ゆかを打った翡翠に、けれど紫苑は怯ひるむこともせず冷ややかな目をむけた。

　受けたまなざしに、翡翠は感情的になった自身をおちつけるようにおちかかった髪かみを荒あらくかきあげ、息を吐はいた。

「……この国に伝わる、オロチの伝説を聞いたことは？」

　唐とう突とつに変わった話題に、紫苑はぱちぱちと瞬またたいた。

「オロチの伝説？　それって人食い大だい蛇じやを八百津国命が退治して、救った姫ひめを妻にもらったっていう、あの？」

　春に里に滞たい在ざいしていたころ、『出水の秘薬』についてなにか手がかりがないかと、里の年ねん輩ぱい者たちに土地にまつわる話を色々聞いたことがあった。うちのひとつに、そんな話があったはずだ。

　たしか、こんな話だ。

　八百津国命がまだ中ノ国を放ほう浪ろうしていたころ、川のほとりで悲しみに暮れる夫ふう婦ふと娘むすめがいた。聞けば、小山ほどもある大蛇──オロチが毎年決まってやってきて、八人いた娘を次々に食べてしまったという。

　今年もオロチがやってくる季節になり、あと一人になってしまったこの姫も食べられてしまうのかと彼らは泣き暮らしていたのだ。

　そこで命は「無事オロチを退治したあかつきには、姫を我が妻にほしい」と申しでて了りよう解かいを得ると、まず夫婦に酒を用意させた。それをやってきたオロチに吞のませ、酔よって寝ねてしまったところを剣けんで切り刻み、見事退治。

　そうして最初の約束どおり夫婦の娘を妻にし、二人の住すみ処かとして、ここ出水国の橘に宮きゆう殿でんを築いたのである。

「その話には、切り刻んだオロチの体から一本の鉄剣がでてきた、というくだりがある」

「ああ、そういえば聞いた気がするね」

　オロチを切った命みことの剣が欠けてしまい、調べてみるとその体から鉄剣が……というものだったはずだ。

　それがどうしたのかと見やった翡翠の顔が、どこか固い。

「──実は、この話は我々一族が鉄器を獲かく得とくした、つまり、製鉄の技術を得たことを表したものだと言われている」

　低められた声に、紫苑は思案げに双そう眸ぼうを細めた。

「ということは、オロチはなにかの暗あん喩ゆ？──たとえば、遠の一族、とか」

「……」

　返った沈ちん黙もくが、肯こう定ていを示していた。

　おそらく、この地に製鉄の技術をもたらしたのが、古の遠の人々だったのだろう。そんな彼らを攻せめ滅ほろぼし、得た鉄器こそが、翡翠たち旧王朝が中ノ国を支配するにいたった原動力となった──というわけだ。

「じゃあ、その遠とやらのはじまりは──」

「──その時逃にげ延びた生き残りだとされている」

　紫苑の科白せりふをひきとった翡翠が、苦々しく続けた。

「以降、各地で勢力争いが繰くり広げられる中で、徐じよ々じよにその数を増やしていった、ともな」

「まさしく、はぐれ、ってわけだね」

　戦いに敗れ、住む場所を逐おわれた人々がより集まったのが、遠の一族、ということらしい。

「もともと国を逐われた連中だ。人との交わりを避さけ、住処を転々と変えながら山やま間あいのどこかに隠かくれ住んでいる」

　山をおりてくるのは里を襲しゆう撃げきする時だけだ、と翡翠が言うぐらいには謎なぞに包まれた一族なのだろう。だからこそ、古の風習とやらがいまだに残っているのだろうし、周辺地域の住人たちに恐れられてもいるのだ。

　──そんな連中がどうして『出水の秘薬』を……？

　大倭にさえ『出水の秘薬』の──トキジクノカクノコノミの噂うわさは、言い伝えの域をでないとはいえ届いていた。このあたりを縄張りとする者たちなら知っていてもおかしくはない。

　彼らの隠れ里で『秘薬』を必要とする、なにごとかがあったのか。もしくは──

「あなたには、心当たりがあるのでは？」

　思考にふいに差し挟はさまれた問いかけに、紫苑はひとつ瞬いて意識を前へと戻す。射い貫ぬくようにこちらを見つめる翡翠のまなざしと目があった。

「なっ……そのような蛮族と紫苑さまに関かかわりがあるとでも言いたいのか!?」

　しかし、紫苑より先に声をあげたのは、戸口の脇わきに控ひかえていた琥珀だった。

「そうは言っていない。ただ、思うところがおありのようだからな」

「同じことでは…っ」

「琥珀」

　翡翠の意味深な物言いに、ますますいきりたった琥珀の名を戒いましめに呼ぶ。

　余計な口出しをするな、という威い圧あつを含ふくんだそれに、琥珀は今にも嚙かみつかんばかりの形相ながら浮うかせかけていた腰こしをおろした。

　その姿を視界の端はしに留めながら、紫苑は思案げに口元へと手をやった。

「──さっき、最近は耳にしない、って言ってたけど」

「？　ああ、里を襲ったという話か」

　一いつ瞬しゆん怪け訝げんな色を浮かべた翡翠だったが、すぐに頷うなずいた。

「それって、襲う必要がなくなった、とは考えられない？」

「必要が、なくなった？」

「つまり、在り方を変えたってこと。住処や食べ物を求めて転々とするんじゃなくて、定住して作物を植えるようになったとか」

　いったん言葉を区切って、紫苑は声を低めた。

「略りやく奪だつじゃなく取引するようになった、とか。──たとえば、大倭とね」

「！」

　瞠どう目もくして身をのりだしてきた翡翠を止とどめるように、彼へ掌てのひらをむける。

「もちろん、確証はないよ。もしかしたら、出水をすっ飛ばして大倭と誼よしみを結ぶための手て土産みやげに、『出水の秘薬』を欲ほつしてるのかもしれない」

　どっちにしろ、と紫苑は今度は逆に自分から翡翠の顔をのぞきこむように上体を傾かたむけた。

「うしろに大倭がいるって考える方が、今回のことは納得できると思わない？」

　前回自分たちがここを訪おとずれた──大おお王きみが使いをよこした真の目的が、『出水の秘薬』にあったと察しているはずだ。

　そう、目顔で告げる。

　古くから続く因いん縁ねんがあるとはいえ、なんの前まえ触ぶれもなく遠の一族が『出水の秘薬』を要求してくるなど、やはり不自然だ。

　だが、それを欲しているのが彼らの背後にある存在──大倭となれば話は別だ。

　そして、自分の考えが正しいのなら、二つの存在を繫つなぐための手引きをした者がいる。

　──珊瑚。

　今は都の牢ろうにいるはずの幼おさな馴な染じみを思い浮かべた。

　彼なら言い伝えでしかなかった『秘薬』が実際に存在することを知っている。どんなものかは知らなくても、自分紫苑という生き証人を見ているのだ。

　汚お名めい返上のために『秘薬』を手にいれたい珊瑚と、生き残りのために大倭との繫がりが欲しい遠の一族の、利害の一いつ致ちをみた結果が今回の事件だとしたら……。

　──嫌いやになるくらい、しっくりくる。

　となると、自分が狙ねらわれたのは、ついでだろうか。それとも報復だろうか。

「……そうだとしてもだ」

　ここにはいない相手に意識を飛ばしていた紫苑は、唸うなるように紡つむがれた声にはたと、けれどそうと悟さとらせないよう翡翠に焦しよう点てんを戻もどした。

「『出水の秘薬』が言い伝え以上の価値を持つわけではない」

「ないものは渡わたせない、ってこと？」

　迂う遠えんな言い回しに首を傾かしげると、浅く頷きが返る。その瞳ひとみには隠しきれない焦しよう燥そうが宿っていた。

　言葉にしないだけで翡翠もまた、瑠璃が攫さらわれたことに居ても立ってもいられない気持ちを押し殺しているのだ。

「そう……」

　瑠璃はあの泉の力のことはだれにも告げていないと言っていた。

　この翡翠の様子からすると、谷底へ繫がる洞どう窟くつがあることを伝えたのみで、橘たちばながあったことさえ黙だまっていたのだろう。

　あそこに橘があることを聞いていたら、目の前の男はそれが古いにしえの歌が詠よむ伝説の橘か確かく認にんにいっているはずだ。こんなところで為なす術すべもなく、燻くすぶっているわけがない。

「──なら、捜さがしだすしかないでしょ」

「なに……？　『出水の秘薬』をか!?」

　なにを莫ば迦かなことをっ、と声を荒あらげた翡翠に、紫苑はことさら呆あきれた目をしてみせた。

「そっちこそ、なにを莫迦なこと言ってるのさ」

　人は人の手で生きていく──瑠璃がそう決めたのなら、父親や従兄いとこにさえ隠しとおすつもりなら、自分も従うだけだ。

「瑠璃を──正確には、遠の一族の住すみ処かをに決まってる」

「遠の隠れ里を？」

「取引に応じる手立てがない以上、自分たちで助けだすしかないじゃない。あるかもわからない『秘薬』を探すより、よっぽど現実的だ」

　そっちが動かないなら、自分が動くまでだ。

　そう言い置いて、紫苑はすっくと立ちあがった。

「おいっ」とつられて膝ひざを立てた翡翠を、戸口へ足をむけざまに一いち瞥べつする。

「その代わり、瑠璃を助けだしたあかつきには、彼女を妻にもらうよ」

「！　なにを、」

「オロチから救った姫ひめをもらうのは、古からのお決まりでしょ？」

　言いかけた言葉を遮さえぎるように片かた笑えんで、紫苑は有言実行とばかりに客室をあとにした。
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　淀よどんだ水の淵ふちから浮かびあがるように意識が浮ふ上じようする。

　まとわりつく気け怠だるさをかきわけるようにして、瑠璃はゆっくりと重たい瞼まぶたを開いた。

「……」

　ぼんやりした視界に、暗さが映る。一層景色を滲にじませるそれに、今は何時いつだろう、とやはりはっきりしない意識で考え──はっとする。

　急速に頭の靄もやが晴れ、慌あわてて身を起こそうとした瑠璃は、

「ぅっ、く……」

　節々に走った鈍にぶい痛みに、息をつめた。その痛みによって、より四し肢しの感覚が鮮せん明めいになっていく。

　手足や頰ほおにあたる感かん触しよくからして、どうやら木の床ゆかの上に寝ねかされている、というより、放ほうりだされているようだ。

　──たしか、畑の薬草の様子を見にいったら、男が現れて……そこから記き憶おくがないってことは、意識を奪うばわれてここへ運ばれた？

　気を失う直前のことを思いだしつつ、瑠璃はそっと息を吐はきだしながらそろりと上体をあげた。うかがうようにあたりを見回す。

「ここは……倉？」

　意識がはっきりしてもあいかわらずの薄うす暗ぐらさで判然としないが、なにかが積まれているような陰いん影えいといい、閉へい鎖さ的な雰ふん囲い気きといい、たぶん間ま違ちがいないだろう。

　問題は、ここが倉であることではなく、この場所はどこか、ということだ。

「あの男の人、黥いれずみがあった」

　唯ゆい一いつの手がかりである自分を攫ったであろう人物の姿を思いだして、瑠璃は小さく身み震ぶるいした。

　実際、目にしたことはない。けれど、話には聞いたことがある。あれは……

「遠の、一族」

　推測がたしかなら、ここは彼らの隠かくれ里である可能性が高い。逃にげだそうにも、どのあたりなのか、出水国内なのかすら不明だ。

　見知らぬ、しかもけして自分に好意的とは言えない場所に一人置かれていることに、暗さもあいまってひたひたと心細さが迫せまってくる。

「……っ」

　叫さけびたくなるような衝しよう動どうをこらえて瑠璃が胸むな元もとを摑つかんだ時、キュッと耳に馴な染じみのある鳴き声がした。ついで、あわせからひょっこりと小さな顔がのぞく。

「ソラ……」

　ふっとこわばっていた身体からだから力が抜ぬけた。

「よかった。一いつ緒しよだったのね」

　そっとあわせの上からほのかなぬくもりに触ふれる。小さくて頼たよりないそれが今はひどく頼たのもしかった。

　よし、と瑠璃は自らを鼓こ舞ぶするように頷うなずいた。

　まずは周囲の状じよう況きようを確認しなくてははじまらない。いつもどおり傍そばにあるぬくもりに力を得て、そろりと足に力をこめる。

　しかし、ギ…ッ、と耳に届いた木が軋きしむような音に、瑠璃は動きを止めた。息を殺して耳をすます。

　近い。というより、梯はし子ごか階きざはしでものぼっているのか、近づいてくる。

「静かにしてて」

　瑠璃は胸元にむかって囁ささやくと、ソラを奥へと押しこんだ。こわばる手であわせを握にぎりこみ、じっと戸口の方をうかがう。

　やがて軋む音が止やむと同時に、ぱっと光が差しこんできた。木戸が開け放たれたのだ。

「よお、巫女みこさま。目が覚めたみてぇだな」

「……だれ？」

　人ひと影かげの背後から届く日にち没ぼつ前の黄金色の輝かがやきに、瑠璃は思わず目を眇すがめた。あわせを握るのとは反対の手でかばうようにしながら、なんとか姿をたしかめようと目を凝こらす。

「俺か？」

　昼間耳にしたのと同じ、低くかすかにしわがれた声を発した唇くちびるがにっと歪ゆがむのがわかった。

「東雲しののめ──遠の頭領だ」

「あなた、が……」

　目が慣れてきたのか、光が弱まってきたのか、おさまった眩まぶしさにかざした手をおろしながら瑠璃はその人物を見上げた。

　翡翠といくつも違わないような、まだ若い男だ。そこにまず驚おどろく。

　尖とがった輪りん郭かくに、縁ふちどるように無造作に伸のばされた肩かたへかかるほどの髪かみは、野性的な印象を見る者に与あたえた。

　しかし、なにより強きよう烈れつなのは目元だ。鋭するどく切れあがった目に、強調するようにいれられた黥が、男をより猛たけ々だけしいものに見せている。

　まるで、野に生きる獣けものそのものだ。誇ほこり高く、安易に手を伸ばすことを拒こばむ。

　瑠璃は湧わきあがってくる恐きよう怖ふに小さく喉のどを上下させると、ひたと男──東雲の目を見み据すえた。

「わたしを攫って、どうするつもり」

　ともすれば震ふるえそうになる声を押さえこむように、低く問う。

　東雲は、へえ、とどこか感心したように呟つぶやくと目を細めた。

「意外に気が強いじゃねえか」

　愉たのしげに吊つりあがった唇に、瑠璃は顎あごをひきそうになるのをこらえて睨にらみ返した。

　弱みを見せてなるものかという精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいだったが、かえって男の興味を刺し激げきしてしまったらしい。

　東雲は大きく踏ふみこんでくると、伸びた手がすばやくこちらの顎を捕とらえた。吐と息いきがかかるほど間近に、愉ゆ悦えつの滲む双そう眸ぼうにのぞきこまれる。

「嫌きらいじゃねえぜ、そういう女」

「っ、止めて！」

　近さに反射的に手がでた。男の手を振ふり払はらおうとしたそれは、逆に顎から手を離はなした東雲になんなく摑まれる。

　そんな瑠璃に彼はくくっと喉を震わせた。

「知ってるか？　逃げたり抵てい抗こうしたりすると、狩しゆ猟りよう本能ってやつが刺激されるんだぜ」

　ひきよせるように強められた男の手の力に、背に震えが走った。ひきずられそうになる身体に力がこもる。

「──飢うえた獣の前でおとなしくしていたら、食べてくださいって言ってるようなものじゃない」

「違いねえ。とはいえ、せいぜいおとなしくしてるこった。ここの連中は気が荒あらい。俺みたいに優やさしくねえからな」

「優しい人間が、人の意識を奪って無む理り矢や理り連れ去るとは思えないけど」

「言うねぇ」

　怯おびえを悟さとらせまいとするあまり饒じよう舌ぜつになる瑠璃に、東雲は口笛を吹ふいた。あくまで愉しげな様子は、獲え物ものをいたぶる獣のようだ。だからこそ、

「しゃあねえだろ？　丁てい重ちようにお願いしたところで、おまえらが『出水の秘薬』を渡わたすとは思えねえしな」

　軽口めいた調子で告げられた言葉を危あやうく聞き流しそうになる。

「『出水の秘薬』……？」

　つと眉まゆをよせた瑠璃を、口元とは裏腹に笑っていない男の目がじっと見つめる。

「まさか、わたしを攫さらったのは──」

「そいつをあんたの身み柄がらと交こう換かんするためだ」

「……」

　思わず揺ゆらぎそうになった瞳ひとみを、必死に抑おさえる。

　──どうして、遠の一族が『出水の秘薬』のことを……？

　噂うわさぐらいなら聞いたことがあるかもしれないが、あたかも存在するかのような言い種ぐさに気持ちがざわめく。

　自分と紫苑しか知らないはずだ、となんとか言い聞かせて、瑠璃はあえて怪け訝げんそうな表情を浮うかべた。

「一体、なにを……『出水の秘薬』なんて、単なる言い伝えにすぎないわ」

　そんなもののために攫われたなんて、と語気を荒くする。

「ないものは渡せない。今すぐわたしを里へ、」

「ふん、あることはわかってんだよ」

　しかし、知らぬふりを装よそおって言い募つのる瑠璃を、東雲は鼻先で笑い飛ばした。遊びに飽あきたように手を離し上体を戻もどすと、居い丈たけ高だかにこちらを見下ろす。

　その確信した男の言動に、素すで困こん惑わくする。

「わかってる、ってなにを……」




「ワタシが教えたのよ」




　ふいに割りこんだ新たな声に、瑠璃は耳を疑った。

　この声……と信じられない思いで、それが聞こえてきた方を見やると、いつのまにかすらりとした人影が戸口を塞ふさぐようにして立っていた。

　徐じよ々じよに失われていく明るさに、顔はしかとは確かく認にんできない。装いも記き憶おくにあるよりずいぶん簡素だ。

　だが、薄うす明あかりがぼんやり浮かびあがらせるその姿は、見間違いようがない。

「さん、ご、さま……」

　愕がく然ぜんと目を見開いた瑠璃に、くすり、と笑いがおちる。

「まだ、さま付けしてくれるのね」

　光栄だわ～、と揶や揄ゆしながらゆっくりと近づいてくる珊瑚を、瞬まばたきも忘れて見つめた。

「どう、してここに」

「あら、敵の敵は味方って言うでしょ？」

　しな垂れかかるように東雲の右肩に手をかけた珊瑚に、東雲が嫌いやそうに顔を歪める。

「おい、触さわんな」

「まー、失礼しちゃう」

　左手で肩にのった手を払はらった彼に、珊瑚が口ばかりは気分を害したように身を離した。しかし、嫌がる相手にどこか楽しげだ。

　二人の様子からは、とても互たがいを味方と思っているようには見えない。

　混乱が深くなる瑠璃を、「それとも」と珊瑚が嬉き々きとした表情のまま、ぐっとのぞきこんできた。

「あんたが言いたいのは、牢ろうにいるはずじゃないのか、ってこと？　小こ娘むすめ」

「……」

　そんな珊瑚に前以上の得体のしれなさ──背筋が薄うすら寒くなるような感覚を覚え、身を退ひくようにして顎をひく。
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　小こ莫ば迦かにするように小さく鼻を鳴らした珊瑚は、一転ひどく冷ややかに目を細めた。

「別にそんな義理はないけど、特別に教えてあげるわ。これはね、利害の一いつ致ちっていうやつよ」

「利害の一致？」

「そ。本来なら牢にいるはずのワタシがここにいるのは、もう一度だけ機会をいただいたからよ」

　機会、と口の中で繰くり返した瑠璃は、はっと腰こしを浮かせた。

「もう一度って……まさか、紫苑さまを!?」

「この状じよう況きようで人の心配ができるなんて、余よ裕ゆうじゃない」

　けれど、珊瑚はぶつけられた疑念に答えることなく、東雲の方へ顎をしゃくった。

「で、こっちの彼は大倭との繫つながりが作りたかった。どこの国にも属さない異民は討とう伐ばつの対象だもの」

「だからって、今さらここいらの連中にへりくだるなんざ、業ごう腹はらだからな。ならいっそ、直接大倭と手を結んだ方がましだ」

　そうすれば周辺の豪ごう族ぞくと渡りあうための力を得ることができる、と東雲が珊瑚のあとをひきとる。

「そんなわけで、ワタシが彼らを捜さがしだして取引を持ちかけたってこと」

　大変だったわよ、噂を頼たよりにこの場所を見つけだすのは。

　珊瑚がこれみよがしに息をついて首を左右に振ったが、先の言葉に気をとられた瑠璃の耳には届いていなかった。

「取引？──それが、『出水の秘薬』を手にいれるための力を貸す見返りに、大倭朝ちよう廷ていに渡りをつけること……？」

　混乱する頭を必死に整理して、今までの話を繫ぎあわせる。

　珊瑚はつまらなそうに肩かたを竦すくめたあと、「そういうこと」と首しゆ肯こうした。

「だから、しらばっくれてもむだよ。『出水の秘薬』が実在してることは、ちゃーんと知ってるんだから」

「……」

　だからだったのか、と瑠璃は密ひそかに唇くちびるを嚙かんだ。

　紫苑が大おお王きみに『出水の秘薬』だと告げてあの泉の水を渡したのを、彼が実際に見聞きしていたかどうかはわからない。しかし、大おお怪け我がをした紫苑が傷ひとつない状態で生せい還かんしたのは実際に目にしているのだ。

『秘薬』がどういうものなのか姿形は知らなくても、ある、という事実だけはある意味身をもって知っていることになる。

「ま、あんたが知らぬ存ぜぬでも別にかまわないんだけど。要求に応じるかどうかはむこう次し第だいだもの」

　あんたがほんとに大事なら持ってくるでしょ、と嘲あざけるように言い捨てた珊瑚に、そうか、と気づく。

　彼は出水の上層部、すくなくとも父と翡翠は、『秘薬』の存在を知っていると思っているのだ。

　だが実際は、知っているのはあと一人──紫苑だけだ。

　──あの人は、どうするんだろう。

　自分が攫われたことは、彼が橘の里にいる以上隠かくそうとしても隠しきれない。おそらくは、交換条件も耳に届くことになるはずだ。

　その時、紫苑はどう動くだろうか。

　──ううん、そんなことより無事なの……？

　珊瑚の目的が『出水の秘薬』だけならいい。けれど、彼の言う機会に紫苑の殺害まで含ふくまれていたとしたら──。

「出水との取引は四日後だ。さっきも言ったとおり、それまでせいぜいおとなしくしてるこった。そうすりゃ、痛い目にはあわずにすむ」

　言外に、逃にげようとしたり騒さわぎを起こしたらただではおかない、と言い置いて、東雲がこちらに背をむける。

「じゃあね、小娘」

　ひらりと手を振ふって続こうとした珊瑚に、瑠璃ははっと声を投げた。

「待って、紫苑さまは……！」

「──あんたは自分の心配だけしてれば？」

　ふん、と鼻先であしらって、高く結ゆわえた髪かみを揺ゆらしたうしろ姿が戸口のむこうへ消える。

　直後、軋きしみをあげて閉まった木戸に、三み度たびたしかめようとした無事が遮さえぎられる。

「あ……」

　真っ暗に閉とざされた中、瑠璃は中ちゆう途と半はん端ぱな体勢から力が抜ぬけたように床ゆかへとへたりこんだ。

　紫苑は無事でいるのか。自分の身と交こう換かんで『秘薬』を要求された翡翠たちはどうするつもりなのか。紫苑が無事でいたとしたら、彼はその要求を聞いてどうするのか。

　頭の中をそんな思いがぐるぐると渦うず巻まく。

　答えの見み出いだせない不安に息苦しさを覚えて、あわせを握にぎったままだった手に指先が白くなるほどの力がこもる。

　と、抗こう議ぎするようにごそごそと身み動じろいだ小さなぬくもりに、瑠璃ははたと我に返って手を放した。それを待っていたように、ソラが外へとでてくる。

「ごめんね、ソラ」

　やっとでられた、とばかりに肩の上で毛け繕づくろいをはじめたソラを、言いつけを守った礼もこめてそっとなでた。

　負の連れん鎖さに陥おちいりかけていたところを断たち切られた思考と、掌てのひらに感じる自分以外の気配に、徐々に気持ちが静まっていく。

　瑠璃は長く息を吐はくと、よし、と慎しん重ちように立ちあがった。

「こんなところでうずくまってても、それこそなんにもならないもの」

　今自分にできることは現状を把は握あくすることだと、そろりと隙すき間ま明かりの漏もれる木戸の方へとむかっていく。

　そちら側にはなにもないとわかっていても暗くら闇やみに竦む足を、なんとか前へ進ませる。伸のばした手に触ふれた木の感かん触しよくにびくりとしつつ、瑠璃は隙間に指を這はわせた。

「やっぱり、開くわけがないか」

　力をこめてみたが、戸に棒でも渡わたしてあるのか、動きはするものの開けることは叶かなわない。

　なにか見えないか、と隙間からのぞいてみるが、薄うす暗ぐらい外の様子はいまいち判然としなかった。ものの影かげがぼんやりとわかる程度だ。

　ならば、と瑠璃は両手を壁かべにつくと、慎重に壁伝いに横へ足を動かしていく。置かれたものに蹴け躓つまずかないよう、細心の注意を払はらう。

　余計な騒ぎを起こして四六時中監かん視しの目が張りつくようになるのは避さけたい。ただでさえ神経が張りつめているのだ。そんな状況になったら一時も気が休まらない。

「それこそ、なにもできなくなるし」

　手て探さぐりで壁を調べるが、やはり出入り口はひとつらしく動かせるような場所はない。おまけに奥にいくにつれ、雑然とものが積まれていて歩くのも難しくなる。

　代わりに、瑠璃はぐるりと上の方を見回した。見るかぎり、明かりとりや空気をいれ換かえるための開口部もないようだ。

「……倉なら当然か」

　必要がないし、ネズミなどに侵しん入にゆうされないよう開口部はすくない方がいい。

　抜けだすのは無理か、と溜ため息いきをつきかけて、瑠璃はふと動きを止めた。

「ネズミ？」

　肩の上にいるソラへと首を捻ひねる。

「もしかして、ソラなら……」

　ついで、戸口の方へと視線を移す。

　じっと思案げにそちらを見つめていた瑠璃は、おもむろに踵きびすを返した。戸口の近くまで戻もどるとしゃがみこみ、両手で包みこむようにしてソラを肩からおろした。

　そのまま顔の前へと手を持ってくる。

「ねえ、ソラ。あなたならここから橘の里まで戻ることができる？」

　囁ささやくように問えば、暗闇に慣れてきた目にソラが小首を傾かしげるように首を捻ったのがわかった。

「戻って、この場所を紫苑さまたちに伝えてほしいの」

　ソラならこの戸口が開いた隙に、抜けだすことができる。そうして里まで戻り、紫苑か翡翠をここまで連れてくることが、できないだろうか？

「賢かしこいソラなら、できるでしょう？」

　願いをこめて囁くが、目の前のモモンガは首を反対側へ捻るばかりだ。

　その様子に瑠璃は息をつくと、ふふっと笑いを零こぼした。

「なに言ってるんだろう、わたし」

　そもそもここから橘の里までどれくらい離れているのかもわからないのだ。以前、御み山やまでひき離された時はソラは自力で翡翠のところまで戻ってくれたが、それとは距きよ離りも状じよう況きようも違ちがいすぎる。

　たとえ戻ることはできたとしても、ここまで案内するというのは無む茶ちやがある。

　キュ？　と鳴いたソラに、瑠璃は指先でその頭をなでた。

「ごめん。なんでも──」

　ない、と続けようとしたところで、ぎっ、と耳が拾った音に声を吞のみこむ。

　だれかくる。

　東雲たちが現れた時と同じ状況に戸口を凝ぎよう視しした瑠璃の手から、ソラがひょいと飛びおりた。

「！　ソ、」

　どこへ、と慌あわてて膝ひざをついて手を伸ばそうとした時だった。軋みをあげた木戸が再び開いた。

「おい、メシだ。食え」

　そんな声とともに現れた人影の脇わきを、タッと小さな影がすばやくすり抜けていく。

「──あ？」

　声からして東雲だろう人影が、怪け訝げんそうに足元に目をやるのがわかった。

　瑠璃は内心ひやりとしながら伸ばしかけた手を握りこんだ。

　首を捻った東雲が「ネズミか？」と独りごちる声に、ばくばくと鼓こ動どうが胸を叩たたく。

　──気づかないで…っ

　つい外へ視線をやりそうになるのをこらえ、こわばった表情を東雲にむけていると、気のせいか、単なるネズミと判断したのだろう、彼は碗わんらしきものを床へおいた。ちらっとこちらを一いち瞥べつするが、なにも言わず再び木戸を閉める。

　その気配が遠ざかっていくのを、瑠璃は身動ぎひとつせず聞いていた。

　やがて、完全に人ひと気けが消えたあと、はあ……と大きく息を吐きだした。

「ソラ……」

　ぬくもりの消えた両手をぎゅっと握りあわせる。

　ソラがどこまでこちらの言うことを理解しているのかは、わからない。もしかしたら、夜になってエサを探しにでた、ということもない話ではない。

　しかし、期待している自分がいた。ソラならきっと自分がここにいることを紫苑たちに伝えてくれる、と。

「お願い。あなただけが頼たよりだから」

　珊瑚は自身でこの隠かくれ里を見つけだしたと言っていたが、大変だったとぼやいていたからには一ひと筋すじ縄なわではいかなかったはずだ。時間と手勢があれば翡翠たちにも見つけだせるだろうが、取引までに時がない。

『出水の秘薬』がない以上──表にだすつもりがない以上、取引は成立しない。

　それで『秘薬』はないのだと納なつ得とくしてくれるならいいが、望み薄うすだろう。人質瑠璃の命の保証がないどころか、出水と遠の争いにまで発展しかねない。

　その前に元げん凶きようを、珊瑚を抑おさえることができれば……。

　ソラに一いち縷るの望みをかけることしかできない自分に悔くやしさを覚えながら、瑠璃は閉ざされた木戸をしばらくの間見つめていた。
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　朝晩と東雲から差しいれられる食事と、隙間から漏れいる光の具合。

　それだけが閉じこめられた瑠璃が時を知る術すべだった。

　どうやらこの倉は里の中でも外れにあるらしく、人が前をとおりかかることもなければ、声もほとんど届かない。もしかしたら、近づかないよう言い渡されているのかもしれないが。

「夜が二回と朝が二回……ということは、取引の日は明後日あさつて」

　薄暗いなりにもあった明るさが徐じよ々じよに力を失っていく中、まもなく終わろうとしている一日に瑠璃は壁にもたれかかりながら目を閉じた。

　ソラはどうなっただろう。

　日がな一日思うのは、そのことばかりだ。そして、食事が差しいれられるにつれ、焦しよう燥そうが募つのっていく。

　あのあと──ここへ連れてこられた日の夜、東雲の目を盗ぬすんで倉を抜ぬけだしたソラは、朝になっても戻ってきた様子はなかった。エサを探しにいっただけ、という可能性はなくなったが、一方で今日までなんの音おと沙さ汰たもない。

「ここから橘まで、そこまで距離があるわけじゃないはず」

　午ひる前まえに攫さらわれた自分が夕刻にはここにいたのだ。それは間ま違ちがいない。

「どこかで、迷ってる？」

　まさかなにかに襲おそわれて……と浮うかびかけた想像を、瑠璃は頭を振ふって払はらった。

「──人の足とソラの移動距離は違うもの」

　自分には信じることしかできない。

　そう思いつつも、壁かべ際ぎわに張りついて耳をすませてしまう。今この時にも、自分の名を呼ぶ声が聞こえるのではないかと、この場所を離はなれられないでいた。

「……？」

　しばらく目を閉じて壁に身体からだを預けていた瑠璃は、ふと瞼まぶたを開けた。

　珍めずらしく人の声が聞こえてくる。それも騒さわぐような、複数の声が飛び交かっているのがわかった。

「もしかして」

　待ち望んだ時がきたのだろうか、と壁から背を離す。逸はやる気持ちで立ちあがりかけるが、頭の冷静な部分の囁きに瑠璃は動きを止めた。

　紫苑にしろ、翡翠にしろ、こんな騒ぎを起こすような真ま似ねをするだろうか、と。

　遠の一族がどれくらいの集まりかもわからない状態で、いきなり手勢を連れてのりこんでくるとは考えづらい。単身ならなおさらだ。どちらにしろ、まずは自分の所在を確かく認にんしようとするのが普ふ通つうではないか。

「関係のない、別のなにかが起こった？」

　それを証明するように、騒ぎは続いているがこちらに近づいてくる気配はない。

　まぎらわしい、と嘆たん息そく混じりに呟つぶやいて、瑠璃はあげかけた腰こしをおろした。

「……いっそのこと、あの人と遠の人たちが揉もめてるんならいいのに」

　珊瑚と東雲、けして信しん頼らいしているという風ではなかった様子を思い返しながら独りごちたあと、そういえば、と思う。

「あの人、どうしてるんだろう」

　初日以来、顔をだすのは食事を運んでくる東雲だけで、珊瑚の姿は見かけない。会いたいわけではないが、見なければ見ないで気にかかった。

　そして一度ひっかかってしまうと、考えないようにしていたことまで思いだしてしまう。

「紫苑さま……」

　途と端たん、自分の身の上に対する憂うれいとは違う不安が胸に押し迫せまってくる。

　苦しさをこらえるように瑠璃は膝を抱かかえこむと、膝ひざ頭がしらに額を押しつけるようにして顔を埋うずめた。

　どれくらいそうしていただろうか。

　瑠璃は慌あわただしくこちらへむかってくる足音に気づき、ゆるりと顔をあげた。

「珍しい」

　思わず呟く。それくらい人は近づかなかったし、唯ゆい一いつやってくる東雲は梯はし子ごに足をかけるまで一いつ切さいの気配を感じさせなかった。

　やはりなにかあったのだろうか、と戸口へ首を巡めぐらせるのと叩きつけるように木戸が開くのがほぼ同時だった。

「！」

　あまりの勢いと音に、びくっと身体が跳はねる。

　なにごとかと目を丸くして様子をうかがう視線の先で、肩かたで息をした東雲がぐるりと中を見回した。そうして、こちらと目があった瞬しゆん間かん、大おお股またでむかってくる。

　その姿に瑠璃は再度驚おどろいた。

　走ってきたせいか乱れた髪かみとかっと見開かれた双そう眸ぼう、荒あらく繰くり返される呼吸はまさに鬼き気き迫せまる様相で、無意識に後あと退ずさりそうになる。だが、壁に阻はばまれ叶かなわない。

　代わりに壁に背をつけるようにして腰を浮かせたところで、遠えん慮りよのない力で二の腕うでを摑つかまれた。

「つ…っ」

「こい」

　痛みに呻うめくが、脅おどしつけるような有う無むを言わせぬ声こわ音ねとともにさらに摑みあげられる。

　ひきずられるように立ちあがりながら、瑠璃は困こん惑わくと焦あせりを映した瞳ひとみで東雲を見上げた。

「こいって……指定の日まで、まだ日にちがあるはずだわ」

「取引は中止だ」

「中止？」

　こちらを見ることもなく戸口へとひきずっていく男によろめきながら、まさか、と顔がこわばるのを感じる。

　──さっきの騒ぎ……本当にだれかがのりこんできたの!?

「んな悠ゆう長ちようなことを言ってる場合じゃなくなった」

　しかし、次の東雲の言葉に風向きが異なるらしいのに気づく。

「今からあんたを連れて橘へいく」

「今から？　待って、どういうこと？」

　摑めない状じよう況きように混乱する。

　橘へいく、ということはソラの導きで父や翡翠たちが踏みこんできたわけではないらしい。だとしても、なぜ逆にむかうという話になるのか。

　すぐに動かないと自分たちが危あやうい状況になった、ということだろうか？

　──たとえば、侵しん入にゆう者があったとか？……だめ、想像だけでは埒らちがあかない。

　瑠璃がひき止めるために東雲の腕を摑んで問い質ただそうとした時だった。

「なにが──ッ」

　あったの、と皆みなまで言う前に舌打ちとともにこちらの腕を摑んでいた手が解かれ、すばやく腰へと回される。ぎょっとする間に男の肩に担かつぎあげられていた。

　ぐっと腹部に肩が食いこみ、息がつまる。とっさに両手を間に挟はさみ、上体を浮かせるようにして圧あつ迫ぱく感かんを逃にがす──が、次の瞬間、ふわっと身体全体が浮きあがるのを感じた。視界が大きくぶれる。

「ぅぐ…ッ」

　直後、ずんっという重い振しん動どうとともに、先とは比にならない力が腹部を圧迫する。

　東雲が倉の上から梯子も使わず飛びおりたのだ。

　その衝しよう撃げきに苦く悶もんしている瑠璃を置いて、東雲は片腕一本で彼女を抱えた状態のまま地面を駆かけだした。

「ごちゃごちゃうるせぇんだよ！　こっちは仲間たちの命がかかってんだ。あんたにかまってられるか」

　苦しさと風を切る音に混じっていらだった声が届く。

　やや朦もう朧ろうとした意識の中、命、という響ひびきが、瑠璃の心を揺ゆさぶった。

「どう……いう、意味」

　ともすれば喉のどの奥からこみあげてきそうになるものをこらえ、どうにか口を開く。

「俺にわかるか！」

　だが、返るのは吐はき捨てるような怒ど鳴なり声だった。

　──だめだ……完全に頭に血がのぼってる。

　彼がこれだけ焦しよう燥そうに駆られるほどの緊きん急きゆう事態が起こっているのはわかるが、一体なにが起きているというのだろう。もしかしたら、東雲自身、本当になにが起こっているのか把は握あくできていないのかもしれない。

　とはいえ、命がかかっている、とまで言われて無視はできなかった。

　──なんとかこの人の足を止めないと。

　このままでは満足に話も聞けない。

　さらに言うなら、身体が揺さぶられ、視界が回るこの状態が続けば自分の方が早晩まいってしまいそうだ。食事前で心底よかったと思う。

　しかし、手で叩たたいたところで、このたくましい背中はびくともしないだろう。

「いちかばちか…っ」

　瑠璃はなんとか両手で身体を支えると、右みぎ膝ひざを大きくうしろへ曲げた。力をこめて勢いよく振りおろす。

「……ッ」

　爪つま先さきに鈍にぶく食いこむ感触があり、東雲が息をつめた気配がした。こちらを抱えた身体が前のめりによろけたところで、瑠璃は両手を突つっ張ぱり男と自分をひき剝はがす。

　そこまではよかったが、勢いのついた身体からだは想像よりも地面が遠かったこともあり、うまく着地できずうしろへと倒たおれこむ形になった。

「ぃっ、た……」

「……てめぇ」

　したたかに打ちつけた痛みをこらえつつ身を起こせば、同じように地面に膝ひざをついた東雲が射殺さんばかりの目でこちらを睨にらみつけてきた。

「ふざけやがって…っ、こっちは一刻を争ってんだよ！」

「だったら、きちんと説明して」

　ゆらりと伸のびてきた手を、そこここが悲鳴をあげる身体で立ちあがってかわす。

「だから、んな暇ひまはッ」

「早く！　あなたの仲間の命がかかってるんでしょう!?」

　怒鳴りつけたことにか、仲間の命という言葉にか、動きを止めた東雲に、ここぞとばかりにたたみかける。

「今のあなたに冷静な判断ができているとは思えない。わたしを抱えて橘の里へ一人でのりこんでどうするつもり？　多勢に無勢じゃ」

「──『出水の秘薬』を手にいれる」

「ない……って」

　告げる途と中ちゆうで挟まれた言葉に瑠璃は、え？　と目をしばたかせた。

「大倭との取引なんざ、この際もうどうだっていい。俺たちには、今すぐそいつが必要なんだよ」

「必要って……」

　強ごう引いんにでも立ち止まらされたからか、東雲の瞳にはあいかわらず強い焦燥が滲にじんでいるが、理性の輝かがやきが戻もどってきている。

　その上で紡つむがれた言葉に、瑠璃は息を吞のんだ。

『出水の秘薬』が必要になるような、人の命がかかった、なにかがあったのだ。

「なにがあったの!?」

　一転、東雲の方へつめよった瑠璃に、彼は虚きよを衝つかれたように顎あごをひいた。

「仲間の連中が、次々に苦しみだして倒れやがった」

「倒れた？」

　東雲の説明にきゅっと眉まゆ根ねがよる。

　──苦しんで倒れた？　それも一人じゃない……。

　なにかの病だろうか、と目まぐるしく可能性を考える。

　今まで得た知識を頭の中でひっくり返しながら、瑠璃はくるりと身体を反転させた。

「案内して」

「なに？」

「いいからそこへ案内して！　助けたい人がいるんでしょうっ？」

　ひどく怪け訝げんそうな東雲を、早く、と急せきたてる。

　あっちか、と彼を待たず声の聞こえる方へ走りだした瑠璃を、東雲が我に返ったように追いかけてきた。

「──こっちだ」

　いれ替かわるように先に立って大おお股またで足を進める男の背を、小走りに追いかける。

「どういうつもりだ？」

「なにが？」

　頭は考え得うる状況ととるべき手立てをひっぱりだすのにいっぱいで、投げかけられた視線の意味を察する余よ裕ゆうはない。

　問いに問いを返した瑠璃に、東雲が舌打ちした。

「倒れた連中のところにいってどうするって聞いてんだ」

「決まってるでしょう。助けられるなら助けるだけだわ」

　問題は、自分の手に負えない時だ。

　──『秘薬』を、使う……？

　脳のう裏りにあの日見た橘たちばなの木が浮うかぶ。

　あの根元からこんこんと湧わきでていた清水を使えば、おそらくどんな穢けがれも祓はらうことができる。消えかけていた紫苑の命を──ケガレをあっという間に元に戻すだけの力を秘ひめているのだ。

　しかし、それはあの場で利用したらの話だ。

　竹たけ筒づつにいれて紫苑に渡わたした泉の水は、都についた時にはただの水になっていたという。土地の問題か、距きよ離りの問題か、はたまた汲くんでから経過した時の問題かは不明だが、ここまで運んだところで効くかどうかは賭かけというよりほかはない。

「────ってのか？」

「え？」

　考えを飛ばしていた瑠璃は、ふいにぶつかりそうになった背中に慌あわてて足を止めた。なにごとかと見上げれば強いまなざしがこちらを見下ろしていた。

　聞いていなかったことに気づいたのだろう。東雲は歩みを再開しながらもう一度同じ言葉を唇くちびるにのせた。

「因いん縁ねんの相手でも助けるってのか、つったんだ」

　瑠璃も再び足を動かしながらそのうしろ姿を見み据すえた。

「因縁の相手だろうとなんだろうと、苦しんでいる人がいるのに見て見ぬふりはできないもの」

「……それが巫女みこってやつの性しよう分ぶんか」

「それこそ関係ない。言うなら、わたしの性分よ」

　為なす術すべもなく失ってしまった大切な人がある。だから必死で助ける術を学んだ。巫女にはそんな知識は必要ない、と言われてもだ。

　そのだれかを亡なくして悲しむ人がいるのなら、同じ苦しみを知る者としてなんとかできるものならなんとかしたいと思うだけだ。

「あんた……」

「！　あそこね」

　目に飛びこんできたただならぬ気配に、なにか言いかけた東雲を置いて瑠璃は足を速めた。

　夜が迫せまる中、焚たかれた火の側そばで幾いく人にんもの人ひと影かげがうずくまったり、倒れこんでいる。

　瑠璃はそのうちの一人のもとへと走りよった。

「どうしたのっ？」

「──うぅ…っ」

　だが腹を抱かかえてうずくまる男は、苦しげに呻うめくばかりだ。近くには吐いたようなあとがあった。

　見回せば、ほかの人間も似たようなものだ。中には痙けい攣れんするように身を震ふるわせている者もいた。そして、見るかぎりそのほとんどは男だった。

「わかったろ？　こいつらには一刻も早く『出水の秘薬』が必要だってことが」

　うしろからぐいっと肩かたを摑つかまれる。

　その手を無視して、瑠璃は近くに仰あお向むけに倒れていた別の男をなんとか横向きに寝ねかせようとする。

「おいっ」

「このままにしておいたら、もしまた吐はいた時に喉のどにつまって危ない」

　邪じや魔まをするなとばかりに説明すると、何度目かの舌打ちとともに東雲が隣となりにしゃがみこむ気配がした。

「おい！　上をむいてるやつがいたら横向きに寝かせろっ」

　そんな指示が飛ぶとともに、体勢を変えようと四苦八苦していた男の身体が横をむいた状態に変えられる。

　ほっと一息つく間もなく、瑠璃は再度あたりを見み渡わたした。そうして、一点で目を止めた。

「いつから？」

「いいから、いくぞ」

「もしかして、食事のあと？　この人たちが苦しみだしたのは」

「だったらなんだってんだ」

「毒……」

　呟つぶやいて、転がった碗わんを凝ぎよう視しする。よく見ると、そこここに器うつわと思おぼしきものがある。

　ものを食べたあとすぐに具合が悪くなったのなら、誤って毒性のあるものを食べた可能性が高い。

　傷いたんだものを食べて気分が悪くなって吐いたり、下したりすることもあるが、その場合症しよう状じようがでるのはもっとあとになってからのことが多い。

　さらに、症状があるのが男ばかりのわけにも説明がつく。

　瑠璃は大きく間口がとられた、煙けむりの立ちのぼる葦あし葺ぶきの建物へ目をやった。出入り口から赤々と燃えるかまどの火が見える。

　おそらくはあそこが遠の人々の共同の炊すい事じ場ばなのだ。あそこで煮に炊たきしたものを、まず男たちが口にする。その最中に、ことが起こったのだろう。

　それを示すように、建物の周囲で女たちが怯おびえたようにたむろしていた。

　瑠璃はさっと立ちあがると女たちの方へ駆かけよった。「おいっ」と背中にかかった声にも止まらず、女の一人を摑まえる。

「この人たちが食べたものは!?」

「きゃっ、なんなのさ、あんた……」

　唐とう突とつに腕うでを摑まれた女の方は、あきらかに自分たちの仲間ではない瑠璃に怯えと警けい戒かいをあらわにした。ただでさえ異様な状じよう況きようの中、見知らぬ女の登場で、全員が一様に顔をこわばらせている。

　聞きだせそうもない、と瞬しゆん時じに悟さとった瑠璃は、炊事場の中を見渡した。かまどの火が照らす未調理の食材に、これか、とそちらへむかう。

「ちょっと…っ」

　呼び止められるのも無視して、ざっと食材へ視線を走らせた。が、目につくかぎり、毒になるようなものは見受けられない。

　ならば、とかまどにかかった甕かめをのぞきこんでみるが、ひとつは空だった。もうひとつは穀物のようなものが煮込まれているが、この暗さでは毒になるものが混ざっていたとしてもわからない。

「なにか、いつもと違ちがうものを食べなかった？」

　振ふり返って女たちを見回すが、こちらを遠巻きにする彼女たちからは困こん惑わくと不ふ審しんのまなざしが返るだけだ。

「──てめぇ、まさかこいつらが毒をいれたとでも言うのか」

　代わりに返った東雲の地を這はうような呻りに、女たちの間に細さざ波なみが広がった。視線が一層の棘とげをもって突つき刺ささる。

「疑ってるとかそういうことじゃなくて、原因を」

「ごちゃごちゃうるせぇんだよ！」

　説明しようとした瑠璃へ、鋭するどい一いつ喝かつが叩たたきつけられる。

「この際、原因なんざどうだっていい。こいつらを助けたいってんなら、てめぇんとこの『秘薬』をよこせばすむ話だろうがッ」

　びりびりと空気が震えるそれに、打たれたようにはっとする。

　──たしかに……原因を探さぐったところで、苦しんでる人たちが助かるわけじゃない。

　毒だろうが病だろうが、彼らはすでに穢れに晒さらされているのだ。原因がわかれば対処も変わるが、手のうちようがないことだってある。

　──だけど、それはあの泉の水にも言えることだわ。

　どれくらい離はなれているのかわからないが、時間をかけてここまで運んで効かなかったら？

　もしかしたら、その間、別の手をうっていたら助かったかもしれない人が命をおとすことにもなりかねない。

「……っ」

　瑠璃はぎりっと奥歯を嚙かんだ。

　苦しんでいる人を前に、迷っている場合ではない。けれど、自分の判断ひとつで左右される命があると思うと迷わずにはいられない。

　おまけに、効果があったとしても別の問題がある。

　ここで『秘薬』を使用したら、必然的にその存在は大倭へ筒つつ抜ぬけになる。大倭だけならまだしも、中ノ国中に知れ渡わたることになったら、だれもかれもが神の力を求めるだろう。

　それが新たな争いの火種になるとしたら、安易に『秘薬』の存在を広めることはできない。東雲が遠を守りたいように、瑠璃だとて出水の地が、人々が大切なのだ。

　心が揺ゆれる。

　神の力には頼たよらない──そう決めたはずだった。しかし、苦しんでいる人々を前にして頑がんとして貫つらぬけるほど、非情にもなれない。

「──ちょっとでも、あんたに期待した俺が莫ば迦かだったぜ」

　むだな時間を食った、と吐き捨てて東雲が微び動どうだにしない瑠璃へと近づいてくる。

　──なにか……なにか手が…っ

　なんのために知識を積んできたのかと、痛むほどに奥歯を嚙み締しめる目の前に、容よう赦しやなく男の腕が伸のびてくる。──と、暗さに溶とけこむようなその色に、閃ひらめくものがあった。

「！」

　はしっ、と伸びてきた袖そでに瑠璃は両手で摑みかかった。

「!?　はっ、その細腕で抵てい抗こうできると思ってんのか？」

「──これ」

　振り払はらうように腕が動くが、離はなすまじと握にぎったまま顔を近づける。

　暗さと炎ほのおを映した赤さで、しかとはわからない。だが、記き憶おくにあるのはたしかにあの色だったはずだ。

　瑠璃はがばりと顔をあげた。

「これって、藍あい!?」

「あぁ？」

「これは藍で染めたもの？」

　眉み間けんにきつく皺しわをよせてすごむ東雲に負けじと繰くり返す。見えたかもしれない一筋の光明を手放すわけにはいかなかった。

　そのまなざしの強さにか、はたまた鬱うつ陶とうしさにか、彼ははーっとこれみよがしに溜ため息いきを吐きながら、

「……だったら、どうした」

　渋しぶ々しぶといった体ていで認めた。

　瑠璃は瞳ひとみを輝かがやかせると、さらにつめよるように男を見上げた。

　色の判別は利きかないが、見るかぎり女たちの衣ころもも彼の着ているものと同様に映る。だとしたら──

「──もしかして、自分たちで？」

「だから、それがどうしたってんだ。こいつで布を染めると不思議と虫がよってこねえからな。なにより、こいつで染めた布は都に持ってきゃ重宝がられる」

　聞きたかった答えに、小さく喉のどが鳴る。

　けれど、早はや合が点てんは禁物だと、瑠璃は慎しん重ちように問いを重ねた。

「ということは……ここで、育ててる？」

「……」

　警戒と訝いぶかしさを映した双そう眸ぼうが鋭くこちらを見下ろす。それが、答えだった。

「あった……」

　藍──それは瑠璃が畑の片かた隅すみで育てている薬草だった。ここでは薬草ではなく染せん料りようとして扱あつかわれているようだが、同じことだ。

　出水でさえなかなか入手できなかったものがなぜこんなところに、だとか、東雲の口からでた「都に持っていけば」という言葉など、ひっかかることがないではなかったが、今はそんなものにかまっている場合ではない。

　大事なのはここで藍を育てているということだ。

「種は!?　種は残ってる？　ないのなら葉を乾かん燥そうさせたものでもいいから！」

「──今度はなんのつもりだ、てめぇ」

　東雲の口調に強い警戒が滲にじむ。

　それもある意味当然だろう。彼らからしてみたら、瑠璃の言動は不可解以外なにものでもない。

　おまけに、広まっていないということは、現物や技術を持っている側からしてみたら強みだ。重宝がられる、というのは誇こ張ちようでもなんでもない。ほかにはない、という付加価値を持っていることになる。そうそう簡単に晒す気にはなれないだろう。

　けれど、瑠璃の求めるものはその色ではなく、薬効にあるのだ。

「藍を知ってるなら、聞いたことくらいあるでしょう？　藍には解毒作用があるって！」

「！」

　訝しげだった東雲の目が、はっと見開かれる。聞いたことがあっても今の今まで失念していたか、染料としての価値にばかり意識がいっていて知らなかったのだろう。

「彼らが本当に毒で苦しんでいるのかどうかはわからないけど、腹痛や熱にも効く薬草だからそれなりの効果が見込める」

　はず、という語ご尾びは吞のみこむ。

　自分自身、知識は持っていても実地で試ためしたことはない。確証を持ってそうだと言い切るには心こころ許もとなかったが、ここで曖あい昧まいさをみせたらむこうが不安になる。ここで彼らに不安を抱いだかせていいことはなにもない。

　現に瑠璃を見下ろしてしばし考えこんでいた東雲は、迷うように「いや……」と緩ゆるく首を振った。

「んな効くかもわからないもんより、あんたのとこの『秘薬』をださせた方が確実なはずだ」

「──そんなの同じことよ」

　効くかどうかなど、使ってみなくてはわからないのは『秘薬』だって同じだ。

「なに？」

　口の中で紡つむがれた呟つぶやきに、聞きとれなかったのだろう東雲が顔をよせてくる。その顔を瑠璃はきっと睨にらみ据すえた。

「そんなものはない、と最初に言ったはずだわ。そもそも本当にあの人の──珊瑚の言ったことを信じてるの？　これだけの騒さわぎに顔も見せない人のことを？」

「……んだと」

　こちらを睨み返しながらも揺らいだ声を、瑠璃は逃のがさなかった。ここぞとばかりに言葉を重ねる。

「仮に『秘薬』があったとして、よ。ここと橘とを往復するのにどれだけかかる？　その間にあの人たちに、もしものことがあったら？　たとえ不老不死の薬でも死者を蘇よみがえらせることなんてできないわ！」

「……っ」

「だったら、今とることのできる手をつくすべきでしょう!?」

　険しい顔つきから東雲が葛かつ藤とうしていることがわかる。頭領として仲間を救うため、どちらを選ぶべきか揺れ動いているのだろう。

　しかし、彼がどう判断しようと自分がとるべき行動はひとつだけだ。

　瑠璃はこれ以上言うことはない、と東雲から視線をはずすと、身をよせあうようにしてこちらをうかがう女たちへむけた。

「使っていない甕かめに湯を沸わかしてください。できたら貯ためた水は使わずに、新しく汲くんだものを」

　もしかしたら、貯めてある水が原因ということもあり得る。原因が特定できない以上、可能性は徹てつ底てい的に排はい除じよすべきだ。

　戸と惑まどうように顔を見合わせる女たちに、瑠璃は口を突つきそうになった溜息を押し殺した。

「わたしが不ふ審しんなのはわかります。だけど、そこで苦しんでいる人たちはあなたたちの仲間じゃないんですか？」

「っ……さっきからなんなのさ、えらそうに！　そんなこと、見ず知らずのあんたに言われたくないんだよっ」

　とっさにだろう、嚙かみつくように言い返され、今度こそ嘆たん息そくする。

「わかりました、だったらわたしがやります。水場はどこに──」

　つきあっている暇ひまはない、と空いた甕を探して瑠璃があたりを見回した時だった。

「──おまえら、何人かひとっ走りして水汲んでこい」

　低くだされた指示に、女たちがはっと東雲へ顔を巡めぐらせた。

「頭かしら！　でも、こんな小こ娘むすめの言うことっ」

「いいから早くしろ！」

　部外者を信用するのか、とあがった反論を、迷いを捨てた声が叩たたき切る。

　ざわっと女たちの間に揺ゆらめきが走る。しかし、すぐに幾いく人にんかが動いたかと思うと、それぞれが甕を手に炊すい事じ場ばを走りでていった。

　東雲はそれを見届けると、おもむろにかまどに近づき手を突っこんだ。

　さすがにこれには瑠璃もぎょっとする。

　彼はくべられていた薪まきを一本抜ぬきとると、松明たいまつ代わりに掲かかげてこちらへと顎あごをしゃくった。

「こいよ」

　そのまま返事も待たずに大おお股またに歩きだす。はたと我に返った瑠璃は、夕ゆう闇やみ迫せまる中、火明かりを頼たよりに彼の背中を追った。

　余計な口は一いつ切さい叩かず、きた道を戻もどるようにして東雲は一棟とうの倉へとむかう。

「持ってろ」

　こちらに薪を押しつけると梯はし子ごをのぼっていく彼に、瑠璃は倉の戸口を照らすように火を高く掲げた。

　その明かりの下、倉の中へはいっていった東雲は、ほどなくして片手にのるほどの袋ふくろと一ひと抱かかえほどもある袋を持ってでてきた。大きな方をドサリと投げおろしたあと、自身も飛びおりてくる。

「こっちが種で、こっちが乾燥させた葉だ」

　説明しながら開けられた袋の口を、火を近づけすぎないよう注意しながらのぞきこむ。

「種は蒔まいちまったからな、残ってるのはこれだけだ」

「これだけあったら、足りると思うけど……」

　瑠璃は服薬方法を思い返しながら、袋から一ひと摑つかみとり、種をたしかめる。

　間ま違ちがいない。藍らん実じつだ。

　貴重なそれを零こぼさないよう袋へ戻し、東雲へと頷うなずきかける。

「症しよう状じようのある人の人数が把は握あくできていないからまだわからないけど、おそらく十分だと思う。念のために葉の方も煎せんじて、軽症の人はそちらを飲むようにすれば……」

「任せる」

　袋の口を縛しばり直しながら告げられた一言に、瑠璃は軽く目を瞠みはった。

　さっきまであれほど渋しぶっていたのに……とまじまじと見つめていると、袋を抱えて立ちあがった東雲が気まずそうに鼻を鳴らした。

「しゃあねえだろ、俺たちはこいつの薬としての使い方なんざ知らねえんだから」

　だからといって、おかしな真ま似ねをしたらただではおかない。

　そうひと睨みして、東雲は踵きびすを返した。

　信用されているのかいないのか、よくわからないが、『任せる』と言われたからには持てる手をつくすまでだ。

「──よし」

　本当に大だい丈じよう夫ぶだろうか……という不安は、今は考えない。猜さい疑ぎ心しんに囚とらわれてしまったら、怖こわくて一歩も動けなくなってしまう。

「おい！」

　ちんたらしてんな、とばかりにかかった呼びかけに背を押されるようにして、瑠璃はたっと駆かけだした。

　二人が急ぎ戻ったところで、ちょうど水が運びこまれてくる。

　煮にられたままになっていた粥かゆはどけられ、ふたつあるかまどに汲みたての水がはいった甕がかけられる。一方で藍実を、もう一方では藍葉を煎じていく。

「あとはこれをかさが半分ぐらいになるまで煮に詰つめて……」

　その間に、と瑠璃は汲まれた水のはいった甕を抱えて炊事場をでていく。

　外では東雲が中心になって病人たちを筵むしろに寝ねかせているところだった。

「おい、なにやってる。薬の方はどうなってんだ」

　目め敏ざとく見み咎とがめた東雲に声をかけられ、ちょうどいいとばかりにそちらへむかう。

「かまどの番をしてる人に見てもらってるわ。──何枚か使っていない布はない？」

「布？　んなもん、どうする気だ？」

「藍を煮詰めるのにすこし時間がかかるから、その間にこの人たちの口元や顔を拭ぬぐっておこうと思って」

　口の中をすすげばすこしは気分もよくなるだろう。それに口にしたものに原因があるなら、極力体内から排除した方がいい。

　説明する間にも一番端はしに寝かされている人の傍かたわらに膝ひざをついた瑠璃は、甕から碗わんへ水を注いだ。

「すこし身体からだを起こせますか？　これで口をすすいでください。口の中がすっきりしますから」

　腹を抱えて唸うなる男に声をかけながら、肩かたに腕うでを添そえ、上体を起こすのを助ける。「飲みこまないで吐はきだしてください」と注意しつつ、口元へ碗を運んでやる。

　緩かん慢まんな動きながら言うとおりにする男に、この人は比ひ較かく的大丈夫そうだ、と思っていると、

「……あんたは」

　ぽつり、と上から呟きがおちてくる。

　顔をあげた瑠璃を、焚たかれた火に照らされた東雲が不可解そうな怪け訝げんな表情で見下ろしていた。

「巫女みこじゃないのかよ」

「？　そう、だけど？」

　望もうと望むまいと巫女であることに間違いはない。それでも紫苑のおかげで巫女である自分を受けいれられるようになってきたところだ。

　それを疑うようなことを言われ、瑠璃もまた眉まゆ根ねをよせた。

「巫女ってのは、穢けがれを嫌きらうもんだろ」

　なにより、と言葉を切った東雲が、炊事場の方を一いち瞥べつした。

「神じゃなく、薬に頼ろうとする巫女なんざ聞いたことがねえ」

　ああ、と得心する。

　瑠璃は東雲から視線をはずすと、口をすすぎ終わった男の身体をゆっくりともとの体勢へ戻した。

「それで、布は？」

　あるのかないのか、と疑念には答えず催さい促そくすれば、チッと舌打ちとともに怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「おい！　使ってねえ布、あるだけ持ってこい。それと、手の空いてるやつはもっと水汲んでこい！」

　そのまま「──で？」と今度は自分が促うながされ、瑠璃は甕を抱えて立ちあがった。

「巫女は穢れを祓はらうのが務め。そのために薬草に頼ってなにが悪いの？」

「──その考え方がふつーじゃねえって言ってんだろうが」

　得体のしれないものでも見るように眉み間けんに皺しわを刻む東雲に、はあ、とひとつ嘆たん息そくして、まっすぐ男を見返した。

「祈いのってほしいのなら、いくらでも祈るけど？」

　そもそもあなたたちは八百津国命を奉たてまつってはいないだろう、とは心の中だけでつけ足す。

「──ただし、そんなことで苦しんでいる人たちが救われたりはしないわ」

　口にだしてはそう告げて、瑠璃は男に背をむけた。

　ゆえに、いったんは見開かれた目が、興味深そうな色をたたえて自分を追いはじめたのには気づかなかった。

「頭！　持ってきました」

「ちょっと、あんた！　こんなんでいいのかいッ？」

　間を置かず、東雲、瑠璃の双そう方ほうに声がかかる。

「おう」

「今いきます」

　それ以上言葉も視線も交かわすことなく、二人は今できる手をつくすべく呼び声へと足をむけた。
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　瑠璃が攫さらわれてから、三回目の夜が訪おとずれていた。

「くそ…っ」

　進展しない遠の隠かくれ里捜さがしに、さすがに紫苑も焦あせりを隠せずにいた。

　取引の場として指定してきた八ツ谷を中心に捜そう索さくの範はん囲いを広げていっているが、それらしい形けい跡せきもない。

「もしかして、逆なのか？」

　あえて真逆の場所を指定してきている可能性は、十分ある。

　八ツ谷は橘から川の上流へむかった場所、つまり山間部にある。隠れ住むなら人里離はなれた場所だろうということもあり山側へ重点を置いていたのだが……。

「……すこしでてくる」

「では、」

「翡翠どのと明日の相談をしてくるだけだし、休んでればいいよ」

　立ちあがったこちらにあわせて腰こしをあげようとした琥珀を制し、紫苑は客室をでた。そうは言ってもいつもならついてくる琥珀が従ったということは、彼も連日の慣れない山歩きに疲つかれが溜たまっているのだろう。

　紫苑は翡翠がいるだろう正せい殿でんへむかうため、一人別べつ棟むねをあとにした。

　道すがら考えるのは、やはりこれからのことだ。

「海側へ捜索の場所を変えるにしても、使えるのはあと一日……」

　人手を増やしたとしても見つけるのは難しいだろう。まして、確実にあるとわかっているわけではないのだ。

　最悪、取引までもつれこむ覚かく悟ごもした方がいいだろう。

「問題は、『出水の秘薬』をどうするか、か」

　紫苑は足を止めると、月明かりに浮うかびあがる御み山やまの方へと首を巡めぐらせた。

『秘薬』を汲くんでくることは、できる。むしろ、一番手っ取り早い方法だろう。

　しかし、瑠璃はそれを望まないはずだ。

　だからといって下手をうてば、瑠璃の身が危あやうい。

「……今が橘たちばなの季節じゃなくてよかったよ。トキジクノカクノコノミ、なんて言い伝えを真に受けて橘の実を用意したりしたら」

　むこうに珊瑚の影かげがちらつく以上、『秘薬』は水物だという知識はあるとみた方がいい。

「水物か……」

　思案げに手で顎あごをなでながら前にむき直った紫苑は、ふと感じたかすかな気配に踏ふみだそうとしていた足を止めた。

「……」

　なんだ、と視線だけを動かして気配を探さぐる。

　殺気や敵意は感じない。ということは、狩かりの時に狙ねらってきたモノではないらしい。

　迫せまってくる気配に、そこか、と背後を振ふり仰あおいだ時だった。板いた塀べいの上から、バッと飛びかかってきた影があった。

「！」

　月の光に晒さらされた見覚えのある陰いん影えいに、はっと息を吞のむ。

　一いつ瞬しゆん立ちつくした紫苑の胸むな元もとへと飛びついてきたのは、前脚あしから後脚にかけて飛ひ膜まくを持つ小動物──モモンガだった。

「っ……おまえ、ソラ!?」

　予期しない胸への衝しよう撃げきに軽く息をつまらせながら、紫苑は小さな体を両手でひき剝はがした。のぞきこむように顔をよせれば、キュッと馴な染じみのある鳴き声が返る。

　艶つやのあった毛は薄うす汚よごれ、どこかくたびれた印象を受けるが、その姿は記き憶おくにある瑠璃の飼っているモモンガと同じものに見えた。

「どうして、瑠璃と一いつ緒しよだったんじゃ……」

　言い止さして、紫苑は勢いよくあたりを見回した。

　だが、周囲には人ひと影かげどころか、気配もない。ソラがいるなら、と思ったがそううまくはいかないらしい。

「ソラ、だよね？　瑠璃は？　おまえの主人はどこ？」

　一緒ではなかったのか、と顔の前に持ちあげて問えば、ソラと思おぼしきモモンガはキキッと声をあげて身を捩よじった。

　思わず力を緩ゆるめた紫苑の手から抜ぬけだしたモモンガは、身軽に地面へ飛びおりるとタッと駆かけだした。

「あっ」

　どこへ、と紫苑はとっさに腕うでを伸のばす。──と、それが通じたかのように小さな影が立ち止まった。

　こちらを振り返って待つような素そ振ぶりに、なんなんだ、と思いながら近づくと、また走りだす。だが、しばらくすると再び動きを止める。

　まるで誘さそうような動作に、紫苑はまじまじとその姿を凝ぎよう視しした。

「まさか、ついてこいって？」

　我が意を得たり、とばかりにまた一声鳴いたソラは、今度は板塀を苦もなく駆けあがっていく。そのまま塀伝いに進んでいくモモンガに、紫苑は顔つきを固くした。

「そこに──瑠璃がいるんだね？」

　早くこい、と促すように振りむいたソラに、低く問う。

　返ったのは、駆けていくうしろ姿だった。

「頼たのんだよ、ソラ」

　一言呟つぶやいて、紫苑は月明かりに浮かびあがる小さな影を追って駆けだした。
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　病人の口や顔を清め、痙けい攣れんなどがでている症しよう状じようの重い者からさじで藍らん実じつを煎せんじた薬湯を飲ませていく。

　比ひ較かく的症状の軽い者たちは、上体を支えてやればその味に顔を顰しかめつつも、自分から薬湯を口にした。

　そうやってすべての人に薬湯を飲ませ、ほかに症状がでている者はいないかを確かく認にんし、具合の悪い者の背を擦さすってやったり、追加で薬湯を処方したりと、時も忘れて奔ほん走そうした瑠璃がようよう一息ついたのは、東の空の端はしが白みはじめようかというころだった。

「──おい、あんた、すこし休め」

「だけど……」

　東雲にかけられた声に、空の水みず甕がめを抱かかえた瑠璃は筵むしろに寝ねかされている人々を見回した。

　時折苦しげな様子をみせる者はあるものの、大半の男たちの容態はおちついてきていた。だが、いつ急変するかもわからない。

　おまけに、つき添そっていた女たちも一様に疲れを滲にじませている。そんな中、自分だけ休むというのは気がひけた。

「こいつらの具合もおちついてきた。あとはこっちでみてる。なんかあったら、そんときゃ呼ぶ」

「でも、疲れてるのはみんな同じなのに」

「だからだっての」

　乱れた髪かみをかきやって大きく息をついた東雲に、瑠璃は双そう眸ぼうを瞬またたかせた。

「あんたが休まねえと、ここにいるやつらも休めねえんだよ」

「え……ああ、そういう……」

　疲ひ労ろうと徹てつ夜やでかすかにぼんやりする頭で、遅おくればせながら得心する。

　ここの人間ではない、言ってみたら部外者が率そつ先せんして動いていては、ほかの女たちも気き兼がねして休めないのだ。

「うん……わかった。じゃあ、この甕に水だけ汲んできたら、休ませてもらう」

「俺がいく」

　甕をよこせと伸ばされた手を、瑠璃は首を横に振って断った。

「ううん、ちょっと顔も洗いたいし」

「──女どもが粥かゆを炊たき直してる。戻もどったら食えばいい」

　行き場を失った手をひきながら早口に言い置いた東雲が踵きびすを返す。

「ありがとう」とその背に声をかければ、彼はぴたりと足を止めた。

「？　まだ、なにか」

「──感謝する」

　一言、聞きとれるか聞きとれないかの声で告げられ、思わずきょとんとする。

「礼は言ったぜ！」

　今度は吐はき捨てるようにしてそそくさと場をあとにする東雲を、瑠璃は呆あつ気けにとられて見送った。

「……礼、って」

　今のが？　と一連のやりとりを反はん芻すうし──くすり、と笑いが漏もれた。

　攫さらってきた相手にはあれが精せい一いつ杯ぱいだったのだろう、となおもこみあげてきそうになる笑いをこらえ、甕を抱え直して歩きだす。

　幾いく度どとなく水を汲みにいく必要にかられる慌あわただしさの中、覚えてしまった川への道のりを一人たどっていく。

　攫われた身でありながらだれもついてこないのは、すこしは信用されたからか、それとも逃にげられるはずがないと高をくくっているからなのか。

　ふう、と知らず唇くちびるから零こぼれた溜ため息いきに、瑠璃はさすがに疲つかれを自覚した。

　一度自覚してしまうと、今度は一気に身体からだが重くなる。一晩中動き回っていたことに加え、寝ね不ぶ足そくで頭の芯しんが鈍にぶく痛む。さきほどまではなんともなかった甕を抱えていることさえ、億おつ劫くうだった。

「休めって言われるはずだわ……」

　それでも胸には満足感があった。

　できるかぎり、思いつくかぎりの手をつくしても、どうにもならないこともある。

　けれども今回は──まだ油断は禁物だが──なんとか全員無事だった。

　その上での疲ひ労ろう感かんは、結果的になにもできなかった虚きよ無む感かんに比べたら、どうということはない。あのぶっきらぼうな礼もまた、瑠璃の胸をじんわりと温かくさせた。

「すこし休んだら、もう一度あの人たちの具合を確認して──」

　藍実の方は使いきってしまったが、念のため藍葉を煎じたものをもう一度飲ませた方がいいだろうか。それとも滋じ養よう強きよう壮そうに効果のある薬草を……と思案しながら、獣けもの道みちのように細く刻まれた道を川へとおりていった。

　曙あけぼののぼんやりとした景色の中、瑠璃はまず持ってきた甕に水を汲くんだ。

　その後、川の水へと両手を差しいれる。夏も近いとはいえ、早朝の、しかも川の水は冷たく、ふるりと震ふるえが走った。

　すくいあげた水で二度三度と顔を洗う。きりりとした水の冷たさは意識を冴さえさせ、火ほ照てった顔を冷ました。

「あ……布を借りてきたらよかった」

　拭ふくものがないことに今さら気づく。

　しょうがない、そのうち乾かわくだろう、と雫しずくの伝う顔をあげた瑠璃は、拍ひよう子しに鼻をついた嗅かぎなれない香かおりに下流へと目をむけた。

「潮の、香り？」

　時折、男たちが持ち帰ってきたり、外の人間が運んでくるものに、海で獲とれたという魚がある。それと似たような匂においがした。

　漠ばく然ぜんと今まで山の中だと思っていたが、実は海が近いのだろうか。

「海……」

　里の近辺しか出歩く機会のない瑠璃は、実物を見たことがない。水は飲めないほど塩しお辛からく、その水がどこまでも、それこそ空のはてまで延々と広がっているという。

　歩けば長く長くかかる別の土地へも、たとえ陸地が続いていない場所でも、舟ふねで行き来することができると聞いた時はそら恐おそろしさを覚えたものだ。どこまで続くか、どこへ続くかわからない場所へ舟ひとつで漕こぎだすなど、想像するだに身が竦すくむ。

　川の先にあるものを思い浮うかべ小さく身み震ぶるいした瑠璃は、ふと横に置いてある甕を見下ろした。

　今まで気にする余よ裕ゆうもなかったが、薄うす暗ぐらさの中で見てもわかるほど、その色も模様も普ふ段だん自分たちが使っているものとは違ちがう。

　藍あいにしてもそうだった。

　自分たちにはない技術が、ものが、ここにはある。

「……もしかして、海を通じて手にいれてるの？」

　違ったとしても、彼らが遠く大倭まで出向いていることはたしかだ。

　今まで周囲の大人たちが言うように、遠の一族を蛮ばん族ぞく、得体のしれない恐ろしい存在としてしか見ていなかったが、本当は違うのかもしれない。すくなくとも、目元の黥いれずみ以外は自分と同じ『人』であることは間違いない。

　しばし、考えこんでいた瑠璃は、がさっと背後の木々の葉が鳴る音に、びくりと肩かたを揺ゆらした。うしろの林を振ふり返る。

「鳥……？」

　にしては、早すぎる気がする。一いつ瞬しゆん、姿を見せない珊瑚の面おも影かげがよぎったが、音がした位置が高すぎた。

　鳥、もしくはリスのような小動物……と思ったところで、はたと立ちあがる。

「ソラ？」

　思いあたるが早いか、瑠璃は木々の間へと駆かけこんでいた。

「ソラ！　いるの？」

　暗い林の中、懸けん命めいに木々の枝葉へ目を凝こらす。小さな音も聞き逃のがすまいと耳をすませ、頭上を見上げながら、手て探さぐりで木と木の間を進む。

　そんな瑠璃の耳に、キッと鳴き声が触ふれた。

「ソ──!?」

　はっとそちらへ顔を巡めぐらすのと、木の陰かげから勢いよくなにかが飛びだしてきたのがほぼ同時だった。

　突とつ如じよ目の前に現れたそれに、瑠璃はぎょっと身を竦ませた。覆おおい被かぶさってくるような影に反射的に足を退ひく。が──

「……りッ」

　耳元をかすめた擦かすれた声に、強く抱だきこまれる感かん触しよくに、大きく目を見開いた。

　──え……？

　まさか、という思いと、実際に肌はだが感じる熱に、混乱する。

　実は自分はすでに眠ねむっていて、これは疲れが見せる夢ではないかと疑う一方で、夢にしてはあまりにもたしかな感触がある、と囁ささやく自分がいる。

「よかった…っ」

　やがて深い息とともに吐きだされた安あん堵どの声に、瑠璃は恐る恐る口を開いた。

「紫苑、さま……？」

「うん、そう」

「夢、じゃなくて？」

　もぞりと身み動じろぎながらまだ半ば疑うように顔をあげれば、ははっ、と軽かろやかな笑い声が降ってくる。

「じゃあ……夢じゃないって、証明しようか？」

「証明？」

　わずかに身を離はなした紫苑が、いたずらっぽい表情でのぞきこんでくる。どうするつもりなのかと目をしばたかせていると、くいっと顎あごを持ちあげられた。

「しお、ん…っ」

　紫苑さま、と言い切る間もなく、彼の顔が迫せまり、唇が塞ふさがれる。

　起こったことについていけずに立ちつくした時、キキッと怒おこったような鳴き声とともに軽い衝しよう撃げきがあった。

「ちょ……はいはい、ごめんごめん」

　次の時、笑い混じりの吐と息いきとともに離された唇を、知らず知らずのうちに凝ぎよう視ししていたらしい。

「なに？　物足りなかった？」

　くすり、と囁きがおち、しなやかな指先が口元を拭ぬぐっていく。

　──っ、今のって……！

　それらの感触にようようこれが現実だと認にん識しきした瑠璃は、かっと顔が熱くなるのを感じた。今さらながらに鼓こ動どうが大きく騒さわぎだす。

「あのっ、放し──」

　布ぬの越ごしに伝わる近すぎる体温に、どうして平気でいられたのかと慌あわてて手を突つっ張って身を離そうとする。

「痛いって、わかったから」

「え、あっ、ごめんなさ、い……？」

　しかし、紫苑の唇くちびるからでた「痛い」の響ひびきに、はっと手の力を緩ゆるめた。それほど力をこめていただろうか、と彼をうかがう。

　気づいた紫苑が、ああ、と苦く笑しようした。

「違う違う、コレのこと」

　首を傾かたむけた彼に目配せされた方へ視線を移すと、肩にのったモモンガが離れろ！　と言わんばかりに紫苑の髪かみをひっぱっていた。

「ソラ!?」

　目を丸くした瑠璃に、名を呼ばれたモモンガがぱっと紫苑の髪から手を離した。どこか嬉うれしげにこちらの肩へ飛び移ってくる。

　どうやらさきほどの衝撃は、木の上から紫苑へと飛びかかったソラのものだったらしい。

　褒ほめて褒めて、とばかりに頰ほおへ小さな体を押しつけてくるソラに、瑠璃はふっと表情を緩ませた。

「──ありがとう、ソラ」

　無事でよかった、と肩口に右手をやって、柔やわらかにそのぬくもりを包みこむ。

　しばしの間、肌で存在をたしかめるように目を閉じていた瑠璃は、おもむろに瞼まぶたを開くと紫苑を見上げた。

「ここまでは、ソラが？」

「そう。賢かしこい子だよね」

　木の上にいるのを追いかけるのは大変だったけど、と紫苑は口元の苦笑を深めるが、「大変だった」の一言ですませられるほど簡単だったはずがない。

　瑠璃は彼の胸に両手をあてると、そっと額を押しあてた。

「──ありがとう、ございます」

「うん。瑠璃が元気そうで、よかった」
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　触れた箇か所しよから伝わる鼓動に、改めてここに紫苑がいるのだと実感する。

　自分のために、橘からここまで夜通し駆けてきてくれたのだ。そう思うと、胸の奥から熱いものがこみあげてくる。

　涙なみだや嗚お咽えつとなって溢あふれてしまいそうなそれを必死に押し留とどめていると、ぐっと肩を抱く紫苑の手に力がこもった。

「──さあ、橘に戻もどろう。夜が明けきる前にここを離れないと」

「！」

　静かに促うながされ、瑠璃は弾はじかれたように顔をあげた。

　紫苑を見つめる瞳ひとみが揺れたのが、自分でもわかった。

「翡翠どのも……いや、みんな心配してる」

「……って」

　いこう、と返されそうになった身体に、とっさに足に力をこめて踏ふみ留まる。

「瑠璃？」

　不思議そうに見下ろされ、瑠璃はきゅっと唇をひき結んだ。

　ゆっくりと首を左右にする。

「……ごめんなさい。わたし、いけない」

「は？……え、なに言って」

　予想外の言葉に目を瞠みはった紫苑が、言葉を探すように口を開け閉めする。

　その混乱をつくように、瑠璃はあてていた両手で彼の胸を押し返した。離れがたいぬくもりを無む理り矢や理りひき剝はがして、一歩うしろへさがる。

「まだ、帰れない」

　改めて見上げた啞あ然ぜんとした紫苑の顔が、はっきり告げたそれに険しいものへと変わる。

「言ってる意味、わかってる？」

「……わかってる」

「瑠、」

「聞いて！」

　厳しさを増した声を、皆みなまで言わせず遮さえぎる。眦まなじりを吊つりあげる紫苑の右手をとり、ぎゅっと両手で握にぎりこんだ。

「置いては帰れない人たちが、いるの」

「──どういうこと」

　置いては帰れない人たち、の言葉に形のいい眉まゆがぴくりと動く。ついで発せられた低く押し殺したような問いに、瑠璃は口早にことのあらましを語った。

　毒を口にしたらしい人たちが苦しんでいること。容態はおちついてきたが、いつ急変するやもしれず、まだここを離れるわけにはいかないこと。

　それらを聞き終わった紫苑は、はあ、とあからさまに嘆たん息そくした。

「話はわかった」

「！　じゃあ、」

　わかってくれたのかと声を上うわ擦ずらせるが、「けど」と反対に遮られる。

「容態はおちついたんでしょ？　だったら、瑠璃がこれ以上ここに留まる義理はないよね？」

　そもそも毒で苦しもうがそいつらの自じ業ごう自得だ、と冷ややかに言い捨てた紫苑に、今さらながらに気づく。

　彼は、怒っているのだ。それも、深く。

　我知らず肩かたを震ふるわせた瑠璃に、紫苑はばつが悪そうな表情を浮うかべるとぐしゃりと空いた手で前髪をかきあげた。

「──ごめん。瑠璃に腹をたててるんじゃないんだ」

「紫苑さま……」

「けど、瑠璃を攫さらっていったようなやつらのところに、これ以上置いときたくないって気持ちもわかってほしい」

「心配をかけているのは、わかっています」

　それを無下にしていることも、だ。

　胸がつまるような心苦しさを覚えながら両手に力をこめた瑠璃に、紫苑は静かに首を横に振ふった。

「わかってない」

「え……？」

「瑠璃の言う、まだ、っていつまで？　午ひる？　夜？　取引はもう明日なんだ。今日を逃のがしたらもう機会はない。取引に応じざるを得なくなる、『出水の秘薬』もないままで」

　病人たちを目の前にしてすっかり失念していた現実を突きつけられ、瑠璃は、あ、と双そう眸ぼうを見開いた。

「『秘薬』が用意できない以上──ううん、用意できたとしても、瑠璃が無事に戻ってくる保証はないよ。それに甘んじろっていうの？　それとも今からとって返して人手を集めてここにのりこむ？」

「！　そんなこと、だめですッ」

　ここへくるだけでも大変なのに、その上争いなどになったらそれこそ無事ですむかはわからない。紫苑だとて寝ねる間もなく駆かけまわることになる。いくら彼が強くても、一昼夜以上休息もなしでなど、無む茶ちやにもほどがある。

　なにより、ここには女子どももいるのだ。罪のない者が傷つくような、無用な血が流れるような事態は看過できない。

「それでもここに残るって？」

　責めるでも呆あきれるでもない淡たん々たんとした声こわ音ねで再度問われる。

　瑠璃は立ちはだかった現実に唇を嚙かんだ。

　紫苑が言っていることは正しい。正しいが……頷うなずくことができなかった。

「……それでも、あの人たちを置いてはいけない」

「瑠璃」

「わかってます」と反射的に言いかけたのを吞のみこんだ。

　心配をかけていることも、迷めい惑わくをかけるだろうことも、自分だけの問題でないことも、『わかっている』。けれど、紫苑の抱いだくそれらがどれほどのものなのか、おそらくは『わかっていない』のだ。

　瑠璃は握っていた紫苑の手をそっと離はなした。

「これは、わたしのわがままです。自分が去ったあともしものことがあったら……と思うと」

　失われたぬくもりにすっと冷えていく指先を握りこむようにして、両手を胸に抱いた。

「見届けたいんです。後こう悔かいは、したくない」

「違ちがう後悔をすることになったとしても？」

　紫苑の言葉が、重く胸にのしかかる。

　それでも瑠璃は彼の目を見返して、しっかと頷いた。

「……もしかしたら、本当に手勢を率いてのりこむかもしれないよ？」

「そこは、紫苑さまを信じてますから」

　間かん髪はつをいれずに返すと、紫苑は虚きよを衝つかれたように黙だまりこんだ。沈ちん黙もくのまま見つめあうことしばし、彼がはぁ……と息を吐はきだした。

「ずるいなぁ。そんなこと言われたら、したくてもできなくなる」

「紫苑、！」

　そんな紫苑に手を伸のばしかけた瑠璃は、里の方からあがった呼びかけるような声に気づき、表情をこわばらせた。さっと声のした方へ首を巡めぐらせる。

　男たちの容態になにかあったのだろうか。それとも、あまりに戻ってこないことを心配、もしくは不ふ審しんに思われたのか。

　どちらにしろ、捜さがしにこられて紫苑と一いつ緒しよにいるところを見られるわけにはいかない。

「いかなきゃ」

　呟つぶやいて、紫苑にこの場を立ち去るよう告げようとした時、ふいに強い力に右肩を摑つかまれた。

「きゃ…っ」

　そのまま背後にあった木の幹へと押さえつけられる。急な動きに、肩にのっていたソラが放ほうりだされるようにして転がりおちる。

「なに、を──!?」

　いきなりのことに、なにをするのか、とあげかけた抗こう議ぎは、嚙みつくようにして降ってきた唇くちびるに吞みこまれた。

「ん…ぅっ」

　さきほどの触ふれるだけとは違うそれに、零こぼれおちんばかりに目を見開く。

　──な、に……？

　こんなのは知らない。

　こんな吐と息いきまで奪うばうような口づけもあるのだと、だれも教えてはくれなかった。

　しかし、そんなことを思っていられたのもすこしの間だけだった。

　すぐに驚おどろいている余よ裕ゆうもなにかを思う余地もなくなっていく。ただただ、受け止めるだけで──いや、与あたえられる熱に翻ほん弄ろうされるしかない。

　息苦しさにすがりつくように紫苑の上衣を握り締しめれば、気づいたのか薄うすく唇が離される。

「……は、ぁ」

　喘あえぐように息を零した瑠璃は、いつのまにか閉とざしていた瞼まぶたを小さく震わせた。滲にじんだ涙なみだに濡ぬれた目で、すぐそこにある紫苑を見上げる。

「し、おん、」

「しっ……黙って」

　囁ささやきが濡れた唇に触れ、ぞくりと背中が震える。

「ゃ…っ」

　未知の感覚から逃れたくて反射的に顔を背そむけようとすれば、咎とがめるように下唇を食はまれた。ビクッと肩が跳はねるが、うしろは木に、前は紫苑に阻はばまれ、逃にげ場がない。

「瑠璃……」

　愛いとおしい、とささめくように名を呼ばれ、心が震えた。

　瑠璃がたまらず瞼をきつく閉じると、触れるだけだった口づけがまた深くなる。さきほどよりは穏おだやかに、けれど蕩とろかすように熱いそれに、思考まで溶とけてしまいそうだった。

「っん……」

　熱に冒おかされ、意識が靄もやがかったように曖あい昧まいになっていく。手足から力が抜ぬけ、自力では立っているのも難しくなってきたころ、ゆっくりと口づけが解かれた。

　まるで夢から覚めるように、曖昧だった感覚が自分のもとへ戻もどってくる。

　しかし、瑠璃が我に返るより早く、はあ、と熱い吐息とともに紫苑の顔が肩口へと埋うずめられた。柔やわらかな髪かみが、あらわになった首をくすぐる。

「──このまま、連れ帰りたい」

「紫苑さま……」

　思わずというように零れたそれに、どれほど言葉をつくされるよりも心が揺ゆれる。

　けれど、そうこうしている間に呼び声は間近に迫せまっていた。

「だけど、そういう瑠璃だから好きになったんだ」

　なら、オレはそれを援えん護ごしないとね。

　独りごちるように呟いておもむろに顔をあげた紫苑は、瞳ひとみを揺らす瑠璃の額にちゅっと音をたてて口づけた。

「！」

　敏びん感かんになっていた肌はだに不意打ちで与えられた熱は、やけどしそうなくらい熱く、ぱっと額を手で押さえる。

　そんな瑠璃に意味深に双眸をきらめかせると、

「戻ったら、覚えておいて？」

　紫苑はさっと身を翻ひるがえした。

「あっ」

　なにを、と問う間も与えず、木々の奥へと消えていこうとするうしろ姿に、とっさに手を伸ばす。かろうじて摑まえた指先に、紫苑が肩かた越ごしに振ふりむいた。

「瑠璃……」

「ごっ、ごめ──」

　こんなことをされると決心が鈍にぶる、とさげられた眉まゆに、慌あわてて手を離そうとしたところではっと思いだしたことがあった。

　──そうだ！　これだけは言っておかなきゃ。

　改めてひき止めるように指先にこもった力に、紫苑の眉が今度は怪け訝げんそうによせられた。

「瑠璃？」

「紫苑さま、ここに……遠の里にあの人が、珊瑚が」

　瑠璃の唇からでた名に、紫苑が軽く双眸を瞠みはった。しかし、すぐに得心したように顎あごをひいた。

「やっぱりか」

「くれぐれも、お気をつけて」

　予想していたのか、と驚きながらも、うしろ髪をひかれる思いで指先を離す。ぬくもりを追ってしまわないよう、ぎゅっと掌てのひらを握にぎりこんだ。

「うん──というか、それはこっちの科白せりふだよ」

　くれぐれも無む茶ちやはしないこと、と言い置いた紫苑が、今度こそ遠ざかっていく。

　足音ひとつさせないうしろ姿は、それこそ今の出来事が夢だったのではないかと思わせるほど、あっという間に見えなくなる。

　ただ、額と指先だけに、体温の名残なごりがあった。

　瑠璃は両手で額を押さえると、気が抜けたように幹に背を預けてずるずるとしゃがみこんだ。膝ひざに火ほ照てりの残る顔を埋める。

「覚えておいてって……忘れられるわけ、ないじゃない」

　呼吸をするたび、紫苑の気配が遠ざかり、代わりに寂さびしさが募つのっていくようだった。

　それでも、ここでこうしているわけにはいかない。選んだのは自分なのだ。

「──よし」

　大きく深呼吸して顔をあげれば、立ちあがるようにしてこちらを見つめるつぶらな瞳と目があった。

「ソラ」

　ごめんね、ご苦労さま、と差し伸べた手から、小さな体が駆かけあがってくる。

　戻ったらこの子にも褒ほう美びをあげなくては、と馴な染じんだぬくもりに翻弄された心が穏やかになっていくのを感じつつ、

「ここにいるわ！」

　瑠璃は力のはいらない足を叱しつ咤たして立ちあがった。
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　案の定、と言うべきか、川辺まで瑠璃を捜さがしにきたのは東雲だった。

　水を汲くみにいく、と言ったまま戻った形けい跡せきがないことに、どこかで具合を悪くしているのではと思ったらしい。

　純じゆん粋すいに心配してくれたのか、人ひと質じちになにかあっては困るからなのかは定さだかでなかったが、あんなことがあったばかりで姿が見えなければ気がかりにもなるだろう。

　瑠璃は素す直なおに謝罪した。

「なにしてたんだ、あんなとこで」

　東雲に疑いの目をむけられた瑠璃は、動どう揺ようを押し隠かくして自分の左肩へと顔をむけた。

「この子を捜していたの」

「──そのネズミをか？」

「モモンガ」

　失礼な、とすかさず訂てい正せいする。

　東雲はどっちでも変わらない、とでもいうように鼻を鳴らした。

「わたしが飼ってる子で、あなたが食事を運んできた際にエサを探しにでていってしまって……ここへきた時、林の方で鳴き声がしたから、もしかしてと思って」

「……そんなの、いたかよ？」

　胡う散さん臭くさそうに見下ろしてくる男に、瑠璃は細く息をついた。

「いたからここにいるんでしょう？　そうでなかったらなんなの？」

「あんたが巫女みことしての力で呼びよせたのかもしれねえ」

　内心、紫苑のことを思って冷や冷やしていたが、その言葉に本気で呆あきれる。

「そんなこと、できるわけないじゃない。疑うなら珊瑚に尋たずねてみたらいいわ。わたしがこの子といつも一いつ緒しよにいるのは知っているはずだから」

　だが、珊瑚の名をだした途と端たん、顰しかめ面つらになった東雲に、なにごとかと瞬またたいた。

「どうかした？」

「──んでもねえよ」

　突つき放すような硬かたい声に、そう、と深入りせずひきさがる。言い方は悪いが、彼らの間になにがあろうと知ったことではない。

　──結局、一度も姿は見せなかったし。

　そのことについてなにか思うところでもあるのかもしれない。

　とはいえ、紫苑に関かかわりがあるだけに珊瑚の動向は気になった。

　だれかに聞いたらわかるだろうか、と里の方へ視線を投げた瑠璃は、こちらにむかって走ってくる人ひと影かげに気づいた。

「ねえ、あれ」

　険しい顔で黙だまりこんでいる東雲に報しらせようとした矢先、「頭かしら！」と人影が声をあげた。

「！　どしたッ」

「──のおやっさんがっ」

　上うわ擦ずった叫さけびに目つきを鋭するどくした東雲が、こちらにむかって顎をしゃくる。

「いくぞ」

　水みず甕がめはまたとりにきたらいい。今はその人の様子を見に戻もどる方が先だ。

　わかった、と頷うなずいて、瑠璃は急せきたてられるように里への道をとって返した。




　結局──具合を悪くしていた人々がもう大だい丈じよう夫ぶだろうと思えるようになるのは、のぼった日が大きく西へ傾かたむいたころだった。

　幸い、呼びにきたのは一番症しよう状じようの重かった男性の意識が戻ったためだった。腹痛や下げ痢りといった症状がおちつくまでに時間はかかったが、今はさほど苦しむ様子もなくなってきている。

　その間、珊瑚は顔をだすにはだしたが、明日のことを確かく認にんしにきただけらしく、すぐにこんなところにはいられない、と離はなれていった。

「あら、小こ娘むすめ。あんたも大たい概がい人がいいわね、攫さらわれた先で人のために走り回ってるなんて」

　などと嫌いやみを言っていくのも忘れなかったが。

　それより気になったのは、珊瑚に対する東雲の態度だ。

　最初の時も友好的とは言いがたかったが、ぶっきらぼうに対応した挙句、去っていく珊瑚の背中を射るようなまなざしで見つめていた。

　なにか波乱がありそうだ、と思わずにはいられない。

　瑠璃はもといた倉へと戻りながら──別の場所を用意すると言われたが、おちつかないことに変わりはないため断った──西の空の太陽に目を細めた。

「紫苑さまは、もう戻られたころかな」

　残ったことに、後こう悔かいはない。けれど、いらぬ苦労をかけてしまうことを思うと、抜ぬけない棘とげのように心が疼うずいた。

　明日はなにがどうなるかわからない。それだけに自分のことよりも紫苑の身が気がかりだった。

　重く息を吐はきだして、棒のようになった足を動かす。ほぼ一昼夜働きどおしで、澱おりのように疲つかれが溜たまっているのがわかった。

　瑠璃は身体からだをひきずりあげるようにして梯はし子ごをのぼると、床ゆかへと倒たおれこんだ。心配するようにソラが鳴く声が聞こえた気がしたが、「大丈夫」と言う間もなく意識が遠ざかっていく。

　そのまま、翌朝いつのまにか揺ゆられていた馬の背で目覚めるまで、夢も見ない眠ねむりの中へとおちていった。
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　一人戻ることを余よ儀ぎなくされた紫苑だったが、明るい間ということもあって里についたのは太陽が中天をすこし過ぎたころだった。

　さすがに疲れてはいたが、まだやらなければならないことがある。数年前までの一日中気を緩ゆるめることもできずにいたころに比べたら、どうということはない。

「！　紫苑さまっ」

　里へ戻った紫苑に真っ先に駆けよってきたのは、琥珀だった。

「一体どこへいかれていたのですか！　相談してくるとでていかれたままいっこうに戻られず、翡翠どのにうかがってもきていないと──」

「ああ、心配かけたのは悪かったよ。ちょっとね」

　今はそれどころではない、と紫苑は「それより」と足早に歩を進ませながらあたりへ視線を走らせた。

「その翡翠どのは？」

「紫苑さま！」

　一日近く行方ゆくえ知れずだった上、なんの説明もないことに眦まなじりを決した琥珀だったが、

「皇み子こ!?」

　こちらも驚おどろいてむかってきた翡翠に持っていかれる形となった。

「今までどちらに？　こんな時に勝手にいなくなられては」

「黙ってでかけたのは申しわけなかった。すこしたしかめたいことがあってね」

「たしかめたいこと？」

　怪け訝げんそうな顔つきになった翡翠に、紫苑はゆるりと首を左右にした。

「結局無む駄だ足あしだったけど」

　なにを、とは言わず成果だけを伝えれば、当然納なつ得とくできない翡翠はさらに踏ふみこんでくる気配を見せた。

　それを片手を挙げて制し、「ところで」と話をすり替かえる。

「明日のことだけど」

　匂におわせた取引の件に、翡翠は渋しぶ々しぶのってきた。

「これ以上遠の隠れ里を捜しても、明日までに見つけるのは望み薄うすです。ならば、取引の場に──八ツ谷へ赴おもむくしかないでしょう」

「うん。それにあたって準備してもらいたいものがある」

　唐とう突とつに申しでたそれに翡翠の顔がますます渋いものになる。厄やつ介かいごとを増やすなと言わんばかりだ。

　──けど、これは吞のんでもらわないと、ね。

　それこそ、厄介なことになる。すくなくとも、『出水の秘薬』がトキジクノカクノコノミではないと知っているはずの珊瑚がむこうにいる以上は。

「──を用意してほしい」

「な、に？」

　告げた品物の名に、翡翠が啞あ然ぜんとする。傍そばで聞いていた琥珀もまた、そんなものをどうする気かと目が物語っていた。

　紫苑は二人ににっこりと笑えみを返した。

「なにって、オロチ退治と言えばコレでしょ？」

「……本気で言っているのか」

「もちろん」

　低く問う翡翠に、間かん髪はつをいれず頷いた。ただ、これで彼が納得するとも端はなから思ってはいない。

「別に、それでどうこうしようってわけじゃない。むこうの目を誤ご魔ま化かすため……というか、単なる時間稼かせぎだね」

　そこまで聞いたところで、ふいっと翡翠が踵きびすを返した。「翡翠どの」と琥珀が咎とがめるように呼びかければ、肩かた越ごしに視線がくれられる。

「こんなところでする話ではないだろう。屋や敷しきで詳くわしい話を」

　こちらになにか策があるのを感じとったらしい。

　望むところだ、と紫苑は促うながされるまま翡翠の背に続いた。
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　八ツ谷とは、かつて八百津国命がオロチを退治したという由ゆ縁えんのある場所だ。

　名のとおり谷が八つあるわけではないが、いくつかの支流が合流し、ひとつの流れとなったところにあたる。橘の里からは上流側にあった。

　取引の日の朝、いつのまにか馬の背で揺られていた瑠璃は、目覚めた時どこにいるのか、なにが起こっているのかわからなかった。

　──揺れてる……？　それに、目線がいつもと違ちがう。

「あら、ようやくお目覚め？」

　深い眠りから覚めたばかりの頭でぼんやりとあたりを見回したところでかかったのは、珊瑚の皮肉げな声だった。

「というか、よくも今まで眠っていられたものね。その図太さに感心するわ」

　そこまで言われて、瑠璃はようよう自分がどこにいるのかを自覚し、あがりそうになった声を吞みこんだ。

　──えっ……わたし、馬にのってる!?

　当然のことながら、馬になどのったことはない。その高さも揺れも、一度気づいてしまうと恐きよう怖ふがこみあげてくる。

　身動きをしたら転がりおちそうで固まるしかない。山道ゆえか、馬が歩いているのだけが救いだった。

「ど、して……」

「あんたの目が覚めるの待ってたら、いつんなるかわからなかったからな」

　指定した時にまにあわない、と背中越しに響ひびいた声に、瑠璃は一層身を固くした。

　恐おそる恐る首をうしろへ巡めぐらせれば、真後ろに広い肩が見える。そのまま視線をあげ、すぐそこにある東雲の顔に息を吞んだ。

「……っ」

　彼と馬に相乗りをしているのだ。

　意識があろうとなかろうと自分一人で馬にのれるわけがない以上当然なのだが、今さらながらに背中に感じる体温に震ふるえが走った。

　だが、自分で歩くと言ったところで聞きいれられることはないだろう。

　瑠璃は細く息を吐はくと、こわばった顔のまま前へとむき直った。今はすこしでも早く目的地につくことを願うだけだ。

　そっと胸に手をあてると、そこに息づく小さなぬくもりが感じとれる。ドクドクと高まっていた鼓こ動どうが、すこしだけおちつく。

　ソラはこの状じよう況きようにあって身み動じろぎもせず眠っていた。どうやら相当疲つかれているらしい。ここ数日のことを考えれば無理からぬことだろう。

　先の一件の折、悪漢相手に飛びかかっていったことを思うと、おとなしく寝ねていてくれた方が寿じゆ命みようの縮む思いをせずにすむ。

　労ねぎらうようにあわせの上からその体をなでながら、

　──それにしても……。

　瑠璃は前で揺れる馬の頭を見下ろした。

　──馬がいるってことは、やっぱりそれなりに遠出をしてるってことよね。

　自分がのっていくにしても、荷物を運ぶにしても、馬があるのとないのとでは大違いだろう。

　真朱や翡翠でさえ、馬は所有していない。必要ない、ということもあるが、飼うには相応の知識と技術がいるのだ。もちろん、富も。

　それを東雲が──遠の一族が所有していることを意外に思う一方で、納得している自分もいた。藍あいにしろ、土器にしろ、出水にはないモノを持っているのだ。馬ぐらいいたところで不思議はない。

　……などと、思いつくままつらつらと考える。そうでもして自分の置かれた状況から気をそらしていないと、とても冷静ではいられなかった。

　そうして表面上は平静をとりつくろいながら、瑠璃は取引の場である八ツ谷へと運ばれていった。

　やがて太陽が中天に差しかかるころ、瑠璃たちは八ツ谷へと到とう着ちやくした。

「──っと」

　軽いかけ声とともにおりた東雲に、馬がそれまでとは違う揺ゆれ方をする。悲鳴を殺しながらどうやっておりようか途と方ほうに暮れていると、

「あんたはそのままだ」

　近くの木に手た綱づなを結びつける東雲に言い渡わたされた。

「逃にげられちゃ困るからな」

　自分一人ではおりられないことを見越した判断に、瑠璃の目が自然睨にらみつけるものになる。しかし、彼はどこ吹ふく風だ。

「嫌いやだったら自分でおりれば？──ただし、ワタシに似て馬って繊せん細さいなの。下手な動きをしたら暴れるかもね？」

　珊瑚もまた鼻先で笑って、からかいとも忠告ともつかない言葉を投げつけて下馬する。

　──そんな風に言えばおとなしくしてると思って…っ

　悔くやしさも手伝ってなんとか自力でおりようと試みる。

　が、馬の背に手をついて力をこめようとすると、馬が鼻を鳴らしたり、前まえ脚あしで地面を蹴けったりする。自分にはわからないが、馬にとっては不快なやり方なのだろう。

　こうなると、さすがに身動きがとれなくなる。

　四苦八苦する瑠璃を嘲あざ笑わらうように見ていた珊瑚が、ふいに首を巡らせた。東雲も同じ方角へ視線を投げる。

　見れば東雲たちとは別方向からこちらへむかってくる一団があった。

「翡翠兄さま……」

　先頭に立つ従兄いとこの姿に思わずほっとする。たった数日顔をあわせなかっただけなのに、不思議と懐なつかしさと安あん堵どを覚える。

　一方でこれから起こることを思うと、緊きん張ちようで顔がこわばっていくのがわかった。

　翡翠を先頭として、なにかを運ぶらしい男たちが続く。

　──……紫苑さまが、いない。

　しかし、どれだけ目を凝こらしてもそこに紫苑の存在はなかった。

　もしかして、あれから橘の里へ戻もどっていないのだろうか？

　──それとも、戻る途と中ちゆうになにかあって……？

　よぎったよくない想像に、ぞくりと背が震える。慌あわてて頭かぶりを振ふろうとして、寸前で思い留とどまった。

　東雲と珊瑚がいるのだ。不ふ審しんに思われるような動きはできない。

　とはいえ、思うことはだれしも同じようだった。

「あら、紫苑さまはどうしたの？」

　足を止めた翡翠にむかって開口一番そんな問いを投げたのは珊瑚だった。

　翡翠はちらりと珊瑚を見やると、わずかに目を細めた。

「──これは出水のこと。皇み子こには関かかわりない」

　きっぱりと言い放った翡翠の声に驚おどろきや動どう揺ようの色はない。あたかも珊瑚がここにいることを知っていたかのようだ。

　──だとしたら、紫苑さまは戻ってきてる？　本当に関係がないから立ちあっていないだけ？

　いや、しかし紫苑も珊瑚が遠側についていることに察しがついている様子だった。もとより可能性については彼から指し摘てきされていたのかもしれない。案の定、

「ワタシがここにいることに驚かないのね？」

「皇子から遠の一族と大倭が繫つながっている可能性があることは聞いていた」

　珊瑚と翡翠の腹の内を探さぐりあうような、そんなやりとりが耳に届いた。

「──んなこたぁ、どうだっていい」

　それを遮さえぎったのは、恫どう喝かつめいた東雲の響きだった。馬上からでも彼が鋭するどく翡翠をねめつけているのがわかる。

　もとより双そう方ほうの間には緊張が漂ただよっていたが、空気が一層張りつめた。

「で？　そいつが例の『出水の秘薬』とやらか」

　東雲の問いかけには答えないまま、翡翠がついっとこちらを見た。

「瑠璃」

　ここへきてはじめてむけられた視線と声に、瑠璃は肩を揺らがせた。

「大事ないか」

「はい、心配を」

「そんなん、見りゃわかるだろ！　それよりそっちだ」

　心配をかけたことを詫わびようとしたところで、再び東雲の怒ど声せいに断たち切られる。

　翡翠はこれみよがしに溜ため息いきをひとつつくと、控ひかえている者に顎あごをしゃくった。無言の促うながしを受けた男たちが地におろされた荷を解ほどいていく。

　やがて、一ひと抱かかえほどの小ぶりの樽たるを二人がかりで翡翠の前へと運んでくる。いかにも慎しん重ちようそうな手つきで地に置かれたそれに、瑠璃は目を瞠みはった。

「ま、さか……」

　我知らず零こぼれた呟つぶやきに、珊瑚が肩かた越ごしにこちらを一いち瞥べつしたことも気づかなかった。

　樽は小ぶりだが、男たちの素そ振ぶりからそこそこの重量があることがうかがえた。しかも、あの慎重さである。丁てい寧ねいに扱あつかわなくては零れてしまうようなもの──水物がはいっているとしか思えない。

　瑠璃の喉のどがかすかに上下する。

　──まさか、本当に『秘薬』なの……!?

　この取引のために──自分のために、紫苑は翡翠たちにあの泉のことを告げたというのだろうか。

　ただ、湧わきあがる疑念の一方で、そんなはずはない、と頭の中で告げる声がある。

　紫苑は、『秘薬』が用意できたとしても無事に戻れる保証はない、と言っていた。そんな彼が泉のことを教えるはずがない。

　──だけど……だとしたら、あの中にはなにがはいってるの？

　樽を凝ぎよう視しするが、なめし革がわで覆おおわれた中身はようとして知ることはできない。

　男たちは樽を運び終わると、もとのとおり翡翠のうしろに控えた。

　瑠璃をはじめ、東雲、珊瑚の視線が樽へと集中する。

「……そいつか」

「ああ」

　東雲の確かく認にんとも独り言ともつかない一言に、翡翠が硬かたい表情で首しゆ肯こうする。

「疑うのならたしかめるといい。自分の目で」

「──おい、そいつだろ、あんたが求めてんのは」

　東雲が珊瑚を見やり、目顔で樽を示す。おまえがたしかめろ、と言わんばかりの態度に珊瑚は「はいはい」と肩を竦すくめた。

「ま、あからさまな偽にせ物ものではないわね」

　じろじろと樽を見分しながら足を踏ふみだした彼に、瑠璃は内心ひやりとした。

　──そうか、この人は『出水の秘薬』が、すくなくともトキジクノカクノコノミのようなものとは違ちがうことを知ってるんだ。

　樽の中身がなんにしろ、誤ご魔ま化かすために果物を用意していたらこの取引は早々に破は綻たんしていたことになる。

　それを知っていたからこそ、紫苑はこういう形で用意させたのかもしれない。

「あんたたち、そんなとこで待ち構えてないで、それを置いてさがりなさいよ」

「……瑠璃と交こう換かんのはずだ」

　追い払はらうように、しっしっと手を払った珊瑚に、翡翠が顔同様硬い声で要求する。しかし、ふん、と珊瑚は鼻先であしらった。

「たしかめたら連れてくるわよ。それともなに？　先にたしかめられたら困ることでもあるわけ？」

「……」

　瑠璃からでは見えないが、よほど挑ちよう発はつ的な表情をしているのか、翡翠は眉み間けんに険を刻みながらゆっくりと足を退ひいた。五歩ほどさがったところで動きを止める。

「まあ、いいわ」

　一応の合格をだした珊瑚がおもむろに樽へと近づいていく。

　固かた唾ずを吞のんで見つめていた瑠璃だったが、視界の端はしで動いたものがあった。

「──？」

　なにが、というわけではない。けれど、なにかがひっかかって視線を動かした時だった。

　東雲がやにわに腰こし帯おびに挟はさまれていた剣けんを抜ぬき放った。同時に、ちょうど樽へ手をかけた珊瑚のうしろ姿へ躍おどりかかる。

「！　危あぶっ」

　悲鳴めいた声が口を突つくか突かないかのうちに、気配を察した珊瑚がばっと振り返った。間近に迫せまった白はく刃じんに、見事なまでの速さで身を翻ひるがえす。

「ツッ」

　しかし、避よけきれなかった刃やいばが珊瑚の右みぎ腕うでをかすめていく。

　東雲の突とつ然ぜんの凶きよう行こうに、場の空気が一気に緊きん迫ぱく感かんを帯びた。

　舌打ちして距きよ離りをとった東雲に、腕を押さえて身構えた珊瑚が眦まなじりを吊つりあげる。

「ちょっと！　なんのつもり!?」

「それはこっちの科白せりふだ」

　突とつ如じよ起こった仲間（？）割れに、瑠璃はなにごとかと目を見開いた。

　翡翠たちもまた驚きののち、剣の柄つかに手をかけつつなりゆきをうかがっている。この隙すきに、と一度は動きかけたのがわかったが、剣を持った東雲が馬の前に立ちはだかったため慎重にならざるを得ないようだ。

「ワタシがなにしたっていうのよ？」

「虚こ仮けにされたもんだぜ。気づいてないとでも思ってんのか？　うちの連中に毒を盛ったのがだれなのか」

　東雲の糾きゆう弾だんに、え……と声にならない声が漏もれる。

「それって、もしかして、食事に毒を混ぜたのは……？」

「こいつだ」

　思わず挟んだ口に、東雲は顎で珊瑚を示した。

「おかしいと思ったんだ。おんなじ甕かめで煮に炊たきしたはずのもんを食った俺とこいつだけは、なんともなかったんだからな」

　それもそのはず、と吐はき捨てるように彼は続けた。

「俺とこいつの分のメシは、こいつが持ってきたんだ」

　ワタシが手ずから運んであげたんだから感謝しなさいよね、などと言いながら珊瑚の持ってきたものを彼が里へきてからは食べていたらしい。お互たがい協力態勢にあるとはいえ、信用しきれない者同士、口にいれるものには警けい戒かいがあるのだろう、ぐらいにしか思っていなかったようだ。

「その実、こいつは毒を混入する隙を狙ねらってやがったんだ」

　甕をのぞきこんでたのを見たヤツがいる、と突きつけた東雲に、瑠璃は啞あ然ぜんと珊瑚を見つめた。あの一件のあと、東雲が珊瑚を見る目が険しかったのはこれだったのだ。

　仮にも手を組んでいる相手にそんなことを、と思う一方で、紫苑でさえ裏切ったこの人ならやりかねない、とも思う。

　見やった珊瑚の口元が、ゆるりと弧こを描えがいた。

「あら、ばれてたのね。──けど、しかたないじゃない？」

「んだと？」

　毒の混入を『しかたない』ですます珊瑚に、東雲が低く唸うなった。

「だって、コレが本物の『出水の秘薬』かたしかめる手段が必要でしょう？　心配しなくたって死ぬようなものじゃなかったわよ」

　おまけに頑がん丈じような男どもを選んだんだから感謝してもらいたいくらいだわ、とうそぶいた珊瑚を瑠璃は信じられない思いで凝視した。

「そのために、毒を盛ったの？　『秘薬』の効果があるかどうか、たしかめるためだけに？」

「当然でしょ？──まあ、あんたが余計なことしてくれたおかげで、意味も半減しちゃったけどね」

「あなたは…っ」

　あくまで悪びれない珊瑚に、声が、身体からだが戦慄わななく。恐おそろしさにではない、怒いかりにだ。

「そんなことのために、人の命を弄もてあそぶような真ま似ねをしたの!?　一歩間違えば助からなかったかもしれないのにっ」

　瑠璃のあげた大声に、馬が驚おどろいたように足あし踏ぶみする。大きく身体が揺ゆらぐが、今は恐きよう怖ふよりも感情の昂たかぶりが勝っていた。

　しかし、珊瑚はあいもかわらずどこ吹ふく風だ。ちらりとしらけた目をむけてくる。

「なに、あんたが熱くなってるのよ。立場がわかってるわけ？」

「人の命に、立場なんて関係ない」

「あらそ？　ご立派ですこと」

　つくしても響ひびかない言葉に、唇くちびるを嚙かむ。彼にとって大事なものは大おお王きみだけなのだと、改めて痛感する。

「おい、出水の若さまよ」

　そんな埒らちのあかないやりとりなどもはやどうでもいいとばかりに、東雲が翡翠に声を投げた。

　ことのなりゆきを見み極きわめるように、油断なく彼と珊瑚の様子をうかがっていた翡翠が無言を返す。

　気にした風もなく東雲が続けた。

「取引はなしだ」

「っ──待て、どういう意味だ」

　唐とう突とつな宣言に、さすがの翡翠も息を吞んだのがわかった。思わず、というように前へ踏みだす。

　身体中に珊瑚への憤いきどおりが渦うず巻まいていた瑠璃もまた、一いつ拍ぱく遅おくれて「え？」と東雲のうしろ姿を見下ろした。

「どうもこうも、言葉どおりだ。その『秘薬』とやらをほしがったのは、そいつであって俺たちじゃねえ。珊瑚のことは煮るなり焼くなり好きにすればいいさ」

「ならば、瑠璃をこちらへ返せ」

「そいつはできねえな」

　迷いなく言い切られた一言を、一いつ瞬しゆん摑つかみ損そこねる。

　ついで、ゆっくりと目を瞠みはった。

「どう、して」

『秘薬』がいらないというのなら、当然自分を人ひと質じちにとっている意味はない。まさか隠かくれ里の場所を知ったからには返せない、とでも言うつもりなのだろうか。

　憮ぶ然ぜんとして東雲を見下ろす瑠璃に、彼はちらっと肩かた越ごしに視線をよこした。

「こんな信用ならねえ相手に、これまたそんな得体のしれないもんで、売れるかどうかもわからねえ恩を大倭に売るより、この巫女みこさまをもらってった方がよっぽど役にたつ」

「なんだと!?」

　このまま瑠璃をもらっていく、と告げた東雲に、常に冷静な態度を崩くずさない翡翠が血相を変える。

　そこからはすべてがほぼ同時に動いた。

「じゃあな」と身を翻した東雲を追うようにして、翡翠がすばやく地面を蹴ける。

　入れ違ちがう形で、それまでじりじりと樽たるの方へと近づいていた珊瑚が、ばっと樽へと飛びついた。抱かかえこむようにして、蓋ふた代わりに樽を覆おおっていたなめし革がわを一気にむしりとる。

　一方、駆かけだした翡翠が抜いた剣が東雲に届くよりも、彼が繫つないでいた手た綱づなを解ほどく方が早かった。

　翡翠を一いち瞥べつして唇を歪ゆがませた東雲が、そのまま馬へ飛びのろうとする。

「きゃっ……!?」

　馬が身み動じろぐのとでは比ひ較かくにならない揺れに、瑠璃が身を硬かたくした時だった。

「なによ、これッ？」

「──残念、この子はオレのだから」

　色の違う声が交こう錯さくし、東雲とは逆方向から有う無むを言わせぬ力で腰こしを攫さらわれる。すぐ近くから聞こえた声にはっとする間もなく、馬上からひきずりおろされた。

「なっ!?」

「遅おそい！」

「ただの酒じゃないのッ」

　東雲、翡翠、珊瑚の叫さけびがあたりにこだまする。

「──大だい丈じよう夫ぶ？」

　その中で唯ゆい一いつ囁ささやくように耳元におとされた気き遣づかいに、瑠璃はこわばりの解とけない顔をぎこちなく巡めぐらせた。

　背後から抱えこむ形でこちらの顔をのぞきこんでいるのは、間違いない。

「……紫、苑さま？」

「うん。手て荒あらな真似してごめん」

　どこか痛む？　と大きな手にゆるりと頰ほおをなでられる。そのぬくもりに、身体のこわばりが解けていく。

「ううん、大──」

　丈夫、と続けた返事は、しかし、

「っんだてめぇ！」

「そんなことをしている場合かっ」

「莫ば迦かにして!!」

　再び飛び交かった気色ばんだ声と、樽を地面に叩たたきつける音にかき消された。

　紫苑は「すこしくらい待ってくれてもいいのに」と嘆たん息そくとともにぼやきを零こぼすと、小さく笑いかけてきた。

「危ないから瑠璃はここにいて」

　そう、背後へと隠すように彼の背中側へと押しやられる。

「そちらの彼ははじめまして、かな。オレは紫苑、もとは大倭の皇み子こだ」

　紫苑は気負いもなく名乗ると、「おまえが……」と目を眇すがめた東雲から、珊瑚へと視線を移した。

「ああ……口にしてもその傷治らなかったんだ？　ま、当然だけどね、ただのお酒だし」

　怒りのためか肩で大きく息をする珊瑚の腕うでには、今も東雲に斬きりつけられた傷がはっきりと見てとれた。その彼の前には叩き割られた樽の中身が飛び散っている。

　独特のむっとむせかえるような香かおりがあたりに充じゆう満まんしていた。

「お酒……？」

　鼻を突つく匂においが、さきほどの珊瑚の叫びと紫苑の言葉に重なる。あの時は意識するどころではなかったが、樽の中身は酒だったのだ。

「そ、オロチ退治にはお酒でしょ」

「あ……」

　紫苑の言葉に、八百津国命の言い伝えが思いだされる。

「──時間稼かせぎのために用意したというのに、現れるのが遅すぎる」

「そう？　これでも一番いい機会を見計らったんだけどね」

　苦々しげな翡翠と飄ひよう々ひようとした紫苑のそれに、瑠璃はようやっと合が点てんがいった。

　紫苑は珊瑚が『出水の秘薬』が水物であると知っていることに気づいていたのだ。だからこそ、あえて伝説に倣ならって酒を用意させた。これなら、なぜそれなのか、泉のことを黙だまっていても説明ができる。

　そうして翡翠が樽を見せて東雲たちの気をひき、その隙すきに回りこんだ紫苑が瑠璃を助けだす手はずになっていたのだ。

「ってことで、翡翠どの、そっちは頼たのんだ、よっ」

　最後の声を投げざま、紫苑が腰こし帯おびから鞘さやごとひき抜ぬいた剣けんで馬の尻しりを撲うった。ただでさえ興奮気味だった馬は高くいななくと、乗り手のないまま走りだす。

　翡翠の連れてきた男たちが、慌あわてて馬の進路から飛び退のく。

　それが場を離はなれる機会をうかがっていた珊瑚の退路を阻はばむ形になったのは、偶ぐう然ぜんだったのか、計算のうちだったのか──。

「言われずとも逃にがす気はない！」

　紫苑の頼みを受けた翡翠が、忌いま々いましげに彼をひと睨にらみしたあと珊瑚へむき直った。

「一度ならず二度までも橘に手をだしたこと、許しがたい」

「……はっ、小こ娘むすめにでしょ」

　逃げ場を男たちに塞ふさがれた珊瑚が煽あおるように吐はき捨てる。

　しかし、翡翠は挑ちよう発はつにはのらなかった。

「おまえたちは手をだすな」

「このワタシ相手にずいぶん余よ裕ゆうじゃない」

「卑ひ怯きよう者相手に卑怯になるつもりはない」

「怪け我がを負ってるからって？……小娘ともどもご立派なことね」

　後こう悔かいしても知らないわよ！　と叫びにのせるように珊瑚が鞘を投げ捨てると、翡翠へと斬りかかる。

　ガキンッ、と響ひびいた耳みみ障ざわりな金属音に、瑠璃はびくりと身を竦すくませた。

「翡翠兄さま…っ」

　珊瑚の剣筋は利きき腕を怪我してなお鈍にぶることなく、重く翡翠の剣を震ふるわせていた。紫苑をしてそれなりの腕前と言わせる珊瑚に、怪我をしているとはいえ翡翠が敵かなうのか不安になる。

　けれど、そちらにばかり気をとられているわけにもいかなかった。

　珊瑚と翡翠の剣が交わる音を皮切りに、こちらも一いつ触しよく即そく発はつだった紫苑と東雲が動いたのだ。

　馬という障しよう壁へきがなくなった間を、東雲が一気に縮める。横よこ殴なぐりに振ふるわれた剣を、紫苑はさがって避よけかけ──思い直したように、鞘におさまったままの剣の柄つかと鞘の先せん端たん近くを握にぎり、盾たてにする形で防いだ。

　ガンッともギンッともつかない鈍い音が空気を震わせた。

「──その余裕、叩き潰つぶしてやるっ」

「やれるもんならね」

　ぎちぎちと嫌いやな軋きしみをあげながら交かわされたやりとりは、しかし紫苑に口ほどの余裕があるようには見えなかった。

　紫苑さま、とあがりそうになった声を、唇くちびるを手で押さえて吞のみこむ。こんな間近で名を呼んだら彼の気を削そぎかねない。

　そこまで考えて、はっと気づく。

　──わたしがいるから、避けられなかったんだ。

　余裕があるから受け止めたのではない。うしろにさがれば自分を巻きこみかねないから、急きゆう遽きよ思い留とどまったのだ。

「……ここから、離れなきゃ」

　口の中で呟つぶやいて、震えそうになる足を叱しつ咤たする。すぐそこにあるふたつの争いの気配に、ともすれば吞まれて動けなくなりそうだった。

　それでいて迂う闊かつに動くと、紫苑や翡翠の意識を乱しそうで怖こわい。

　どうしたら……と瑠璃が退ひく足を躊ちゆう躇ちよしている前で、紫苑が動いた。

　ぐいっと東雲の剣を立てた剣で押し返しざま、そちらに体重を預ける形で反対側の足を蹴けりあげたのだ。首元を狙ねらった紫苑の爪つま先さきに、東雲がばっと交わりを解いて飛び退すさる。

　紫苑は紫苑で予測していたのだろう。体勢を大きく崩くずすこともなく、すばやく身構え直した。

　流れるような一連の動きに立ちつくした瑠璃が、今が好機だと悟さとるより早く、くいっと腕をひかれた。

「！」

「こちらへ」

　あがりかけた悲鳴をなんとか押し殺すことができたのは、同時に聞こえた耳に覚えのある低い促うながしのおかげだった。

「……琥珀さま」

　そろそろと横目に見上げた先にあったのは、厳しい顔つきをした紫苑の従者の姿だった。

　そこにいては主あるじの妨さまたげになる、と目顔で告げる彼は、むだな口は一いつ切さい叩かず、手でさがるよう促してくる。

　瑠璃もまた無言のまま頷うなずくと、紫苑の動きの足かせにならないよう、慎しん重ちように彼らから距きよ離りをとった。

　キィン！　と高く鳴った音に視線を走らせれば、翡翠と珊瑚がたて続けに剣を交えているところだった。

　正面から振りおろされた剣を横へと弾はじき、返す刃やいばで翡翠が下方から鋭するどく斬りあげる。それを上体を反らすことで避けた珊瑚が、すかさず剣を薙なぐ。

　重い唸うなりをあげた刃は、しかしこちらも読んでいた翡翠が後方へ飛び退く形でかわされた。

「……」

　無言で睨みあう双そう方ほうとも軽く肩かたで息をしている。

　先の一件の折、珊瑚が紫苑と戦った際には大きく呼吸を乱すことがなかったのを思うと、すくなからず怪我が影えい響きようを与あたえているのだろう。

　瑠璃でも気づいたそれに、二人が気づいていないわけはなかった。

　剣を構えながら、じりっと間合いを計りあう。

　動いたのは珊瑚だった。

「はっ」

　これで決める、とばかりに鋭く剣を斜ななめがけに振りおろす。

　対する翡翠も守りにははいらなかった。同じように右足を踏ふみだしざま、上方から斬きりかかる。

　双方攻せめの姿勢に、瑠璃はぎょっとして息を吞んだ。

　二人の剣が交わった──と思いきや、翡翠がすばやく手首を下方へ捻ひねった。

　珊瑚の剣を左側へ押しやるようにして自分の身を守りながら、裏の刃で相手の右の肩口を斬りつける。

「く…っ」

　ひき際ぎわに一層深く走った刃に、珊瑚が呻うめきをあげた。

　怪我をしている利き腕をさらに傷つけられ、動きが鈍ったところで翡翠はたたみかけるように剣を一いつ閃せんさせた。

　ガキンッ、と珊瑚の手から剣が弾はじけ飛ぶ。

　力つきたように右肩を押さえて地面に膝ひざをついた彼に、翡翠は油断なく切っ先をむけながら手をだしかねていた男たちへ合図する。

「拘こう束そくしろ」

「！　は、た、ただ今っ」

　ひとつついた決着に、我知らず長く息をつく。

「よかった……」

　見たところ、大きな怪我もなさそうだ。あとは……と瑠璃が目を戻もどそうとしたところで、

「あっちが終わったんなら──こっちもぐずぐずしてられないな」

　そんな呟きが届いたかと思うと、がらりと気配が変わった。

　ぴん、と空気が張りつめる。冷ややかでいて他を吞みこむ圧あつ倒とう的な凄すごみが、見なくても伝わってくる。

　総毛立つような、肌はだを刺さすそれだけで紫苑が刃を抜いたのがわかった。

「紫苑さま」

「……へっ、豹ひよう変へんしやがって」

　急いで視線を巡めぐらせた先で、紫苑の肩かた越ごしに相対する東雲の姿が映った。口では揶や揄ゆするようなことを言いながら、その額には汗あせが滲にじんでいる。

　彼もまた紫苑の尋じん常じようではない気配に吞まれまいと必死なのだろう。

　紫苑はといえば、右手にむきだしになった剣を握り、構えるでもなく立っている。普ふ通つうなら隙すきだらけの立ち姿なのに、素人しろうとの瑠璃がうしろから見ていてもおおよそ隙などというものは感じられない。

　まとう冷たく鋭い気配が感じさせないのだ。

　息をするのも躊躇ためらわれる、重い静せい寂じやくが場に満ちる。

「──ちっ」

　紫苑に、というより臆おくする自分にむけて舌打ちした東雲が、重さを切り払はらうように一気に踏みこんだ。

　キンッ、と剣けんの交わる音が響いた──直後、どうっと東雲がうしろに倒たおれこむ。

　すかさず紫苑が彼の胸へ片足をのせて押さえこむと、その首に剣を押しあてたまま上から見つめおろした。

「……え？」

　あまりにことが速すぎて、なにが起こったのかわからなかった。気がついたら東雲が地面に仰あお向むけに倒れていた、としか言いようがない。

「──紫苑さまがあの男の攻こう撃げきを防ぎざまに、投げへ持ちこんだのです」

「琥珀さま」

　目を白黒させていると静かに横から呈ていされた声に、瑠璃は隣となりを見上げた。

　無意識にだろう前へでてきた琥珀は、食い入るように紫苑を見つめたまま続けた。

「あの男から受けた剣を押しさげて流し、返した刃を相手の首筋に押しあてる。そのまま右足を相手の足のうしろに踏みこみ……」

　浮うかされたように見たものを語る琥珀に啞あ然ぜんとするしかない。

　見てもわからなかったものを口で説明されて理解できるかといえば、必ずしもそうとはかぎらない。こちらに戦いの心得がない分、なおさらだ。

　わかったのは、自分には一いつ瞬しゆんにしか思えなかった間にさまざまな攻こう防ぼうがあった、ということだけだ。

「──オレって優やさしいよね」

　東雲を片足で押さえつけたまま、紫苑が剣をひく。

　かちん、と鋭くきらめく刃が鞘さやにおさまるが、彼をとり巻く空気は冷えたままだ。

「オレの前で瑠璃を攫さらおうとして、これくらいでおさめてあげるんだから」

　ほんとはオロチ同様八つ裂ざきにしてやりたいとこだけど……と物ぶつ騒そうなことをうそぶく。

　表向きは飄ひよう々ひようとしながらも、彼の怒いかりは続いていたのだ。あの時からずっと──。

　それに気づかされた瞬間、瑠璃は紫苑へむかって駆かけだしていた。

「紫苑さま！」

　勢いのまま彼の背に飛びつくように抱だきつく。

「っ、瑠璃!?」

　さすがに驚おどろいたようにその身を揺ゆらがせた紫苑の胸へ腕うでを回すと、ぎゅっと力をこめた。

　冷えた心を溶とかすように、ぬくもりをわけ与えるように、強く。

「ごめんなさい、ありがとう。──わたしは、大だい丈じよう夫ぶだから」

　ここに、こうしているから。

「瑠、璃……」

　当とう惑わくしたように名を呼んだ紫苑の背中から、徐じよ々じよに力が抜ぬけていく。

　こわばりが解けていくのを直じかに感じながら、なにより彼が無事だったことにほっと胸をなでおろしていると──キッ、とあがった鳴き声が耳に届いた。

「──あっ」

　ソラっ、と一いつ緒しよに抱き潰つぶす形になっていた小さな体に、慌あわてて身を離はなす。ほぼ時を同じくして、苦しげな声が足元からもあがった。

「んなこと、はっ、どいてからやれ…ッ」

「──ああ、つい力が」

　紫苑が悪びれない風で足をどける一瞬、東雲がぐっと苦しげに息をつまらせる。

　そんな彼をソラの様子を確かく認にんしていた瑠璃は、なにかあったのかとびっくりして見下ろす。

「なんでもないよ。──琥珀」

　しかし、紫苑は戸と惑まどう彼女ににこやかに答えると、あとは任せた、と琥珀に倒れこんだままの東雲を託たくした。

「さあ、今度こそ帰ろう」

　背中を押して、促うながされる。

　その先には渋しぶいような、それでいて安あん堵どしたような、複雑な顔をした翡翠が待っていた。

「翡翠兄さま。あの、ご迷めい惑わくを」

「──おまえが無事ならばそれでいい」

　口を突ついた謝罪に先んじて告げた翡翠が、こちらにむかって手を伸のばしかけ──ぐっと握にぎりこむ。

「翡翠兄さま？」

　なにかを耐たえるようなその仕草へ、瑠璃は問うまなざしをむけた。

　翡翠は目をそらすように、従者たちの手によって縛しばりあげられていく珊瑚と東雲をそれぞれ一いち瞥べつすると、背を返した。

「帰るぞ」

　一足先に歩きだした翡翠に、あ、と戸惑いが零こぼれる。

　らしくない従兄いとこの姿に反応の遅おくれた瑠璃の前に、代わりのようにすっと差し伸べられた手があった。

　それをたどって隣を見上げれば、

「いこうか？」

　紫苑がにっこり笑ってこちらを見下ろしていた。

　瑠璃はすこしだけ躊躇ったあと、頰ほおが赤らむのを感じつつ差しだされた掌てのひらへそっと自らの右手を重ねた。

「──はい」

　きゅっと重ねた手に力をこめる。

「帰りましょう──わたしたちの里へ」

　つけ足した一言に、紫苑が軽く目を見開く。が、すぐに破顔した。

　瑠璃もまた微笑ほほえみを返すと、二人は翡翠の背を追って歩きはじめた。
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　正せい殿でんの前庭は異様な空気に包まれていた。

　ここでなら、と許された堂の端はしから、瑠璃はその空気を作りだしている人ひと集だかりを複雑な思いで見下ろしていた。

　人集りの中心にいるのは、連れてこられた東雲と珊瑚だ。縄なわに括くくられた彼らを、里の主だった男たちが殺気だった雰ふん囲い気きでとり囲んでいる。

　そして、真朱は人集りを見下ろす形で堂上から、翡翠と紫苑はそれぞれ階きざはしの下で両側にわかれ、一歩退ひいたところから事態を見つめていた。

「皇み子この力ちから添ぞえもあり、娘むすめは無事戻った。まずは礼を言う」

　開口一番、紫苑にむかって頭をさげた真朱は、ついで堂下の東雲と珊瑚を睨にらみおろした。

「ついては──この者どもをどうするか、だ」

　処しよ遇ぐうを問う声が重々しく響ひびく。

「──大倭の者は我々で処断するわけにもいくまい」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、苦々しげに一人が声をあげた。

　だれもが翡翠同様『一度ならず……』と憤いきどおっていることはたしかだが、勝手に断罪した挙句、出水を攻せめる口実にされても困るとも思っているのだ。

「しかし、大倭へ送り返したところで、また同じことにならないとは……」

「それはない」

　この先も同じことを繰くり返すのでは、とあがった憂うれいを一いつ蹴しゆうしたのは紫苑だった。

「──ない、というと？」

　いっせいに紫苑へと集まった視線の中、皆みなの胸のうちを代表するように翡翠が問う。

「今回のことは、前回オレを仕留め損そこねたことに対する挽ばん回かいの機会として与あたえられたんだろうけど」

　一度言葉を切った紫苑が、無造作に一本の矢を地面へと放ほうった。

　瑠璃にはその意味するところはわからなかったが、集まった者たちの間からははっとしたような軽いどよめきが起こった。

「結局、オレを亡なき者にすることも、不老不死の薬を手にいれることもできなかった。同じ人間の失敗を二度許すほど、大おお王きみは甘くない」

　それは本人が一番わかってるはずだ、とまっすぐ元従者を見つめた紫苑に、当の珊瑚は表情をこわばらせたまま射い貫ぬくようなまなざしをむけた。その表情が紫苑の指し摘てきが真実であることを物語っていた。

「ならば、大倭の罪人は大倭へひき渡わたすこととする。──面めん倒どうではあるがな」

　真朱が迷惑顔を隠かくさず下した処断に、男たちが諾だくを返す。

　珊瑚が今後どうなるかは、わからない。相応の処しよ罰ばつを受けることになるだろう。

　それを思うと知らぬ仲ではないだけに、胸の奥がぎゅっとひき絞しぼられるような心ここ地ちがするが、彼は多くの人間を傷つけすぎた。なにもなしですますことはできない。

「問題は、」

　珊瑚のこの先を思って暗あん澹たんたる気持ちになっていた瑠璃は、続く真朱の言葉に、はたと意識をひき戻もどした。

　固かた唾ずを吞のんで見やった先で、東雲は項うな垂だれることも、目を背そむけることもなく、ただ強い瞳ひとみで真朱を見返していた。

「遠の連中にいかに思い知らせてやるべきか」

　報復ありきの長おさの言葉に、男たちが珊瑚の時の比ではない勢いで口々に声をあげた。

「見せしめにこの者の首を晒さらせばよい！」

「生なま温ぬるい！　今こそ隠れ里を見つけだし、遠など滅ほろぼしてくれるっ」

　これまでの恨うらみとばかりに渦うず巻まく悪意に、しかし東雲は揺ゆらがない。黥いれずみの刻まれた目元には、凜りんとした覚かく悟ごがある。

　おそらくは紫苑に負けた時にはもう、腹を括っていたのだ。

　──この人は、自分で全部背負って終わらせる気なんだ……。

　仲間が苦しむ中、なりふりかまわず『秘薬』を求めた彼は、隠れ里の場所などなにがあっても口にしないだろう。

　ならば、自分が場所を聞かれて答えられるかと言えば──

「──言えるわけ、ないじゃない…っ」

　たしかに見た目は多少違ちがうかもしれない。

　けれど、仲間を想おもう気持ちも、日々の営みも、自分たちとなんら変わりのない『人』なのだ。か弱い女子どもだっている。

　皆が今を懸けん命めいに生きているのだ。

　それを見知っていて、滅ぼせばいい、などと思えるわけがない。

　きつく両掌を握りこんで、瑠璃はいつのまにか俯うつむけていた顔をあげた。竦すくみそうになる足を、一歩前へ踏ふみこむ。

「……ってください！」

　緊きん張ちように乾かわいた喉のどからでた声がかすれる。

　しかし、思わぬ方向からあがったそれに意表を突かれたように、真朱を含ふくむ男たちの顔がこちらをむく。

　突き刺ささる視線に怯ひるむ胸を叱しつ咤たして、瑠璃はもう一歩前へと進みでた。

「たしかに、攫さらわれはしましたが……このとおり、わたしには怪け我がひとつありません！　それに今回のことはむこうも大倭に踊おどらされてのこと。そこまでする必要があるとは、思えません」

　神事に関すること以外口を挟はさむことのない巫女みこの、しかも攫われた本人の主張に、一同が呆あつ気けにとられる。

　微び動どうだにしなかった東雲さえ、信じられないとばかりに瞠どう目もくしていた。

　ただ紫苑だけが、そんな彼女を驚おどろいたように見つめたあと、顔を綻ほころばせた。

　瑠璃はあがらない声をいいことに、さらに言葉を続けた。

「これまでの因いん縁ねんも確かく執しつもあるでしょう。ですが、大倭の力が増してきている──時が変わろうとしている今だからこそ、共存する道もあるはずです！」

　しん、と水を打ったように静まりかえった前庭に、瑠璃の声がこだまする。

「遠にはわたしたちの持たないモノがあります。手を結ぶことは決して損には、」

「──……にを、莫ば迦かなことを…っ」

　けれど、言い切る前に、ようやく我に返った真朱が声を震ふるわせた。

「我々にないモノだと？　そんなモノは奪うばえばよい！　なにが共存だ、こんな野や蛮ばんな者どもと手が組めるかっ」

　おちた怒ど号ごうに、立ちつくしていた男たちもひきずられるように「そ、そうだ！」「共存などありえんっ」と叫さけびをあげた。

　ここで怯むわけにはいかない、と瑠璃は目元に力をこめた。

「そうして……そうした行いが遠の一族を生んだのではありませんか！」

「黙だまれッ」

「黙りません！」

　力でねじ伏ふせようとする父親に、負けじと前へでる。すこしでも退いてしまったら、あとは吞まれるだけだとぐっと足を踏み締しめた。

「力で屈くつ服ぷくさせて奪いとるなど、それこそ野蛮ではありませんかッ」

「なんだと……!?」

「それがお父さまたちが忌いみ嫌きらう大倭朝ちよう廷ていのしていることと同じだと、なぜお気づきにならないのです！」

「ッ……言わせておけば」

　憤ふん怒ぬの形相になった真朱が、瑠璃の方へ踏み鳴らさんばかりに足をむけようとした時だった。

「オレは瑠璃の言うとおりだと思うけど？」

「──私も賛成です」

　階きざはしの両側からあがった声に、真朱はぴたりと足を止めた。

「──なに？」

「考えてもみなよ。彼らが大倭と手を結ぼうとしたのは、あなた方に対たい抗こうする力を得るためだ。下手に大倭を後ろ盾だてに持たれたら、困るのはあなた方の方なんじゃない？」

「皇み子この言うことももっともです。懐ふところに脅きよう威いを抱かかえるより、互たがいに手を組むべきかと」

「……紫苑さま、翡翠兄さま」

　得られると思わなかった加勢に、今度は瑠璃が呆気にとられる番だった。信じられない思いで二人を交こう互ごに見つめる。

　真朱はといえば、身体からだを震わせながら憤ふん然ぜんと堂下にむかって吐はき捨てた。

「そうなる前に潰つぶせばよい」

「それができるならいいけどね」

　言外に、無理だろう、と告げた紫苑に、真朱が射るような視線をむけた。

「我らの力を侮あなどってもらっては困る！」

「なら、どうして今までやらなかったわけ？──この男は隠れ里の在処ありかなんか、死んでも口を割らない。でもって、男が戻らなきゃ、隠れ里はまた場所を移すだろうね」

「……っ」

　同じことの繰くり返しだ、と指摘した紫苑に、真朱は言葉をつまらせた。

　この四日間、手をつくしても見つけられなかった隠れ里のことを思いだしたのだろう。集つどった男たちもまた、血気盛んな数名を残して黙りこむ。

「──で、そっちはどうなの、遠の頭領とやらは」

　ここで殺されるの？　あの子が差し伸のべてくれた手をとるの？

　そう問いかけた紫苑に、瑠璃ははっと東雲を見やった。

　そうだ。たとえ父が頷うなずいたとしても、遠側にその気がなくては意味がない。

「……」

「ああ、ただし、頷くふりしてこっちをはめようとしたら……覚悟しといて？」

　無言のまま紫苑をねめつけた東雲に、彼がにっこりと笑いかける。──が、紫苑のまとう空気は刃やいばを抜ぬいた時そのものだった。

　むしろ、笑え顔がおの分だけ得体のしれなさが増し、見る者の背筋を震わせた。

　瑠璃でさえ、ぞくりと震えが走る。けれども、紫苑は敵にはならない、と信じられるから恐きよう怖ふはなかった。

　東雲のみならず橘の男たちも彼の発する空気に吞のまれる中、最初に自らをとり戻もどしたのも東雲だった。

　ハァッ、と荒あらく息をつくと、真朱から翡翠、そして紫苑へと視線を巡めぐらせた。

「──俺たちが望むのは、何者にも脅おびやかされねえ住処と暮らしだけだ」

　それが守られるなら、出水だろうが大倭だろうが手を組むにやぶさかでない。

　遠の頭領がくだした決断に、

「だそうだけど？」

　紫苑が出水の長おさ──真朱へ振ふる。

　振られた真朱もまた紫苑の冷気にあてられ、当初の威い勢せいを失っていた。

　そうして冷えた頭で考えれば、娘むすめをはじめとした若手の言い分にも一理あると思えるようになったのだろう。今度は頭ごなしに拒きよ否ひするようなことはなかった。

　とはいえ、今までの軋あつ轢れきを思うと若者のように簡単には頷けない。

　険しい顔つきで唸うなる真朱からは、そんな葛かつ藤とうが透すけて見える。ただ、和解の方向へ傾かたむいているのは瑠璃からも見てとれた。

「ま、国の大事だからね、今すぐ決めろとは言わないよ。次期どのともよく話しあったらいい」

　もちろん早い方がお互いのためだろうけど、と翡翠に目を移した紫苑に、ひき受けた、というように従兄いとこが顎あごをひくのがわかった。

　二人はいつからあんな風に目で会話するような仲になったのかと思っていると、「そんなことより」とおもむろに紫苑が階に足をかけた。

「紫苑さま……？」

　なにをするつもりなのかと、瑠璃が戸と惑まどう間にも階をのぼった彼は、迷いなくこちらへとむかってくる。

「皇子？」

　前をよぎっていった紫苑に怪け訝げんな声をあげた真朱も無視して、つかつかと歩みよってくる。

　目の前までやってきた紫苑を見上げれば、その瞳ひとみがどこか楽しげにきらめいている。

「紫苑さ、まッ!?」

　よくない予感を覚えた瑠璃がうしろへさがろうとした瞬しゆん間かん、膝ひざ下したを抱えこむようにして抱だきあげられる。大きく揺ゆらいだ身体にとっさに紫苑の首へとしがみついた。

「──今の瑠璃、かっこよかったよ。惚ほれ直した」

　その耳元に囁ささやいたあと、彼はぐるりとあたりを見回して声を張った。

「決まりどおり、瑠璃はもらうよ」

　気づくと瑠璃は紫苑の右みぎ腕うでに腰こしかけるような形で、彼の腕の中におさまっていた。

　思いもよらぬ出来事に皆みな啞あ然ぜんとする中、紫苑は珊瑚を見下ろした。

「珊瑚」

　淡たん々たんとした呼びかけに、ここへきて一言も発していない珊瑚がぴくりと身体を揺らす。

「都に戻ったら、父に──大おお王きみに伝えるといい。もう大倭へは戻らない、オレはこの地で生きていく、と」

「！　紫苑さま、それは」

　本当にいいのかとその顔を凝ぎよう視しする。

　こちらを見上げた紫苑は柔やわらかに笑むと、くすぐるように頰ほおをなでた。

　いいんだ、と言葉にせずとも伝わってくるそれに、瑠璃はしがみつく手に力をこめた。

「──それが、どういう意味かわかってるの？」

　そんな二人へ割ってはいったかすれた珊瑚の問いかけに、視線を戻した紫苑が大きく破顔した。

「もとより皇子の座に未練なんてない。むしろ、こっちからお断りだ」

　掃はいて捨てるほどいる皇子の一人や二人、いなくなったところでたいした違ちがいはないだろう？

　そう言って笑う紫苑に、後こう悔かいの色は微み塵じんもない。いっそ清すが々すがしさを感じるほどだ。

　珊瑚も感じとったのだろう。故郷を──大倭を捨てる、という紫苑を、憎にく々にくしげに睨にらみつける。

「おまえともこれでさよならだ。──それでもまだ出水に手をだすっていうなら、だれであろうとこのオレが相手になる」

　決然と言い置いて、瑠璃を抱えたままくるりと背をむけた紫苑へ、

「……ワタシは謝らないわよ」

　唸るような声がかかる。

「すべては大王の御おん為ために。──そのことに後悔なんてしてないもの」

「……」

　紫苑が肩かた越ごしに珊瑚を見下ろす。が、無言で視線を切ると、なにごともなかったかのように歩きはじめる。

　その瞬間、紫苑と珊瑚、二人の間にあった絆きずなが完全に断たち切れたのが、瑠璃の目には見えた気がした。

「──ま、待て！」

　そのまま正せい殿でんをたち去ろうとした紫苑の背を、しかし、今度は珊瑚とは別の慌あわてた声が呼び止めた。父である真朱だ。

「決まりどおり、とはどういう意味だ!?」

「あれ、なにも言わなかったからてっきり納なつ得とく済みかと思ったんだけど……」

　頭がついてきてなかっただけか、と残念そうに呟つぶやいて、足を止めた紫苑が真朱へとむき直る。

　彼の腕の中で瑠璃もまた、そういえば……と紫苑を見下ろした。たて続けに驚おどろくことがありすぎて、どうしてこんなことになっているのか、理由にまで頭が回らなかった。

　と、改めて自分の置かれている状じよう況きようにはっとする。

「し、紫苑さま」

　囁くように名を呼ぶと、視線は真朱の方をむいたまま「ん？」と返事がある。

「あの、おろしてください…っ」

　皆みなの前で抱きあげられていることに、今さらながら羞しゆう恥ちがこみあげてくる。遅おくればせながら暴れだした鼓こ動どうに声を震ふるわせるが、

「だーめ」

　言下に拒否され、絶句する。

「いいからここでおとなしくしてて」

　顔をよせるように囁いて瑠璃の頰を赤く染めあげたあと、紫苑は改めて真朱と対たい峙じした。

「翡翠どの。狩かりの成果は？」

　にもかかわらず、唐とう突とつに彼の口からでたそれに、またしても男たちは目を白黒させた。当の翡翠でさえ怪訝な顔つきだ。

「狩り？」

「そう、誓約うけいの。ちなみにオレは若い猪いのししだった」

　誓約、の響ひびきにだれもが、あっという表情になる。瑠璃もうちの一人だった。

「あ、あれはっ、皇み子こ自ら中断したはずだ！」

　ひどく上うわ擦ずった反論をあげた父に、自おのずと答えを察する。おそらく自分が攫さらわれたことで中断した結果、翡翠に獲え物ものはなかったのだ。

　とはいえ、紫苑にとってそれは予想の範はん疇ちゆうの反応だったらしい。

「それでもいいけどね」

　あっさり退ひいた彼に真朱があからさまに安あん堵どしたのを見計らうように、「けど」と紫苑が続けた。

「オロチから救った姫ひめ君ぎみをもらうのは、古いにしえからの習いでしょ？──ね、翡翠どの」

　振られた翡翠に、いっせいに視線が集まる。

　嫌いやそうに眉み間けんに皺しわを刻んだ翡翠がひとつ息をついたあと、おもむろに首しゆ肯こうした。

「そのとおりだ」

「！　翡翠、おまえ…っ」

「翡翠、兄さま……」

　思わぬ答えに、真朱と瑠璃が目を剝むく。

「ここまできたら、認めざるを得ません。皇子……紫苑どのは私を次期どのと呼んだ。出水を手中におさめる気はないということです。ならば、遠同様敵に回すより味方にすべきです。彼にはそれだけの価値がある。なにより」

　一度言葉を切った翡翠が、真朱から瑠璃へと視線を移した。

「瑠璃自身がそれを望んでいます」

　そうだろう？　と問われ、瑠璃はくしゃりと崩くずれそうになる表情を懸けん命めいにこらえた。

「……紫苑さま」

　囁くように名を呼んで、彼の肩かたを軽く叩たたく。

　求めていることを察したのだろう。紫苑は溜息をつくと渋しぶ々しぶといった体ていで身を屈かがめ、瑠璃を腕からおろした。

　目顔で礼を告げ、瑠璃は翡翠のまなざしをまっすぐに見つめ返した。そのまま、しっかと頷うなずく。

「わ、たしは……紫苑さまと一いつ緒しよになりたい。この方を、お慕したいしています。だから」

　お願いします、と頭をさげる。

「瑠璃……」

　そんな瑠璃にかすかに声を震わせた紫苑が、

「──オレからも、頼たのみます」

　一呼吸置いて、同じように頭をさげる。

「──勝負で勝ち、瑠璃を助けるのに尽じん力りよくし、皇子であることを放ほう棄きまでさせておいて、これを認めなければ出水は恩知らず、恥はじ知しらずです」

　翡翠の援えん護ごに、しばらく唸うなっていた真朱が長ちよう嘆たん息そくをおとした。

「……わかった。たしかに、皇子にはそれだけの恩がある」

　重く返った了りよう承しように、瑠璃はぱっと頭をあげた。

「ありがとうございます！」

　あげた響きが紫苑と被かぶる。

　それに互たがいに顔を見合わせると、くすり、と自然と笑いが零こぼれた。額をつきあわせるようにして、微笑ほほえみあう。

「──そんなことは他所よそでやれ」

　こちらはつきあっているどころではない、とかかった呆あきれたような冷ややかな声に、はたと我に返れば、翡翠や真朱に納得のいかない男たちがつめよっているところだった。

　あっと慌てて身体からだをひき離はなした瑠璃とは裏腹に、

「なら、お言葉に甘えて」

　紫苑はすばやく彼女を抱だきあげ直すと、さっさと身を翻ひるがえした。

　足早に喧けん噪そうから遠ざかっていく。

　本当にいいのだろうか、と身をのりだすようにしてそちらを目で追っていると、不安を見み透すかしたように下から声がかかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。真朱どのが認めたんだ、全部なるようになる。オレたちのことも、遠のことも」

「紫苑さま……」

「それより、ごめん」

　ふいに紫苑の口からでた謝罪に、え？　と双そう眸ぼうを瞬またたかせる。

「オレがここにいることで、また大おお王きみから狙ねらわれることがあるかもしれない」

　珊瑚にああは言ったものの、本当に出水を思うなら自分はここにいるべきではない。

　前をむいたままの彼の顔に書かれたそれに、瑠璃はそっと手を伸のばしていた。

「──そうなったら、紫苑さまが守ってくれるんでしょう？」

「瑠、璃……」

「そんなことより、わたしの方こそお礼がまだでした」

「お礼？」

　ようやっとこちらを見た紫苑に、精せい一いつ杯ぱいの笑えみを浮うかべる。

「ありがとう、『秘薬』のこと、みんなに黙だまっていてくれて」

　ああ、と得心顔になった彼に、瑠璃は今でてきた正殿の方へ視線を投げた。

「今回のことで、痛感したの。やっぱりあれは人の世にだすべきものじゃない。あれば頼たよりたくなる、頼れば新たな火種を……争いを生むことになるって」

「うん……瑠璃ならそう言うと思った」

　その心を汲くんでくれた紫苑に、この人を選んで間ま違ちがいはなかったと思える。彼となら、ともに手を携たずさえていける、と。

「それにね、知識は力になるってことも改めて実感した。だからわたし、もっともっと色んなことを知りたい。神によらず、自分の手でみんなを守っていけるように」

「──なら、そんな瑠璃をオレが守るよ」

　伸びあがるようにして頰ほおに口づけがおとされる。

「……うん」

　瑠璃は頰を赤らめつつ、顔をよせるようにして紫苑へ身を預けた。

　──どうして、この人はわたしのほしい言葉をくれるんだろう。

　出水と大倭、本来なら出会うはずのなかった二人の、数すう奇きな人生を思い──再び出会いにきてくれた紫苑に胸がいっぱいになる。

　胸に溢あふれる幸せや喜び、感謝ともつかない想おもいを嚙かみ締しめていると、突とつ然ぜん紫苑が小さく唸った。

「あぁ……瑠璃のご先祖さまの気持ちがわかるな」

「紫苑さま？」

「湧わきたつ雲を見て、妻のための宮きゆう殿でんに垣かき根ねのように幾いく重えにも張り巡めぐらせていてくれ、って歌った歌があったでしょ？」

「う、うん」

　急に何を言いだすのかと瑠璃は目を丸くする。

「あれって妻を守るためでもあるけど、他ほかの男の目に触ふれないようにって意味でもあると思うんだよね。美しい妻を自分だけのものにしておきたいって、目移りしないで自分だけを見ててくれってさ」

「……」

　独り言のようなそれに、首を縦にも横にも振ふることができないでいると、紫苑は悩なやましげに嘆息した。

「こんな綺き麗れいで、かっこよくて、可愛かわいい瑠璃、だれにも見せたくない。このままオレの腕うでの中に閉じこめておきたい……」

「し、紫苑さま…っ」

　並べ立てられた言葉に、驚おどろいてよせていた身を離す。

　しかし、逆に紫苑は抱く腕に力をこめると、にっこりと微笑んだ。

「でも、そんなことできないから──今だけはオレのものでいて？」

　そうして、いつのまにここまできていたのか、客室の木戸を器用に開けると中へと足を踏ふみいれた。

　閉とざされた空間に二人きり──その意味するところに、瑠璃はにわかにかあっと身体が熱くなるのを感じた。

　鼓こ動どうが胸を突つき破らんばかりに高鳴る。

「あ、あの……！」

「ん？　覚えておいてって言ったよね？」

　紫苑の有う無むを言わせぬ笑顔に、こくりと喉のどが鳴った。

　──たしかに言われたけど！

　こんな戻もどって早々だと、一体だれが思うのか。

「ほらっ、琥珀さまだって、」

「琥珀には珊瑚を見張るよう言いつけてあるよ」

　いるでしょう、と言いかけたのを先んじて封ふうじられる。

　ぱたり、と閉まった戸の音に、一ひと際きわ高く鼓動が跳はねた。

「──いや？」

「い、いや、とか、そういうことじゃ、なくて……」

　のぞきこんでくるまなざしを見返せず、瑠璃はうろうろと視線を泳がせた。けれど、この状態で逃にげられるわけもない。

「うん、じゃあ、どういうこと？」

　なでるように頰へ添そえられた大きな手が、こちらをむけ、と促うながしてくる。

　瑠璃は伏ふし目がちにそろそろと紫苑を見上げた。

「──わからない、から」

「わからない？」

　不思議そうな声に、こくり、と小さく頷うなずく。

「どうすれば、いいのか……」

　恥はずかしさに声が萎しぼんでいくのが自分でもわかった。自然と目を伏せてしまう。

　早くに母を亡なくした瑠璃に、この手の男女のことを教えてくれるような人間はいなかった。

　年ごろの娘むすめなら密ひそかにそういう話をするのかもしれないが、巫女みこである自分にそんな話題を持ちかけてくるような強つわ者ものはいない。むしろ、近寄りがたい存在に見られていた。

　あるのは、まだ幼かったころ家人たちがこっそりと交かわしていた会話をたまたま耳にした程度のことだ。

　だから、どうしたらいいのか、どうするべきなのか、なにもわからなかった。

「……」

　無言のままの彼に不安になり、伏せていた目をそろりとあげた時、がくり、といきなり紫苑が床ゆかへとくずおれた。

「きゃ…っ」

　投げだされるような感覚に、瑠璃は反射的に紫苑にしがみつく。

「紫苑さま!?　どうか、」

「あー……もうっ」

　さきほどまでとは違ちがう意味でどきどきする胸を押さえながら、どうかしたのかと尋たずねようとしたところで、紫苑が低く唸うなった。かと思うと、がばりっと強く抱だき締められる。

「かわいい！」

「え、な…っ」

　ついで耳元で叫さけばれ、瑠璃は目を白黒させた。

「どうしよう食べちゃいたい」

「た、たべ……？　んっ」

　身を離はなしてのぞきこんできた紫苑に意味を聞く間もなく、唇くちびるを塞ふさがれる。

　触れるだけのそれでなく、この間覚えさせられたばかりの呼吸をも奪うばうような深い口づけに、ただ受け止めるだけで精一杯だった。

　ようやく解放された時には息も絶え絶えで、気づくとあぐらをかいた紫苑の足の上にすっぽりと抱きこまれていた。

「は、ぁ…っ、あ、あの──」

「ねえ、瑠璃。オレのこと、好きってほんと？」

　今ここで持ちだされたそれに、思わず狼狽うろたえる。

　けれど、こちらをのぞきこむ微笑ほほえみの奥にある真しん剣けんな色に気づいてしまえば、ぎこちなく頷きを返すことしかできなかった。

「──好、き」

　吐と息いきにまぎれてしまいそうなか細い響ひびきを、唇にのせる。

　紫苑は軽く息を吞のんだあと、蕩とろけるような笑えみを浮うかべた。

「ありがとう」

「紫苑、さま……」

「そんなこと言われたら、ほんとはすぐにでも押し倒たおしたいところだけど」

　不安げに瞳ひとみを揺ゆらした瑠璃に慈いつくしむように目を細めた紫苑が、柔やわらかに額へ唇をおとした。

「押し…っ」

　ぎょっとして身み動じろいだ瑠璃の背を、なだめるように優やさしい手が叩たたいた。

「瑠璃を不安がらせたいわけじゃないんだ。ゆっくり、慣れて？」

「……いい、の？」

　そっと唇を離した紫苑を下からうかがう。

　都ではどうかわからないが、このあたりでは婚こん姻いんに決まった手順や儀ぎ式しきがあるわけではない。男女の仲の延長上に婚姻がある──ようは求婚され、女性が頷けばそれで成立したも同然なのだ。

　自分は立場上好き勝手するわけにはいかなかっただけで、求婚からそのまま寝しん所じよをともにすることも珍めずらしくはないと耳にしていた。
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　そんな瑠璃に、紫苑はいたずらっぽく瞳をきらめかせた。

「いいならこのままいただくけど？」

「！」

　反射的に大きく首を左右にする。

　紫苑は楽しげに喉を震ふるわすと、艶えん然ぜんと笑みを浮かべた。

「大だい丈じよう夫ぶ。なにも難しく考えることなんてないよ。瑠璃は、ただ受けとってくれればいいんだ」

「受け、とる」

「そう……この目で」

　吐息で囁ささやきながら、今度は右の瞼まぶたに唇がおちてくる。

　薄うすい皮ひ膚ふごしに感じた熱に、瞼が震えた。それをなだめるように反対側にも口づけられる。

「耳で」

「──ゃっ」

　ついで、耳じ朶だへやんわりと歯をたてられ、ぞくりと背中になにかが走る。

　甘いようなむずがゆいような痺しびれに知らず漏もれた悲鳴に、くすり、と笑い声が耳の奥へ吹ふきこまれ、なおさらその感覚が強まった。

　与あたえられる未知のそれに耐たえるように、瑠璃はぎゅっと目を閉じた。

　そのままするりと首をなぞった唇に、ひくりと肌はだが戦慄わななく。無意識のうちに逃のがれるように仰のけ反った。

　が、それは紫苑からみれば『もっと』と差しだされたも同然だった。

「あとは、肌で」

　喉骨のあたりに強く吸いつかれ、ちくりとした痛みが走った。

「っ、なに──」

「オレを感じて？」

　反射的に押しのけようとしたところで、慰い撫ぶするようにちろりと舌先でなめられる。

「んゃ…っ」

　再び走った甘い痺れに、口からでてくるのは意味のない声だけだ。それが無む性しように恥ずかしい。

「──今日は、ソラは？」

　ふいに問われ、瑠璃はうまく働かない頭で、え……？　と閉とざしていた瞼を開けた。

「ソラは？」

「……へや、に」

　耳元で吐息で再度問われ、身み震ぶるいしながらただ聞かれたことを口にする。熱に浮かされたように、思考がおぼつかない。

　さすがにあの場には連れてはいけなかったから、と途と切ぎれ途切れに答えれば、そう、と紫苑が口元の笑みを深めた。

「なら、邪じや魔まされる心配はないね」

「？」

　意味深でいて楽しげな彼の表情に、ひとつ瞬またたく。

　どういう意味だろう、と考えかけて、するりとくつろげられたあわせに、瑠璃ははっと我に返る。赤かった頰ほおを、さらに熟うれた色へと染めあげた。

「し、紫苑さま…っ」

　慌あわてて胸むな元もとを押さえようとした手を、大きな手に捕とらえられる。

「大丈夫。瑠璃の嫌いやがることはしないから」

　紫苑は甘やかに囁くと、再び唇へと自らのそれをよせた。

「いいから。瑠璃はただ、溺おぼれてて」

　オレに──そう、言葉ごと新たな熱を注ぎこまれる。

「し、おん……」

　手の力が緩ゆるむ。

　あとはもう、与えられるままに溺れることしかできなかった。
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「……」

　紫苑は自分の前に跪ひざまずいた男の姿を複雑な顔つきで見下ろしていた。

　そこには呆あきれとも戸と惑まどいともつかない色が浮かんでいる。

「──琥珀。オレは戻もどってこなくてもいいって言ったはずだけど」

「いえ、紫苑さまは『好きにしろ』と」

　だから戻ってきたのだと淡たん々たんと告げる元（？）従者に、傍はたでやりとりを見守っていた瑠璃は、たしかに、と頷うなずいた。

　あの一件のあとすぐ、珊瑚は再び都へと送り返された。

　紫苑に大倭へ戻る意志がない以上、別の者が珊瑚の護送をする必要があるが、彼がその指揮を任せたのが琥珀だった。

　そうして見送りの際、

「オレはもう皇み子こじゃない。あとはおまえの好きにしたらいいよ」

　紫苑は琥珀にそう告げて都へと送りだしたのである。

　結果が、この光景、というわけだ。

　はあ、と息をついた紫苑が痛むようにこめかみを押さえた。

「……そこは言葉の裏側を察しなよ」

「紫苑さま」

　ここにいたって口を挟はさんだ瑠璃に、彼は「ん？」と困ったような笑みをむけた。

「琥珀さまは、察したからこそ戻られたのでは？」

　首を傾かしげるようにして琥珀へ目をむければ、我が意を得たりとばかりに頷かれる。

「それに紫苑さまだって、本当は嬉うれしいんでしょう？」

　瑠璃の指し摘てきに、紫苑は一いつ瞬しゆん決まり悪げな表情をのぞかせたあと、再度嘆たん息そくして琥珀へと顔を戻した。

「あれが最後の機会だったんだ」

「私の主あるじは紫苑さまだけです」

　なんの、とは言わず、独り言のように呟つぶやいたそれに、間かん髪はつをいれず琥珀がまっすぐに告げる。受けた紫苑もまた、ひたと琥珀を見返した。

「それが、大倭と敵対する結果になっても？」

「覚かく悟ごの上です」

　そうなればなおのこと使える手は多い方がいいだろう、と目顔で告げる幼おさな馴な染じみに、紫苑は三み度たび長嘆息をおとした。

「──よく、戻ってくれた」

「！　紫苑さま……」

　紫苑の労ねぎらいにわずかに目を瞠みはったあと、琥珀は「はい」と感に堪たえない様子で頭こうべを垂れた。

　そんな主従に、瑠璃はほっと胸を安あん堵どさせた。

　紫苑は気にした素そ振ぶりもないが、結果的に彼に故郷を捨てさせてしまったことにすくなからず心苦しさを覚えていた。加えて、幼いころから身近にあった珊瑚の裏切りと度重なる襲しゆう撃げきだ。

　本人はなんでもない顔をしているが、なにも感じていないわけではないはずだ。

　この上、もう一人の幼馴染みである琥珀までいなくなったら、紫苑は本当に大倭と関かかわりのあるなにもかもを失うことになってしまう。

　そのことに密ひそかに胸を痛めていたが、どうやら杞き憂ゆうだったらしい。

「オレはもう皇子じゃないって言ってるだろ？　そんな風に頭をさげる必要はないよ」

「皇子であろうとなかろうと、紫苑さまは紫苑さまです」

「だからさ……」

　止やめろ、止めない、の交わらないやりとりに目を細めていると、急に紫苑がこちらを振ふり返った。

「瑠璃からもなんとか言ってやって」

　うんざりしたようにさじを投げた彼に、瑠璃は双そう眸ぼうを瞬かせた。

　なんとか、と言われても……と膝ひざを折ったままの琥珀を見下ろす。

「えっと……大おお王きみは、どんな様子でしたか？」

　困った挙句口からでたのは、もうひとつの懸け念ねん事じ項こうだった。

　思わず口走っていたそれに、あっと思った時には遅おそく、

「──それはオレも知りたいな」

　うって変わった紫苑の固い声こわ音ねに、琥珀の表情もまたひき締しまったものへと変わった。

「珊瑚はオレの言葉を伝えたんでしょ？」

「……はい。それについては『アレはもう息むす子こではない』と」

　あっさりと答えてはいるが、琥珀のどこかこわばった顔つきはその時の大王の激げき昂こうを伝えるには十分だった。

「ふーん……で、『出水の秘薬』については？」

　しかし、当の紫苑は気のない様子で受け流すと、先を促うながした。

「それについては、どうやら珊瑚の虚きよ言げんを疑っておられるようです」

「虚言？」

　意外な言葉に、問い返す瑠璃と紫苑の声が被かぶる。

　視線を交かわす二人をよそに、琥珀が「はい」と首しゆ肯こうした。

「紫苑さまが大おお怪け我がを負われて谷底へおちた、ということでしたが、その証言自体が噓うそだったのではないかと」

　実際、境けい内だいへ現れた紫苑が怪我ひとつ負ってはいなかったのはこの目で見ている、という珊瑚とは違ちがった意味での証言に、瑠璃と紫苑は今度こそ互たがいの顔を見合わせた。

「……それは、オレの大怪我自体が珊瑚たちのでっちあげだと思ってる、ってこと？」

「はい。功のひとつもあげず……その、紫苑さまを亡なき者にするでもなく、『出水の秘薬』を持ち帰るでもなく、失敗して捕らえられた彼らが保身のために苦しまぎれについた噓だろう、と」

　つまり、亡き者にする一歩手前まではいっていたものの、『出水の秘薬』で蘇よみがえったのだ──ということにして罪の軽減を図はかろうとした、と大王は考えているということだ。

　──ややこしい……。

　おそらく、捕らえられた男たちと珊瑚以外、紫苑が大怪我を負った、という事実を目もく撃げきした者がいないからこそ、その信しん憑ぴよう性せいを疑われたのだ。

　──たしかに、あの時も紫苑さまは自分が大怪我を負ったってことは認めなかったし。

　だからこそ、父や翡翠にあの泉について隠かくしとおすことができたのだ。

　とはいえ、そういう話に転がるのは予想外だった。

「それはそれとして、オレもこれが『出水の秘薬』だって献けん上じようしたはずなんだけどね」

「あれは……」

　どうしたらそんな面めん倒どうな話になるのかと首を捻ひねった紫苑に、琥珀が言いにくそうに視線を泳がせた。

「その、紫苑さま特有のお遊び……というのか、からかいというのか」

「ああ、そういう」

　言葉を探す彼に、紫苑が得心したように頷く。

　ようは、彼の常日ごろの態度から、無理難題を吹ふっかけて自分をはめようとした大王に対する嫌いやがらせだと思われたのだ。

「ま、信じる信じないはあっち次し第だいだし、オレはどうでもいいけどね」

　軽く肩かたを竦すくめた紫苑が、こちらを見てちらりと笑う。そこには呆れたような、苦にがむような複雑な感情が滲にじんでいた。

　当然と言えば当然だろう。なにせあれは、まぎれもない本物だったのだから。

　あれに宿った瑠璃や紫苑の覚悟までなかったことにされたと思えば、いい気はしない。後こう悔かいはない、と言い切った珊瑚の最後の姿を思いだすなら、なおさら複雑な気持ちになる。──が、それでよかったのだ。

　神の力は、世にだすべきものではない。

　──もしかしたら、そうなるよう神の力が働いたのかもしれないし。

　冗じよう談だんめかして思ったそれが、不思議とすとんと腑ふにおちる。

　すこし前までは「神など信じない」と言っていた自分が、なるべくしてなったのだと納なつ得とくしたことがおかしくて、瑠璃はふふっと小さく笑いを零こぼした。

「どうしたの？」

　楽しそうだね、とのぞきこんできた紫苑に、いえ、と笑えみを含ふくんだまま首を横に振る。

「大倭ではそんな話になっているのかと思うと、おかしくて」

　事実とは微び妙みようにずらした答えに、紫苑は柔やわらかに目を細めた。

　その、どこか眩まぶしいものでも見るような表情に、今度は瑠璃が首を傾げる番だった。目顔で問われた紫苑もまたゆるりと首を振った。

「ううん、瑠璃が笑ってるなぁって」

「あ……」

　言われてはじめて、ごく自然に笑っていたことに気づく。これもすこし前までの自分ならなかったことだ。

　そんな瑠璃の頭を紫苑がぽんぽんとなでる。

　まるで、よくできました、とでも言わんばかりのそれに気き恥はずかしさを覚えて視線をそらした瑠璃は、いつのまにかなくなっていた琥珀の姿に双眸を瞬またたかせた。

「？　琥珀さまは……？」

「ああ、疲つかれてるだろうから休ませたよ。ここは大倭でも敵地でもないんだ、従者も護衛も必要ないからね」

「それは……」

　さきほどのやりとりから察するに、渋しぶ々しぶ言うとおりにする琥珀が目に浮うかびそうだ。

　表情から読みとったのだろう、紫苑が苦く笑しようした。

「琥珀にも慣れてもらわなきゃ。オレはもう、ただの瑠璃のお婿むこさんだし」

　ね？　と甘やかに微笑ほほえんで瑠璃の頰ほおを赤く染めあげると、彼は「それにしても」と大倭の方角へ目をやった。

「瑠璃も言ったけど、都ではそんな話になってるとは、ね」

「でも、言い伝えは所しよ詮せん言い伝えでしかないと思ってもらえるなら、それに越こしたことはないわ」

「たしかに。余計なちょっかいをだされずにすむ」

　こんなところでも日ごろの態度が役にたつなんてね、と笑う紫苑に、一体都でどんな風にすごしていたのかと思わずにはいられない。

　つい探さぐるような目をむけた瑠璃に、紫苑がいたずらげな瞳ひとみをきらめかせた。

「ん？　知りたい？」

　どこかよくない予感を覚えて遠えん慮りよしようとした時、

「──こんなところにいたのか」

　するりと差し挟はさまれた声があった。

「翡翠兄さま」

　振り返ると翡翠がこちらへむかってくるところだった。

「どうか……あっ」

　なにかあったのかと尋たずねようとして、はたと思いだす。それは紫苑も同様だった。

「ああ、そういえば今日か。──きたの？」

　そんな二人に翡翠は、ああ、と嘆たん息そく混じりに首肯した。

「言いだしたおまえが忘れていてどうする」

　早くしないか、と顎あごをしゃくるようにして踵きびすを返した彼に、瑠璃は慌あわてて続いた。

　予想外の琥珀の帰き還かんで、すっかり頭から抜ぬけおちていた。

　──そうだ。今日は──。

　翡翠の背を追って足を踏ふみいれた正せい殿でんの前庭には、遠巻きにするようにして人々が集まっていた。彼らをかきわけるようにして前へと進みでる。

　人々の環わの中心にあったのは濃こい青色の衣ころもをまとい、目元に黥いれずみを刻んだ幾いく人にんかの男たちの姿だった。

「お……東雲、どの」

　遠の、と言いかけ、ここにいる全員がそうだと名を言い直したものの、呼び方に迷ってぎこちないものになる。

　そんな呼びかけにこちらを振ふりむいた東雲が、おっというように目を見開いたあと、「よお、巫女みこさま」と片笑んだ。

「別に無理に『どの』つけなくたっていいぜ」

　東雲でいい、と言う遠の頭領の姿を遮さえぎるように、目の前へ割ってはいった背中があった。紫苑だ。

「東雲、あの時以来だね」

「……てめぇに言ったわけじゃねえ」

　低く唸うなるようなそれに紫苑の背後からのぞき見てみると、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした東雲の姿があった。

　ちらりと見上げた紫苑の横顔もまた、口元は笑っているものの目が笑っていない。

　あんなことがあったあとだ。互いに険悪な雰ふん囲い気きになるのも当然だろうが、これでは進む話も進まない。

　──かといって、わたしが間にはいるのも……。

　もとはといえば自分が攫さらわれたことに端たんを発しているのだから、下手に口を挟むと余計にこじれそうだ。紫苑に関してはなおさらだ。

　とはいえ、翡翠と二人がかりで父を説得し、ようやく今日の遠側との顔合わせにこぎつけたのだ。このまま物別れに終わるわけにはいかない。

　どうしたものか、と助けを求めるように視線で翡翠を捜さがした瑠璃は、走らせていた目を一点で止めた。

「あ、これ」

　ひかれたようにそちらへと歩みよる。

　遠の男たちが、筵むしろの上に里から運んできたのだろう品々を並べているところだった。

　彼らのまとっている藍あいの布はもちろんのこと、隠れ里で目にした珍めずらしい風合いの土器や、美しく磨みがかれた曲まが玉たまや管玉などもある。

　すでに紫苑や東雲をそっちのけで珍しい品に瞳を輝かがやかせる瑠璃に、毒気を抜かれたように二人から剣けん吞のんな気配が消える。

　東雲は苦む顔つきで頭をかいたあと、こいよ、と紫苑を目顔で促うながした。紫苑もまた意識を切り替かえるように頭をひとつ振ると、瑠璃の方へと歩みを進めた。

「……この器うつわ」

　すぐ傍そばにおちた呟つぶやきにはたと我に返ると、いつのまにか傍かたわらに紫苑が膝ひざをついていた。意外そうな色を浮かべてまじまじと土器を見つめている。

「それってやっぱり珍しいの？」

「出こ水こよりもっと西の方の土地で作られてるものだからね」

　最近になって都でも職人を呼びよせて作りはじめたところだ、との紫苑の言に、周囲をとり巻いていた出水の者たちがざわりと揺ゆらいだ。

「──そんな土地とも行き来があるのか」

　こちらも気づくと加わっていた翡翠がそれを手にするのに、東雲が小さく鼻を鳴らした。

「舟ふねならたいした距きよ離りじゃねえ」

「舟……」

　やっぱり、と小声で呟けば、男三人の視線が集まる。

「やっぱり？」

　どういう意味だと首を傾かしげる紫苑に、瑠璃は集まったまなざしにややたじろぎながら顎をひいた。

「水を汲くみに河原にでた時、海の香かおり、っていうの？　そういうのがしたから、海が近いのかな、と思って。この器もこのあたりでは見たことがないし、藍も早くから独自に手にいれていたみたいだから、もしかしたら、陸だけでなく海を通じて遠方の土地に出向いてるのかもしれないって」

　だとしたら、それに見合った技術や知識を持っているはずだ。

　そう、あの朝思ったことを口にすると、紫苑だけでなく、遠の男たちまでもが目を瞠みはった。

「どうやら、瑠璃の思ったとおりみたいだね」

　そんな彼らにちらりと視線をやって、紫苑が小さく肩かたを竦すくめる。

「──道理で、共存云うん々ぬん言いだすわけだ」

　色々見み抜ぬかれてたのか、と大げさに息をついた東雲に、翡翠が「ならば」と今度は曲玉のひとつを手にとった。

「これもどこか別の地から仕入れているのか」

「そいつはうちの職人連中のだ。──あんたらが知らない、玉がとれる山があるからな」

　東雲の言葉に、里の男たちがさきほど以上に色めきたつのがわかった。

　その空気に、また「奪うばえばいい」などと言いだすのではないかと、瑠璃は内心ひやりとする。が──

「──なるほど。そういう知識や技術を持っておちのびた人間の集まりが、遠ってわけだ」

　紫苑が朗ほがらかな声で、同じ過あやまちを繰くり返す気か、と言外に警告すれば、

「たしかに。瑠璃が言うとおり、手を組む価値がある」

　翡翠もまた、略りやく奪だつなど論外、とばかりに迷いなく共存の道筋を示す。

　それらをして浅せん慮りよな男たちを黙だまらせた二人に、瑠璃は橘の、ひいては出水の行く末を見た気がした。

　彼らがいればこの国は大だい丈じよう夫ぶ。

　自然とそう思える。

　それは東雲も同じだったらしい。

「……そう、願いたいもんだね」

　出水の出方を警けい戒かいしつつも、こちらにむけるまなざしには信の色が宿りはじめていた。




　しかしてその後、双そう方ほう話しあいを重ね、翡翠をはじめとする紫苑と瑠璃、三人の尽じん力りよくによって、出水は遠の一族と手を結ぶこととなる。

　遠から、または遠を通じて新たな技術を積極的にとりいれた結果、それらは思わぬ効果を生むことにも繫つながった。

『出水にしかない』

　そう言わしめるモノの数々が、大倭の中にあって出水国を特別な地位へと押しあげ、武力を使わずして彼らを守ったのである。

　また、その過程において大倭側の事情に通じた紫苑の助言は大きな役割を果たし、いつしか翡翠の右みぎ腕うでとして一目置かれるようになっていく。それはいつの時か瑠璃が覚えた予感そのものの出水国の姿だった。







「瑠璃！」

　朝日の中、紫苑の声が弾はじける。

「紫苑さま」

　毎朝、飽あかず長い階きざはしの下で出で迎むかえるその笑え顔がおに、瑠璃もまた表情を綻ほころばせた。

　神のおり立った、花香かぐわしき地──橘。

　神の力によらず、自らの手でそれを守りとおした巫女の傍らには、常に笑みを絶やさぬ元大倭の皇み子こがより添そっていた。










　あとがき




　こんにちは、岐き川がわ新あらたです。

　突とつ然ぜんやってきた大倭やまとの皇子紫し苑おんを中心として巻き起こった騒そう動どうがおちついた──と思った傍そばから、瑠る璃りを巡めぐって新たな波乱が二人を襲おそいます。

　巫女みこと皇子、背負うものの違ちがう二人の恋こいの行く末がどうなるのか、最後まで見守っていただけたら嬉うれしいです。




　この『巫女みこ華か伝でん』を書くにあたり、日本の神話時代から奈な良ら時代にかけての生活様式などを調べたわけですが、そうだったのか！　と思うことが色々とありました。そして、都合よく改変していることも多々あったりします（笑）

　今回のあとがきはページ数があるので、そのうちのいくつかを披ひ露ろうしてみたいと思います。




　まずは、もしかしたらヒーローよりもウケがいいんじゃないかという、ソラについて。

　ソラは『モモンガ』という設定になっていますが、実はこのころ『モモンガ』という呼び名はありませんでした。どうやら江え戸ど時代くらいまで『モモンガ』と『ムササビ』は明確に区別されておらず、『ムササビ』と同じ認識だったようです。

　ですが、『モモンガ』と『ムササビ』は大きさからして違う生き物（『ムササビ』の方が大きいです）。『モモンガ』を登場させたいのに『ムササビ』と表現するのは違うだろう……というわけで『モモンガ』でおちつきました。

　次は、今回でてきた藍あいについて。

　藍はジャパンブルーとも言われる藍染めの原料となる植物ですが、調べるまで茜あかね草や紫むらさき草と同じく、日本の在来植物だとあたりまえのように思っていました。ですが、作中でも書いたように六世紀ごろに海外から伝わった植物だそうです。もとは海外から伝わったものがジャパンブルーと呼ばれるようになるなんて、ちょっと面白いですよね。

　今回は染料というより薬草として登場させた藍ですが、昔の旅人は『すくも』と呼ばれる藍の葉を発はつ酵こうさせた藍染めの原料を、薬として携けい帯たいしていたとかいないとか。また、藍には解毒作用があることから、『すくも』と交こう換かんでフグを食べさせてもらえた、なんて話も見かけましたが、さすがにフグの毒にまで効くことはないんじゃないかと……。

　それくらい、当時としては重宝された薬草だったということなのでしょう。

　作中でも優れた効能のある薬草として扱あつかいましたが、所しよ詮せん民間療りよう法ほうの域をでません。漢方などで扱われたりもするようですが、どちらにしろ半はん端ぱな知識で安易に試すのはよろしくありません。あくまでフィクションとして捉とらえていただければ、と。

　ほかにも、住居や（奈良時代ごろまで庶しよ民みんの家は竪たて穴あな式しき住居だったとか）、衣服などについても雰ふん囲い気き優先でやっている、なんちゃって古代ファンタジーです。




　以前は物語として話を知っている程度だった日本神話ですが、調べ直してみると政治的な背景が色々影えい響きようしていたり、古いにしえの文化や生活というものが垣かい間ま見みえたりと、改めて知ることも多くありました。

　面おも白しろいな、と思ったことを『巫女華伝』の中にもとりいれてみたりしましたが、なんちゃってでも古の雰囲気をすこしは感じてもらえたでしょうか？




　前巻のあとがきでも書きましたが、『巫女華伝』では紫苑や珊さん瑚ごといった今までにないキャラクターを描えがいたり、大好きなもふもふをいっぱいだせたりと、楽しんで書くことができました。欲よくを言うなら、もうすこし翡ひ翠すいを活かつ躍やくさせたかったのですが、都合上渋しぶ々しぶ断念。イラストの彼が格好いいだけに、そこが残念といえば残念でした。

　今回も新しいキャラクターが登場しますが、読んでくださった方がだれか一人でも気に入ってくれたら嬉しいのですが……。




　この作品を世にだすにあたってお世話になった方々にお礼を。

　まずは華やかなイラストで作品に花を添そえてくださった、雲くも屋やゆきお様。

　瑠璃の凜りんとしたかわいらしさや、紫苑や翡翠といったタイプの違うイケメンたちに惚ほれ惚ぼれしたのはもちろんですが、ソラのもふっとしたかわいらしさにやられました。お忙いそがしい中、素す敵てきなイラストをありがとうございました。

　担当様。書いている本人だけがわかっているつもりになってしまっている点について、読者の方の目線でご指し摘てきいただき、そうか……と思うこともしばしばです。いつもありがとうございます。ご面めん倒どうをおかけしますが、これからもよろしくお願いします。

　そして最後に、この物語を読んでくださった皆みな様さまに、ありったけの感謝を。

　今までとはすこし毛色の違うヒーローを書かせてもらったことで、視野が広がったような気がします。これも応おう援えんしてくださる方々がいるからこそだと思っています。本当にありがとうございました。

　願わくは、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように──。
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